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令和８年第２回中種子町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和８年６月10日（水曜日）午前10時開議 

１．議事日程（第１号） 

第１　会議録署名議員の指名 

第２　会期の決定 

第３　諸般の報告 

第４　行政報告 

第５　一般質問 

　　　　永濵　一則 

　　　　日髙　和典 

　　　　池山　朝生 

　　　　秋田　澄德 

　　　　濵脇　重樹 

　　　　大町田　勇希 

第６　報告第１号　令和７年度中種子町一般会計繰越明許費繰越計算書につい 

　　　　　　　　　て 

第７　承認第１号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（中種子町税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 

第８　承認第２号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（中種子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

第９　承認第３号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和７年度中種子町一般会計補正予算（第11号）） 

第10　承認第４号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和７年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第６号）） 

第11　承認第５号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和７年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第６号）） 

第12　承認第６号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和７年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

６号）） 

第13　承認第７号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　（令和７年度中種子町水道事業会計補正予算（第６号）） 

　第14　議案第32号　字の区域変更について（塩屋南部） 

第15　議案第33号　字の区域変更について（田島） 

第16　議案第34号　中種子町過疎地域持続的発展計画の変更について 

第17　議案第35号　中種子辺地に係る総合整備計画の変更について 

第18　議案第36号　中種子中学校体育館改修工事請負契約について 

第19　議案第37号　給食配送車購入契約について 
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第20　議案第38号　町有財産（土地）貸付について 

第21　議案第39号　令和８年度中種子町一般会計補正予算（第１号） 

第22　議案第40号　令和８年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予 

算（第１号） 

第23　議案第41号　令和８年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第 

１号） 

第24　議案第42号　令和８年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

号） 

第25　同意第２号　中種子町固定資産評価員の選任につき同意を求める件 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．本日の会議に付したる事件 

　　　議事日程のとおりである。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．出席議員は次のとおりである。（11名） 

　　１番　　大町田　勇　希　議員　　　　　　２番　　梶　原　哲　朗　議員 

　　３番　　秋　田　澄　德　議員　　　　　　４番　　池　山　喜一郎　議員 

　　５番　　橋　口　　　渉　議員　　　　　　６番　　永　濵　一　則　議員 

　　７番　　池　山　朝　生　議員　　　　　　８番　　濵　脇　重　樹　議員 

　　９番　　日　髙　和　典　議員　　　　　　11番　　浦　邊　和　昭　議員 

　　12番　　迫　田　秀　三　議員　　　　　　 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．説明のため出席した者の職氏名 

 町 長 田渕川　寿　広　君 総 務 課 長 上　田　勝　博　君

 企 画 課 長 東　郷　伸　也　君 農林水産課長 秋　田　幸　博　君

 
建 設 課 長 横　手　幸　德　君

会計管理者兼

会 計 課 長
南　奈　津　紀　さん

 町 民 課 長 織　部　智　博　君 地域福祉課長 　鮫　　島　　司　君

 税 務 課 長 稲　子　隆　浩　君 デジタル推進課長 德　永　和　久　君

 自衛隊対策室長 上　田　勝　博　君 水 道 課 長 中　村　広　道　君

 保 育 所 長 野　田　直　志　君 空港管理事務所長 田　平　さやか　さん

 行 政 係 長 中　村　隆　幸　君 財 政 係 長 永　　濵　　優　君

 教 育 長 鮫　島　孝　則　君 教育総務課長 森　　山　　豊　君

 学校教育 課 長 奥　　博　　志　君 社会教育課長 田　平　祐一郎　君

 給食センター所長 浦　邊　康　尋　君 農 委 事 務 局 長 南 義 雄　君



-3- 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．職務のため出席した事務局職員の職氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 選 挙 管 理 

事 務 局 長
松　元　真　樹　君

 議 会 事 務 局 長 榎　元　卓　郎　君 議 事 係 長 髙　礒　俊　幸　君
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開会　午前10時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　おはようございます。 

ただいまから令和８年第２回中種子町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お配りした日程表のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（迫田秀三議員）　日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、４番池山喜一郎議員、

５番橋口渉議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２　会期の決定 

○議長（迫田秀三議員）　日程第２、「会期の決定」を議題にします。 

お諮りします。本定例会は本日から６月18日までの９日間にしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から６月18日までの９日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３　諸般の報告 

○議長（迫田秀三議員）　日程第３、「諸般の報告」を行います。 

４月23日、鹿児島市において鹿児島県開発促進協議会総会が開催され、令和

９年度政府等の予算編成等に関する提案事項が上程され、可決されました。 

同日、鹿児島県宇宙開発促進協議会総会が開催され、令和７年度事業経過及

び歳入歳出決算報告、令和８年度事業計画及び歳入歳出予算案、国等への要望

案等が上程され、可決されました。 

４月25日、鹿児島市において鹿児島中種子会総会・交流会に出席し、本町出

郷者と交流を図りました。 

５月１日、西之表市において種子島空港利用促進協議会総会、種子島宇宙開

発促進協議会総会、屋久島空港整備促進協議会総会、種子屋久観光連絡協議会

総会、種子島屋久島振興協議会総会が開催され、令和７年度事業経過及び歳入

歳出決算報告、令和８年度事業計画及び歳入歳出予算案等がそれぞれ上程され、

可決されました。 

５月12日、鹿児島市において熊毛郡町議会議長会定期総会が開催され、令和

７年度事業経過及び歳入歳出決算報告、令和８年度事業計画及び歳入歳出予算

案等が上程され、可決されました。 

同日、第15回種子島屋久島議会議員大会に係る議長会が開催され、開催日、

開催場所及び大会要項等について協議が行われました。 

同日、鹿児島県離島振興町村議会議長会研修会が開催され、鹿児島県離島振
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興課青木課長補佐による本県の離島振興について講話がありました。 

５月17日、大阪府吹田市において第44回近畿中種子会総会・交流会に出席し、

本町出郷者と交流を図りました。 

５月19日、西之表市において種子島地区防犯協会定期総会が開催され、令和

７年度事業経過及び歳入歳出決算報告、令和８年度事業計画及び歳入歳出予算

案等が上程され、可決されました。 

５月28日、西之表市において種子島漁業協同組合第29回通常総会が開催され、

令和７年度事業経過及び歳入歳出決算報告、令和８年度事業計画及び歳入歳出

予算案等が上程され、可決されました。 

以上の会議資料等は事務局に保管してあります。 

なお、監査委員から地方自治法第235条の２第３項の規定による例月出納検

査の結果について報告が提出されています。 

次に、議員の辞職について報告いたします。戸田和代議員から一身上の都合

により、令和８年３月31日付けで議員辞職願が提出されましたので、地方自治

法第126条の規定に基づき、同日付けで、これを許可いたしました。戸田議員

におかれましては、在職中、本町の発展と住民福祉の向上のため御尽力されま

したことに対し、深く敬意を表するとともに、これまでの功績に感謝申し上げ、

御報告といたします。 

これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第４　行政報告 

○議長（迫田秀三議員）　日程第４、「行政報告」を行います。 

これを許可します。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　おはようございます。議長の許可をいただきましたので、

行政報告をさせていただきます。 

まず、今月１日に種子島に接近した台風６号についてでございます。未明か

ら本町でも風が強まり始め、15時に情報連絡体制を設置し、16時に災害警戒本

部へ移行し、その時間で避難所の開設及び町民への周知を行ったところです。

17時に高齢者等避難情報を発令し、６月２日０時13分、暴風警報・波浪警報が

発表され、７時に災害対策本部設置及び協力体制ということで、種子島警察署

よりリエゾンの到着、16時20分に暴風警報から強風注意報へ切り替わる発表、

避難所閉鎖、高齢者等避難を解除、情報連絡体制へ移行、この間の避難者数が

全避難所の合計で13名の避難が行われました。吹き返しの風も短時間で収まり、

被害調査も特段の被害の報告はございませんでした。 

また、６月８日にフィリピンミンダナオ島沖合で発生した地震の影響により、

本町にも津波注意報が発表されましたが、６月８日17時に解除されました。 

ちなみに熊野港での津波の到達が６月８日13時21分、10センチメートル、15

時49分、20センチメートル確認がされました。津波に関しての被害の報告はご

ざいません。 



-6- 

気象の変化は今後も熱低低気圧の発生等、線状降水帯など発生する恐れがご

ざいますので、引き続き雨の状況には注意していただき、身の安全を確保でき

るよう常に備えておいていただきたいというふうに思います。 

次に、３月22日に、戦時中の学童疎開の縁で、本町と友好交流協定を締結し

ております、薩摩郡さつま町の町制施行20周年式典に参加をして参りました。

会場は自治体関係者や、各種団体、町民の皆さんが多数御臨席の中、盛大に開

催をされました。さつま町上野町長には、本町との引き続きの交流事業をお願

いをしてきたところでございます。 

次に４月25日に開催されました鹿児島中種子会総会に出席をして参りまし

た。今田会長様をはじめ、多くの会員の皆様が出席し、御来賓も多数御臨席を

賜り、盛大に開催をされたところです。 

会員の高齢化や若者の加入促進など課題も多いが、本町出身者が一つになっ

て、中種子町発展の力になりたいとの声をたくさんいただき、感謝申し上げる

次第でございます。 

次に、５月17日に大阪市で開催された近畿中種子会総会に出席をして参りま

した。鳥居会長様はじめ、役員会員の皆様、多数御参加のもと盛大に開催をさ

れました。交流人口の拡大や観光振興、種子島空港利用促進の観点から、季節

運航であります種子島伊丹間の利用を促進するために、鳥居会長に相談し、日

本エアコミューターの松村社長様、JAL鹿児島支店長の中山様にも御臨席いた

だき、季節運航から定期便へ結びつくよう、さらなる利用の増に向け、お願い

の御挨拶をいただいたところでございます。 

次に、５月24日に町内一斉海岸清掃ボランティア活動を行いました。海岸漂

着物など軽トラック換算で349台ほどの回収を行っていただきました。参加い

ただきました町民の皆様に改めて厚く御礼を申し上げます。 

最後に、５月31日に令和８年度中種子町消防操法大会を、議員各位にも御臨

席を賜り、また多数の町民にも来場いただき開催することができました。優勝

は小型ポンプが熊野分団、ポンプ車が中央分団で、７月26日に屋久島町で開催

されます熊毛支部大会に中種子町の消防団代表として参加することになりま

した。全ての分団の日々の訓練の成果を存分に発揮していただいた、非常にレ

ベルの高い操法大会だったと思うところでした。 

以上、行政報告を終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　これで行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５　一般質問 

○議長（迫田秀三議員）　日程第５、「一般質問」を行います。 

通告に従って、順番に発言を許可いたします。 

初めに、永濵一則議員に発言を許可いたします。６番、永濵一則議員。 

〔６番　永濵一則議員　登壇〕 

○６番（永濵一則議員）　おはようございます。 

　　　傍聴席の皆さんにおかれましては、今日は大変御多忙中にもかかわらず、こ
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こに御足労いただきまして誠にありがとうございます。それでは、議長の許可

をいただきましたので、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

まず、物価高騰対策について伺います。本格的な梅雨の最盛期を迎えており、

一瞬たりとも気の抜けない出穂期の最中にあります。災害への備えはもちろん

重要ですが、我が町の住民を日々脅かしているのは天災だけではございません。 

長引く物価高騰という終わりの見えない生活の災害。これがじわじわと住民

の暮らしをむしばんでいます。恵みの雨を町の活力に変え、物価高騰という大

雨に立ち向かうため、町としていかなるセーフティーネットをすることができ

るか、覚悟があるのか。住民の暮らしを少しでもよくするための具体的な施策

について、町長に真摯な答弁を求めたいと思います。 

いまだ先の見えない世界情勢、そして円高。ほとんどの物資を海外に頼って

いる我が国では、生活必需品のほとんどが値上がりをし、大変厳しい状況が続

いております。特に本町は本土と違い、離島ならではのリスクがございます。 

燃油の高騰や輸送コストなどが生活を逼迫しております。これに追い打ちを

かけるように、先月５月 15 日には JA 全農より肥料の値上げの発表がございま

した。これは、今年６月から 10 月に販売する肥料のうち、尿素が 14.5％上が

るというものでした。尿素の主成分は窒素であり、植物にとって三要素の一つ

で、なくてはならないものであります。また、畜産農家においても今年４月か

ら６月期における飼料は、トン当たり 1,250 円上がり、ナフサ不足による乾燥

草用のラップの高騰など、今後もいろんなものがどこまで上がるのか見当すら

つきません。これまでも、肥料、飼料など、上昇分の半額は助成をしておりま

すが、今後も状況を見極めながら、タイムリーに対応していく必要があると思

いますが、町長の見解を求めます。 

あとは質問席から伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　ただいま物価高騰対策について、永濵議員のほうからの

御質問がございました。 

世界情勢を鑑みますと議員おっしゃるように、非常に安定感のない状況が続

いており、物価の高騰に直結する要素も多々見え始めており、現実的に物価が

高騰しているというところはしっかり認識をしているところでございますし、

これに関しましては、国に対しても、様々な要望活動を続けておりますし、日

本の生活を、国民の生活を守るための創意、工夫、そしてまた支援、そういっ

たものを国も懸命に今考え、今国会でも様々な議案が提案されており、これが

可決する見通しとなっているところでございます。 

これまでの物価高騰対策につきましては、国の地方創生臨時交付金などを活

用して各種事業を実施することで対応して参りました。臨時交付金に基づく事

業において国が定めたメニューとしては、低所得者支援対策として、住民税非

課税世帯等臨時給付金や、定額減税の不足額給付金の支給事業などを実施した

ところでございます。また町単独で事業を設計できる推進メニューの枠におい
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ては、子育て世帯支援対策として国の支給要件に合わない、住民税課税世帯を

対象とした子育て世代臨時特別給付金事業、また農業振興対策として農業資材

価格高騰対策支援事業、地域消費喚起対策としてプレミアム商品券発行事業を

実施してきております。 

また、特に令和７年度においては、町単独分として 958 万 9,000 円を臨時交

付金に継ぎ足し、個人１人当たり２万 4,000 円を支給する、生活者支援給付金

支給事業を物価高対策として迅速に実施をしたところでございます。 

この物価高騰対策につきましては、国の臨時交付金の交付要件においても個

人や世帯への直接寄附を目的としたものが中心となって展開されております

が、町単独による事業の実施、これは今議員がおっしゃるように極度な物価高

騰、そういったものがあった場合は国の支援が間に合わない事もあろうかと思

います。タイムリーに対応していく必要があると、議員おっしゃるように対応

していきたいというふうに考えているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　はい、ありがとうございます。タイムリーにその時々に

合わせてということでありましょうが、対応をよろしくお願いをしておきます。 

生活必需品全てが高騰し生活が逼迫する中で、生活ファーストと考えたとき

に町民一人一人が恩恵を受けられる、光熱費あるいは燃油費などへの助成も町

民は大いに助かるのではないかというふうに思います。 

このあたりについては、町長、見解をお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　国の物価高騰対策につきましては、事業の目的を達成す

るための取組が必要でございます。先週５日に成立しました国の補正予算にお

きましては、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格高騰への対応が柱となっ

ておりまして、電気・ガス料金の支援に加え、ガソリンへの補助継続が想定さ

れているようでございます。 

また地方自治体が地域の実情にあわせて活用できる重点支援地方交付金も

組み込まれているようでございますので、本町への交付額や支給要件などを精

査して町民の皆様への物価高騰対策として、高い成果が期待される事業の内容

を検討して本町への交付額はどの程度なのか、そういったものも合わせて、そ

の金額等も精査していきながら検討はして参りたいというふうに考えており

ます。 

当初 LNG を先発して対応するというようなことではあったんですが、プロパ

ンのほうも対応するような方向で決まったようでございますので、そこら辺に

ついては幾分かの支援ができるものではないかなあというふうに考えている

ところでございます。そこにつきましても、状況がはっきりし次第対応を進め

て参りたいと思いますので御理解をいただければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　例えばですね、今現在、ガソリンが 191 円、リッターの。
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全国の平均が 170 円で 20 円の差がございます。仮にですね、私の場合で試算して

みました。ひと月に約 30 リッターずつ３回入れて約 90 リッター。これで 2,700

円。本土より 1,800 円余計な出費になります。年間で計算すると約２万 2,000 円

になります。私の場合は軽ですからこれぐらいで済むとしても、今の時代１家族

に２台、しかも子育て世代は皆さん大きなワゴン車ですから少なくとも私の２倍、

年間で４万から５万の余分な出費が出るということになります。ほかの燃油もそ

うです。せめて本土との差額分ぐらいは期間を決めて、町から助成をしてもいい

んじゃないかなというふうに思うわけです。 

生活の危機に待ったは効きません。今困ってる町民に寄り添うのが行政であり

ます。また今後、町独自の非課税世帯支援や給付金の支給、またはプレミアム商

品券あるいはスマートフォンやカードで決済できる地域通貨などのシステムの構

築をする予定はありませんか。町長に伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　通告にございますように町独自の施策で、非課税世帯支

援ということですが、これは非課税世帯に特化した支援というところなのかど

うかがちょっとはっきり分からないので、そこをもう１回再度、議員のほうで

教えていただければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　はい。非課税世帯は中種子町中で何軒あるかちょっと把

握してないんですが、これが日常生活において大変苦しいような感じを受けて

おります。またそういう言葉を聞きました。ですから、支援給付金の支給とい

うのはちょっと難しいかもしれませんが、またそういうところでできれば、町

自体の、町があれですね。町自体のあれはできないものかと思うから、聞いて

るところでございます。町独自のですね。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。住民税の非課税世帯への臨時交付給付金というも

のに関しましては、国もしっかり支援をしていただいております。これはその

まま非課税世帯へ支給をしております。 

また子育て世帯であったり、高齢者等非課税世帯ではない方々のためには町

単独で今回課税世帯に対しても対象とした給付金事業、子育て世帯だけでした

が、子育て世代の臨時特別給付金事業を行っております。 

また国の臨時交付金に町の予算を継ぎ足して現金の給付というのを行わせ

ていただいたところでございますので、そういった点では今後も国の支援等も

精査しながら、それに合わせた町独自の予算を使っての支援というものが必要

になってくる時期があれば、タイムリーに支援をしていく覚悟でございます。

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　できればそういうふうにしていただきたいというふうに

思っております。私、地域通貨のお話をしましたけど、地元内でお金を回すに

は最適な方法であると認識をしております。 
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メリット・デメリットありますが、この地域通貨で活性化している地域が山

口県でございます。山口県の阿武町という、山口県北部の日本海に位置した人

口約 3,000 人弱の小さな町ですが、道の駅発祥の地でもあります。今年 2026

年版住みたい田舎ベストランキング全国１位という小さいながらも活気のあ

る町です。ちなみに、昨年度移住者が約 100 名、転出、死亡約 90 名ほど。こ

こ数年確実に人口が増加してるということでありました。 

子育て世代や若者世代に向けた充実した手厚い支援が功を奏しているよう

です。この阿武町では、町が支給するほとんどの支援金を地域通貨あぶ pay で

支給するように統一をし、これにより行政側の振り込みや管理の手間、事務コ

ストが激減され、支援金が確実に 100％町内の商店街で処理される仕組みを確

立しているようでございます。 

ちなみに、これは全くの余談でございますが聞いてください。町長はご存じ

かどうか分かりませんが、この阿武町の出産祝い金を見て私びっくりしました。

第一子は 20 万、第二子 30 万、第三子 50 万、第四子目以降に至っては何と 100

万らしいです。そのうち 10 万は地域通貨ということでございます。先ほど私

が申しました住みたい田舎ベストランキング１位というのも分かるような気

がします。 

このようにして、全国津々浦々各地域が試行錯誤しながら、少しでも住民の

暮らしをよくするため、また人を集めるために奮闘しております。我が中種子

町も努力してることは認めます。けど人口が減、まだまだ奮闘すべきでありま

す。 

我が町でも先月プレミアム商品券の発売がございました。今回の商品券も県

からの地方創生臨時交付金でした。これにしても半分以上売れ残っているとい

うことでありますが、何しろ１万円買うお金がない方もいらっしゃるというふ

うに聞きました。この物価高に対しては国も躍起になっております。だけど限

界もございます。これからもいろんな支援策を講じていくんじゃないかと思わ

れますが、ただ国県に頼るのじゃなくて、町自らも、独自の財源で支援すべき

ではないかというふうに思うから、私はこういうふうに言ってるわけでござい

ます。町としても、住民の生活を守るために、一生懸命やってるんだよという

誠意を見せるべきじゃないですかね。再編交付金もあるんですから、もちろん

現金の直接給付はできませんが、地域経済の活性化、町民の生活の安定に資す

る事業、そしてプレミアム商品券事業を組み込むことはできるはずです。 

お隣の西之表市ではスマートフォンアプリなどを使ったプレミアム商品券

発行や福祉子育て世帯への支援、あるいは保育士、障害者施設への就職奨励金

など、商品券を支給する事業などに交付金基金の一部が活用されているようで

ございます。 

また、山口県岩国市でも、国からの地方創生臨時交付金だけじゃなくて、基

金を財源の一部として組合せ、プレミアム率の底上げや発行規模を拡大してい

るようでございます。住民にとっては現金をもらうと同等の価値があり、さら

に地元の商業経済を潤す効果もあり、町にとっても一石二鳥の効果があります。 
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今後も商品券の発行であったり、地域通貨なども利用する仕組みづくりをし、

町内での消費をもっともっと促すべきと考えます。私今、西之表市、岩国市の

ことを報告しました。直接の再編交付金じゃないにしても再編交付金で浮いた

一般財源を物価高騰対策に回す、つまり財源の組替えですね。こういうのがで

きると思います。西之表市にしろ岩国市にしろこのようにやってるのではない

でしょうか。 

先ほど地域通貨の話もしました。これはやってみる価値はあるんじゃないか

なというふうに私は思います。メリット・デメリットは確かにあると思います

が、これをするにあたっての考えられるコストとしては、初期費用、地域通貨

を立ち上げるための初期費用ですね。運用していくためのランニングコスト、

また店側の決済端末にかかる費用など、コスパ的にはどんなものかシミュレー

ションしてみてもいいんじゃないかなというふうに思います。 

町長このあたりはどういうふうに考えます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　本町におきましては、商品券というものをスタンプ会と

いうところが扱っております。これにつきましてはスタンプ会というのは当然

事業者もお金を出して購入意欲を上げていこうということで頑張っておられ

るところでございます。その中で今年度、先ほど余ってるんじゃないか売り切

れてないよねっていうのがございました、この 40％のプレミアムを付加する

スタンプ会プレミアム商品券販売事業を実施しているところでございますが、

これに合わせてこのベニーちゃんポイントというのがこれまでございまして、

これが端末等がもう老朽化して、なおかつ利用頻度が少ないということで、ク

ラウド型のポイントシステムの導入事業、これを昨年度に実施をしているとこ

ろでございます。 

デジタル通貨であったり、商品券であったり様々な手配があるのだろうと思

いますが、これは使用する事業者等の要望等もございましたものですから、そ

ういった中でそれが効果的に動くものであるかどうかというところも含め、精

査して導入しているところでございます。あわせて、地域経済の活性化や消費

者の利便性の向上に資するものであったというふうに認識をしているところ

でございますが、商品券につきましては、当初利用価値が低いから子育て支援

金も現金でするべきだというような、議員の皆様からの多数御意見をいただい

たりもしており、子育て支援金にしても現金を給付する要素も実施してきてい

るところでございます。 

各事業の実施、参加、不参加については商工会等の会員の皆様においての意

向も様々でございますので、御意見や御要望を十分に収集把握し、必要性を考

慮した上で効果的な対策を進めて参りたいというふうに考えております。 

もう既にこの地域通貨等に関しましては西之表もしかり、南種子もしかりな

んですが、もう実施をしておりますが非常にメリット・デメリットがあるよう

でございます。そういったところも鑑みながら、今後それを実施していくのか

どうかというのは、慎重に検討を進めていく必要性はあるのだろうなと思いま
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す。 

これに関しましてもやはり初期投資は大きくなる要素がございますので、慎

重な判断が必要であり、また利用者サイドはそれを利便性が高いというふうに

考えるかどうかというような調査もするべきなんだろうなというふうに思い

ます。 

２月だったかと思いますが、国の支援事業これに町の予算を少し継ぎ出して

現金を給付をさせていただきました。これも庁舎内で非常に議論した案件でご

ざいます。現金給付が国のメニューに載っているのかどうか、そういったとこ

ろも含めて検討して補助金の返納等があってはならないという意見もあり、声

もあり色々検討した結果、やはりでも町民の皆さんにとってはいろんな商品券

であったり、ポイントであったり、そういったものがあったときに、特に高齢

化率が 40％を超えている状況の中では、なかなかスマートフォン等もまだま

だ上手に使えない要素もあろうかということで、現金が１番町民にとって喜ば

れることではないかなというようなことで、そういったところで現金給付とい

うようなことをしたところでございます。 

この物価の高騰とはちょっと話をちょっと離して考えて、今後、商店街等が

どのような対策をとっていくのか、今後、消費購買欲を上げていくための工夫

をしていくために、何が必要かというようなところで町のほうとの協議をしな

がら、必要な要素があれば、我々も対応していければというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　今話がございました、初期投資。これは大きい事がある

と思います。長い目で見たら見返りというものがあるのかどうか。その検証し

てみる必要性はあるんじゃないでしょうか。例えばポイント制をつけたらまた

その購買欲も出るだろうし、ですからそういうのを期待を持たせながら、地域

通貨、例えばこの中種子町でお金を回す。外に出ていくことのない中種子町で

お金を回すこういうシステムがあって、その商店街もおそらくちょっとずつは

潤っていくんじゃないかというふうに思います。 

どうですか、シミュレーションもちょっとしてみてもらえませんか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほど説明させていただきましたが、様々な検討を、例

えば商工会のスタンプ会等ともしっかり検討を進め検証も行いながらやって

きて、先ほど申し上げましたように、クラウド型のポイントのシステム導入事

業、これを昨年度に実施をしております。またそういったところを見ながら、

整合性がとれない要素があればそこを改善する、そういったことをしていけれ

ばというふうに思っています。検討は当然既にもうしております。 

また商品券等に関してもなぜ今回前回現金を給付したかというと、やはりそ

のお金を商品券の印刷、またその販売、そういったものに経費をかけずに直接

振り込めるような形がとれると１番町民にとっても、行政の業務量にとっても、

非常に効果的ではないかなというような判断をしたところでございますので、
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今後、地域通貨などを導入して、やはりここを事業者の声というのもやっぱり

優先せざるを得ない部分がございます。そういったところでは、事業者のほう

からやはり地域通貨を使って効果的に購買欲を上げたいんだというような声

が上がってくれば、また再度検討する必要性はあるのだろうというふうに思い

ますが、今すぐ検討して、調査してこうしますというのが今このクラウド型ポ

イントシステム導入事業を導入する際に、そこら辺はしっかり西之表や南種子

の地域通貨このこともしっかり検討を検証しておりますので、御理解をいただ

ければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　町長は忙しいですから、町長に試算をしてくださいじゃ

なくて、その所管の課にですね、取りあえずやるかやらないかは別として、試

算をしてみてもらえないかということを私お願いしたいんです。お願いします。

やるかやらないかは別にしてですね。 

先々のそのメリット、いろいろ長い先を見据えたときにどういう利点がある

かとかそういうことも含めてですね、とりあえずは検討してみてください。こ

の試算をですね。 

物価高高騰に対してはこれぐらいにしまして、次に地域振興について伺いま

す。町長は、我が町の、今現在の商店街、この風景を見てどういうふうに思っ

ておるか。また、今後どういうふうにしていこうというビジョンがございます

か。伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　これも非常に難しい御質問でございまして、商店街とい

うのは、どういうコンセプトで捉えられての御質問かというのを確認だけをさ

せていただければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　私が申しますのは、御飯を食べに行くにもほとんどない。

私なんかが若い頃ですね、何十年も前の話ですがその当時は賑わっておりまし

た。その時代の流れもあると思いますが余りにもですね、見るに耐え難い寂し

い状況でございます。人口減少、少子高齢化の影響は否めませんが、それにし

てももうちょっと何とかならないかなというふうに思うわけでございます。 

これは私の発想ですが、自衛隊の来島を絶好の機会ととらえ町商工会、飲食

店が連携し、若い隊員の胃袋を満たすような種子島産の食材を使った大盛りメ

ニューや、隊員限定の裏メニューなどを開発し中種子町で食べるのが楽しくな

るような環境づくりが必要かというふうに思います。例えば、隊員限定のウェ

ルカムクーポン、初回限定割引券なるものを発行し、数店舗を安く回れるはし

ご酒、いいんじゃないすか。はしご酒イベントなどを定期的に開催するのも面

白いのではないかというふうに思います。試行錯誤しながら、町の交流人口を

少しずつ増やしていけば、やがては飲食店も１軒増え２軒増え、そこにはまた

人が集まり、好循環をもたらすのではないかというふうに思っております。 

この自衛隊員ですね、もうせっかく来てるわけですから、先ほど言いました
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胃袋満たす。商工会、町が一緒になってですね、いろんなことをやりながら試

行錯誤をしながらやってみるのもどうかなというふうに思います。これは私の

考えです。ぜひそういうふうにしていただきたいというふうに思っております。 

最後になります。再編交付金基金について、ありがたいことに我が町にはあ

と５年間の再編交付金がございます。現在の基金残高４億 3,000 万とこれから

積立てられるであろう基金の活用計画について伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　すみません。これは入り方がちょっと、我々もちょっと、

もう少し慎重に入るべきだったんだろうなと思うことでございます。 

この再編交付金につきましては、令和４年度に初めて交付を受けて以来、本

年度まで継続して交付を受けております。これまでにも、議会の場で説明をし

てきたとおりでございますが、再編交付金の目的及び活用できる事業、これは

駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法に定められておりまして、議

員の皆様にも十分御理解をいただいているものであると認識をしております。 

御質問の再編交付金基金についてですが、現在長期的な事業としては、予防

接種事業、地域公共交通確保事業、給食事業など六つの事業に基金を造成して

おります。また、短期的な事業としてはこれを空調設備更新事業、農業用機械

導入事業など七つの事業に基金を造成してきております。 

再編交付金基金はあくまで、各事業の実施を目的として事業申請をして、そ

してその単年度で済まないようなものに関して、基金として積立て、その目的

外に活用することはできないということになっております。そのため各事業が

完了した時点で基金残高はゼロとなる仕組みのものでございます。 

現在は中央武道館改修事業、畜産配合飼料及び肥料価格高騰対策事業の計３

事業で基金を造成しているところでございます。 

今後の活用計画についてですが、再編交付金の次年度以降の交付は現時点で

決定しておりません。具体的な計画というものを申し上げることは難しい状況

であります。しかしながら、再編交付金の目的である、住民生活の利便性向上

や産業の振興など、地域の一体的な発展に資する取組を引き続き検討し、必要

な事業を進めて参りたいというふうに考えております。 

再編交付金につきましては、あくまでも決定しているものではなく、毎年度

事業申請を行い、それが認められたものに関して支給がなされるという考え方

を根底に持っていただければありがたいというふうに考えております。ですの

で、令和９年度以降の再編交付金の額というものは決まったものではございま

せん。以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　例えば再編交付金の場合は、消耗的な経費、例えば現金

給付とかこういうものは駄目ですよね。形になるものも地域の利便性を中長期

的に高めること。こういうふうなものに使うわけですが、これまでも再編交付

金による事業、これを１３事業くらい今行っている。また継続中もございます。

ですから、この再編交付金には大変お世話になっているわけです。助かってる
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わけです。ですから、町民の声を聞きますと、例えばこの１３事業の中で町民

一人一人に恩恵があるなとというふうに思ってる方はほとんどございません。

間接的に言えば、町の公共施設そういうものに使っておりますから、間接的に

言えば見返りはあるんでしょうが、個人個人、個別に見ますとやっぱり恩恵が

あるようには思えない。 

ですから私は、今まで言ったように、例えば皆さんが使うものに対して、例

えばガソリン、灯油代、燃油、ひっくるめて燃油ですね。こういうものに、ち

ょっとでも期間を決めてでも、ずっとはできませんから、そうすれば確かに町

民は助かると思います。少しでも、先ほどから言いますが、町も町民のために

ようやってくれてるなと思われるような事業も必要じゃないかと私は思って

おります。ですから、２番の質問と重なりますが、交付金を戦略的に切り崩し、

住民の暮らしを救う施策に使うべきじゃないかと私は思います。先ほど町長も

言われました。段階的に対応していくということを言われました。ですからこ

ういうのもこっから、こっからというか、一般財源からそれをこの交付金で埋

めると、こういうふうなやり方もできるんじゃないすか。ですから町民一人一

人が、馬毛島の交付金の恩恵を受けられるように、ひとつお願いをしたいです。 

この基金もためるだけじゃなくて、例えば今投資しなければ５年後 10 年後

には中種子町自体が消滅するという危機感を持って、この基金をいつ使うか、

今でしょと言いたいです。私は。ですからそういうふうなことも考えながら、

臨機応変に対応していただきたいというふうに思います。 

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 11 時 10 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午前10時53分 

再開　午前11時07分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。次は日髙和典議員に発言を許可いたします。 

９番、日髙和典議員。 

〔９番　日髙和典議員　登壇〕 

○９番（日髙和典議員）　おはようございます。 

議長のお許しをいただきましたので、通告に従い一般質問を行います。９番、

日髙和典でございます。 

一般質問の登壇は久しぶりとなりますが、この間も町民の皆様から様々な御

意見や御要望等を伺う機会がありました。本日はその中から特に町民生活に関

わりの深い課題について質問をさせていただきます。執行部におかれましては、

前向きで分かりやすい御答弁をお願いをいたします。 

それでは１点目に、地域防災力の向上についてであります。さきの施政方針

において、町長は、地域防災力の向上を重要施策として掲げられております。 
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近年、全国各地で地震や豪雨災害が頻発しており、本町においても南海トラ

フ地震や台風災害、さらには、馬毛島関連事業の進展に伴う人口流入など様々

な状況変化への対応が求められています。災害から町民の生命と財産を守るこ

とは行政の最も重要な責務であり、そのために行政だけでなく地域住民、自主

防災組織、関係機関が連携した実効性のある防災体制の構築が必要であると考

えます。そこで本日は施政方針で掲げられた地域防災力の向上について、町の

考えと、具体的な取組について質問をいたします。 

鹿児島県の地域防災計画の修正に伴い、本町の防災計画の見直しが行われた

ところです。私自身も議会の代表として防災会議に参加し、本町の防災体制や

災害対応について議論に携わって参りました。その中で感じたことは、防災は

行政だけで完結するものではなく、地域住民、自主防災組織、関係機関がそれ

ぞれの役割を理解し、日頃から連携を図ることが極めて重要であるということ

であります。地域防災計画の見直しに行われた今こそ、その内容をどのように

地域に落とし込み、実効性のある地域防災力の向上につなげていくのか問われ

ています。そのような観点から、地域防災力の向上について質問をいたします。 

まず、地域防災計画の見直し内容を今後どのように地域防災力の向上につな

げていく考えか、伺います。 

あとの質問は質問席にて行います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　町民の安心安全、そしてまた生命、財産を守ること、こ

れは自治体の大きな責務であるということでございます。そのとおりであると

思います。 

今回地域防災計画の見直しということで改定いたしました地域防災計画で

ございますが、鹿児島県の防災計画との整合性を図りながら命を守る、生活の

確保、地域を守るという三つの柱を基本目標として整理をしたものでございま

す。大規模災害発生時にはまず自らの安全、これを確保していただくこと、次

に地域のつながりの中で支え合うことが初動の対応としては大きな力となる

ものであるというふうに思っております。 

こうした自助であったり共助、これが実際に機能するように、消防団であっ

たり自主防災組織などをはじめ、地域の皆様との連携を深めながら防災訓練や

啓発活動の充実に取り組んで参る所存でございます。行政といたしましても、

関係機関や地域の皆様との意見交換を重ね、地域全体の防災力向上に向けた取

組を進めて参りたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　計画の見直しだけで終わるのではなくて実際の避難行動

や地域体制づくりにつなげることが重要と考えるが、その点についてどのよう

に認識をしていますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　実際の行動に移すための訓練であったり、そういったも
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のをしっかりやっていきたいと思いますし、また消防団等との連携の中で、

日々の活動の中にもそういった意識を高めていくということが必要だという

ふうに考えております。地域の移動に困難な方、そういったところの把握、そ

ういったものもしっかりしていきたいというふうに考えております。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　計画内容については住民へどのように周知し、地域ごと

の防災行動につなげていく考えか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　災害発生時また災害発生すると思われる場合には、各消

防団等に連絡をして周知活動、消防車を使った周知活動などに御協力をいただ

いております。 

先日の津波にありましても、関係分団に関しましてはパトロールを行ってい

ただいたところでございます。事前の備えも必要であるということから、そう

いったところも現在消防団合わせて、消防交通係のほうで連携しながら対応し

ているところでございます。またこの体制をしっかり維持、またより広げてい

くための努力を重ねていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　地域防災計画の見直しを踏まえ、計画を実効性のあるも

のにしていくためには、住民への周知が地域防災力向上に最も重要であると考

えます。その取組について、早急に対応していただければと考えます。 

次の質問に入ります。災害発生時には、行政による公助だけでは対応に限界

があり、住民一人一人による自助、そして地域で支え合う共助の役割がますま

す重要になっております。特に、人口減少や高齢化が進む中で、地域の防災力

を維持向上させていくためには、行政による継続的な支援と、地域活動の活性

化が不可欠であると考えております。そこで伺います。自助、共助の重要性が

高まる中、地域防災向上のために行政としてどのように支援を行っていく考え

か伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　地域の防災力の向上これには議員おっしゃるように、自

助や共助、こういったものの実践、これは欠かせないものであるというふうに

認識しております。初動という観点からも、とても重要な部分だというふうに

考えております。そういった中で、災害時には行政の支援がすぐに行き届かな

い場合も想定されるため、まずは命を守るという観点からは、平時からの備え

や地域での支え合いが大きな役割を果たすものというふうに認識をしており

ます。 

行政といたしましては地域で取組やすい環境づくりを進めることが重要で

あり、防災訓練の充実、また防災情報の提供、啓発活動の強化などを通じて、

地域の皆様の取組を支えて参りたいというふうに考えております。関係団体、

関係機関との連携を深めながら、必要な部分に関して支援をしていくような所

存でございますので御理解を賜ればと思います。 
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○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　共助の重要性は理解をしますが高齢化が進む中では、地

域だけの支え合いに限界があると考えます。 

その点についてはどのように認識をされていますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほど申し述べましたように、各地域の消防団等が高齢

者等の把握等、今実際行っていただいております。ただ個人情報というような

関連もございますんで、なかなか深くは入っていけない要素もありますが、少

なくとも独居老人、もしくは身体が不自由な方、そういったところの把握はあ

る程度進んでおるようでございます。そこに対する声掛けそういったものを消

防団の皆様にお願いをして進めているところであり、また災害時には、そこに

対する声掛け、支援等していただくようにお願いをしているところでございま

す。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　共助の限界にも認識をしているとは思いますがその中で、

行政による公助として今後特にどのような取組を強化していく考えでしょう

か。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　特に、自助、共助だけでは先ほど申し上げておりますよ

うに、自助、共助が初動の対応体制としては重要になってくると思います。そ

こに必要な支援というものを協議を進めながら検討し対応して参りたいとい

うふうに考えておりますとともに、自助、共助を進めるべくその訓練、そうい

ったものというのをしっかり対応していきたいというふうに考えております

し、非常備消防に対する予算等も計上させていただき、議決もいただいており

ますので、そこら年次的に対応して参りたいというふうに考えております。以

上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　共助にも限界があると認識いるとは思いますが、その中

で、公助として今後どのような取組を強化しなければならないのかを検討し、

住民の周知もあわせてお願いをしておきます。 

次の質問に入ります。地域防災力の向上を考える上で、特に配慮が必要とな

るのが、高齢者や障害のある方など、自力で、避難が困難な方々への対応であ

ります。災害時においては、こうした方々の地域全体で支え、安全な避難につ

なげる体制づくりが重要であり、そのためには平時からの見守り支援体制の構

築が欠かせません。 

そこで、高齢者や避難行動支援者に対する見守り体制及び避難支援体制の現

状と課題は、伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　見守りや支援の取組、これまでも地域のつながりの中で

形成されてきており、災害時の初動対応によって、先ほどから申し述べており
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ますように、大きな役割を果たしていくものだというふうに認識をしておりま

す。 

行政といたしましても地域全体の支援体制を把握をして、必要な対策につな

げていくことが重要であるというふうに考えておりますが、地域ごとの実情が

あったり、生活環境の変化など、地域の皆様との情報共有をより確かなものに

していく必要があるというふうに感じております。そのため地域との連携を深

めるとともに平時からの意識づくりの体質が体制の実効性を高める上で大切

であるというふうに考えており、行政といたしましても見守りであったり、避

難支援が円滑に行えるよう、必要な支援や環境整備に取り組んで参りたいとい

うふうに考えております。 

ここに関しましては、地域の、先ほどから申し上げておりますような防災組

織であったり、消防団等との声をしっかり聞きながら反映させていければとい

うふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　実際の災害時に誰がどのように避難支援を行うのか、具

体的な体制はどのようになっているのか伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　具体的なことを全部述べますと時間が幾らあっても足り

ませんので、私が災害対策本部長になるというようなことでございまして、各

課消防交通係を中心に、各課での対応というふうになっております。まずは役

場としては、まず職員にしても、自らの命を守る、これを前提とし移動可能な

場合は本部に集結をするというような対応をとっております。それ以降、各課

においてそれぞれの分野、担当地区、そういったところを意識統制の中でとっ

ていくような形をとろうかと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　支援者確保が難しい地域に対し、行政としてはどのよう

に関与していく考えでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　支援者不在ということがないように職員を割り振り、職

員がそこに出向けない場合も含めながら、複数人の職員を配置するようなこと

で検討して実施をしていこうというふうに考えているところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　支援者確保が難しい地域に対して、行政としてどのよう

に関与し、実効性のある避難支援体制の構築につなげていくかにより、防災体

制向上が図れると考えております。 

次の質問に入ります。地域防災力の向上を図る上で地域ごとの実情を十分に

把握し、それぞれの課題に応じた対策を講じていくことが重要であります。人

口減少や高齢化の進行状況、避難所までの距離、地理的条件などは地域によっ

て異なり画一的な防災対策では十分に効果が得られない場合もあります。そこ

で、地域の実情に応じた防災機能の強化にどのような取組を想定しているのか
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伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　地域の実情これに応じて防災機能の強化これは地域ごと

の特性であったり課題を踏まえた取組が重要であるというふうに認識をして

いるところでございます。その中で自助や共助の意識が高まること、これは地

域のつながりの中で支える仕組みが育まれ、防災組織としての活動へと発展し

ていく景気になるものと考えておるところでございます。 

行政といたしましては、地域の状況先ほどから申し上げておりますように、

地域の状況であったり課題というものを一つ一つ拾い出しながら、これを共有

し、関係団体、関係機関の皆様と連携を深め、地域で必要とされる取組が進め

られるための支援をして参りたいというふうに考えております。こうした連携

を通じて地域の実情に応じた防災機能の強化につなげていきたいというふう

に考えております。 

この前、６月１日の台風時に避難所を開設しましたが、ここにも職員を３人、

特に避難された方が女性の方がいた場合ということで女性職員も１人、合計３

人で対応しておりますので、そのような日頃の行動でもその形づくりというの

は醸成されていくものではないかなというふうには考えておりますが、引き続

き、各防災協力組織、また消防団団長等々連携をとりながら、またひとり暮ら

し、要支援、要介護の皆さん方におかれましては、包括支援センターとの連携

を図りながら情報把握に努め対応を検討していくようにお願いをしていきた

いというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　高齢化や担い手不足が進む中では、地域だけで防災体制

を推進することは難しくなっていると考えます。行政が主体的に関与していく

必要があると考えますが、その点についてはどのように認識をしておりますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　高齢者の見守りに関しては社会福祉協議会のほうにもお

願いをして、社会福祉協議会のほうで対応していただいてる部分もございます

が、特に、先ほど申し上げました防災の観点から申し上げますと、各区長さん、

集落長さん、行政連絡員の皆様等にもお願いをしているところではございます

が、消防団等も特に野間以外の校区については、ある程度の把握がなされてい

るようでございますし、対応も可能なような状況だと伺っております。そこを

より強く進めていくべきだと思いますし、子どもに関しても各集落等でのいろ

んな活動も始まりつつあるようでございますので、そういったところもしっか

り見据えながら、対応そしてまた支援ができるところがあれば、支援を検討し

ていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　地域の実情に応じた防災機能の強化については、地域ご

との課題を的確に把握し、地域任せにすることなく行政として主体的に支援を

しながら、実効性のある防災体制づくりを進めていただきたいと思います。 
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次の質問に入ります。それでは、施政方針の中から２点目の高齢者の見守り

体制についてお伺いをいたします。 

本町においては、高齢化が進展しており、ひとり暮らしの高齢者や認知症に

より徘回の恐れがある高齢者への対応は、本人の安全確保はもとより家族や地

域住民が安心して生活するためにも重要な課題となっております。 

そのような中、緊急時に迅速な対応を可能とする緊急通報装置や所在確認に

有効な携帯 GPS 対応事業は、高齢者を地域全体で見守る重要な施策であると考

えております。 

そこで、独居高齢者や徘回の恐れのある高齢者に対する緊急通報装置及び携

帯 GPS 対応事業について、現在の利用状況と今後の取組をどのように考えてい

るか伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほどから述べている要素と少しダブるところもござい

ますが、まず独居高齢者であったり、徘回の恐れのある高齢者に対する緊急通

報装置及び携帯 GPS 対応時状況、また今後の取組ということの御質問でござい

ますが、まず、利用状況に関しましては令和８年５月末現在で、緊急通報装置

が７台、携帯 GPS２台を対応しているところでございます。 

今後の取組につきましては、現在社会福祉協議会から各集落単位でお願いを

しているところであります。いわゆる地域の見守りネットワークの推進、あわ

せて各関係機関との連携を密にして情報共有を図ることで、不測の事態に迅速

に対応できる体制を強化して参りたいというふうに考えております。 

また先ほど答弁いたしました緊急通報装置や携帯 GPS の活用を進めながら、

デジタル技術を活用した安否確認が可能な仕組み、例えば見守り用の IT 技術

を活用した高齢者のアプリやセンサーを設置し、高齢者の生活状況をリアルタ

イムで把握できるシステムなど活用可能なシステムの調査導入の可否などに

ついては、これからもしっかり検討して参りたいというふうに考えております。 

このような取組を通じて独居高齢者や徘回の恐れのある高齢者に対する見

守り体制の充実を図っていく所存でございます。また地域の皆様の御理解と御

協力が不可欠であるため、今後とも積極的に情報発信の機会を設けて参りたい

というふうに考えております。 

以上が、今後の独居高齢者や徘回の恐れのある高齢者に対する見守り体制に

関する取組についての答弁ではございますが、包括支援センターのほうで要支

援、要介護の皆さんには丁寧に対応させていただいているところですし、職員

も一生懸命そこに関しては、対応していただいているところでございます。そ

ういった中で、引き続き地域の皆様とともに安全で安心な社会の実現に向けて

は努力をしていきたいというふうに考えております。 

この GPS 等もつけても何もならんというような声も聞きますが、10 人徘徊

された中で、１人の人でも行く所在が分かるためにはこれは対応していきます

し、またそれを心配な保護者といいますか御家族の皆さんはぜひ利用していた

だければありがたいというふうに考えております。以上です。 
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○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　ただいま対応等の実績等もありましたが、必要とする高

齢者や家族に制度が十分に行き届いていると認識していますか。どうでしょう

か。必要とする高齢者や家族に制度が十分に行き届いていると認識しています

か。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　そこにつきましては非常に案内をする要素というのが、

限られた要素になっている部分もあるかもしれませんが、高齢者対応のほうで

はしっかり案内をしておりますので、そこの会議に来られない方、また集落の

民生委員さんとか、地域でのそういったところにはお願いはしておりますが、

なかなか周知をしてもなかなか理解ができない部分もあろうかと思いますが、

引き続き周知を徹底していって利活用を高めていければというふうに考えて

ます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　独居高齢者や認知症高齢者の増加を踏まえて潜在的な利

用対象は増加していくと考えられますが、現状どのように認識ていますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、おっしゃるように高齢化率が 40％を超えておりま

す。今後、健康寿命を延ばすための施策等も必要になってはきますが、少なか

らずとも、これから先 20 年ぐらいは、独居であったり支援が必要な高齢者と

いうのは増えてくるものだろうというふうに考えておりますので、こういった

ところに関しては福祉施策というものをしっかり充実させていかなければな

らないというような認識でおります。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　高齢化が進む中で制度の整備だけではなくて、支援が必

要な方を早期に把握していただき、実効性のある見守り体制につなげていただ

けたらなと思っております。 

次に３点目、施政方針に書かれている観光交流施策の取組についてお伺いを

します。本町の観光振興や交流人口の拡大を図る上で、交通アクセスの充実は

極めて重要な要素であります。豊かな自然や歴史、文化など魅力を有しても、

来島しやすい環境が整わなければその魅力を十分に発信することはできませ

ん。 

そのような中、施政方針では、ジェットチャーター便や直行便就航に係る要

望活動等を継続していくことが示されており、そこで観光交流事業の拡大に向

けジェットチャーター便や直行便就航に係る要望活動を継続しているとのこ

とであるが、これまでの取組に対する成果と課題をどのように認識しているか

伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　観光交流人口の拡大につきましては、種子島空港利用促

進協議会などをはじめ関係機関と連携をしながら、航空路線の維持、利用促進
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に向けた要望活動に取り組んできたところでございます。 

この要望活動の中ではジェットチャーター便等につきまして特化して説明

をさせていただきますと、ジェットチャーター便の運航であったり大阪国際空

港からの季節運航便の継続など一定の成果があったものであるというふうに

認識をしております。また一方で直行便の定期就航には至っておりません。航

空会社の経営判断や利用需要、機材運用など様々な問題もあると認識しており

ます。機材繰り等も含めまして今この円安という環境の中で、非常に航空会社

も困窮しているような状態であるというようなお話を伺っております。こうい

ったところにも国の支援等もしっかりいただきながら、種子島へ向けた誘客と

いうものは引き続き要請活動等を続けていかなければならないのだろうなと

いうふうに考えております。 

また新型コロナウイルス感染症の影響により観光需要が大きく落ち込んだ

時期もございました。継続的な誘客には厳しい面というものも確かにあったの

だろうというふうに考えておりますが、コロナ等も収まり感染症に関しても不

安も大分遠のいた要素もございます。徐々に来島者も増えつつある状況でござ

いますし、これにつきましては、今後関係自治体、また関係機関と連携をしな

がら観光交流人口の拡大に向けては一足飛びではいけませんが、粘り強く取り

組んで参りたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　これまで様々な取組を行ってきたことでありますが、長

年同様の施策が続く中で、今後は従来の延長だけでなく新たな視点や具体的成

果につながる取組が必要と考えます。その点についてどのように考えますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　具体的にといいますかこれは行政のみで誘客ができるか

というとそうでない要素も多々あるふうに認識をしておりますので、ここにつ

きましては、いろいろな企業さん等と今連携をとりながら、常に２拠点生活を

始めてる町民というような町民といいますか、島外者から来島されてる方もお

りますし、事業を起こし始めた方もいらっしゃいます。そういったところとは、

使える事業等を使いながら積極的に対応していただくようにお願いをしてい

るところでございますし、やはり何といっても島内だけでは完成しない要素と

しては島外の資本、そういったものを呼び込むというのは非常に有用性がある

ものでありますので、そういったところに向けての積極的な要望活動を続けて

参りたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　観光交流施策については、長年の取組をしっかり検証す

るとともに、従来の延長だけでなく本町ならではの特色を生かした新たな視点

で、具体的成果につながる企画展開をお願いをしたいと思います。 

次の質問に入ります。次に、町有施設等について質問をいたします。まず、

町有財産の運営管理及び今後の活用についてです。旧南界中学校跡地及び熊野

干拓跡地については長期間にわたり具体的な活用方針が示されていない状況
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にあると認識をしております。現在の管理状況及び維持管理の現状はどのよう

になっているのか。また、地域振興や民間活用等も含め、今後どのような方向

性で活用や検討をしているのか、見解を伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　町有施設、町有財産の運営管理及び今後の活用について

ということで旧南界中学校跡地より熊野干拓地跡地の今後の活用についてと

いうところに特化して答弁をさせていただきますと、旧南界中学校跡地におき

ましては、これまでも御説明しておりますとおり校舎については耐震診断の結

果から活用が難しい状況でございます。 

一方、屋内運動場につきましては校区の皆様を中心に現在も利用されており、

グラウンドにつきましても南部ソフトボール大会での活用や地域の皆様によ

る草払いなど、地域のつながりの中で現在維持管理が行われているところでご

ざいます。また熊野干拓跡地につきましては現在のところ熊野神社の初詣にお

ける参拝者用駐車場としての利用に限られており、それ以外の活用は行ってい

ない状況でございます。 

いずれの施設につきましても現時点で具体的な活用計画はございませんが、

公有財産の活用が町民の皆様にとって有益なものとなるよう、地域の皆様や議

員の皆様からの御意見を伺いながら今後の方向性について検討を進めて参り

たいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　ただいま答弁で有益なものになるという検討していくと

いうことでありますが、旧南界中学校跡地及び熊野干拓地については、これま

で町内においてどのような活用検討や、協議が行ってきたのか具体的な検討経

過があれば示していただきたいと思います。 

それとまた民間活力導入の観点から、公募や事業者への意向確認、活用提案

募集等を行った実績があるのか、さらに現在までの維持管理について年間どの

程度の経費を要しているのか伺います。 

加えまして方向性が定まらない未利用状態が継続することになれば、施設の

老朽化や管理コスト増加が懸念されると思っております。町として、いつ頃ま

でに一定の活用方針を示す考えなのか。町有財産は、単位に保有維持するだけ

でなく、地域活性化や財源確保、住民サービス向上につなげていく視点が必要

であると考えます。今後より積極的な利活用に向けた取組を進める考えはない

か、改めて見解を伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　南界中跡につきましては二、三者民間のほうで使えない

かというような相談もございますが、耐震補強の必要性があるということで断

念をした経緯がございます。 

そういった中で町内の公共施設におきましては、種子島こりーなだったり中

央公民館などの市民文化系施設、また歴史民俗資料館といった社会教育施設、

中央運動公園や体育施設などスポーツレクリエーション系施設、婦人の家など
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の産業系施設、学校教育系施設、保育所や保健センターなど保健福祉施設、さ

らに庁舎、公営住宅、教職員住宅など多岐に渡る施設がございます。これに道

路や橋梁の土木系施設を含めますと非常に多くの公共施設を保有している状

況でございます。これらの施設は住民サービスの提供に不可欠な財産として各

所管課において日常の維持管理を行っており、管理にかかる費用今現状で私の

手元にございませんので答弁しかねますが、そうそう大きな金額での維持管理

ではないというふうに判断、把握しております。 

また施設管理の効率化を図るために定期的な点検診断を実施して、必要に応

じて修繕や改修を行うことで、安全性や利便性の確保に努めているところでご

ざいます。これは全般的な公共施設のということですね。また少子高齢化によ

る人口減少など本町を取り巻く環境これは大きく変化しており、施設の利用状

況や維持管理にかかる経費についてもこれまで以上に丁寧な検証が求められ

ているところではないかというふうに考えます。 

こうした状況を踏まえて各施設の利用状況、老朽化の状況、維持管理に必要

な経費などを把握しながら必要な見直しであったり、場合によっては利活用の

検討、こういったものを進めて参りたいというふうに考えているところでござ

います。少なくとも、南界中学校の旧校舎につきましては利用ができないとい

うところで考えておりますので、それに関しては民間等が解体し何かを設置す

るというような要望、またそういう希望があれば対応してもいいのかなという

ふうなことも考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　今後検討をしていくということでありますが、旧南界中

学校につきましては、築後 60 年が経過しており公共施設個別計画においては、

解体、売却、譲与等、所有権移転に向けた検討を進めるとの方向性が示されて

おります。また今後施設を活用していく場合には、耐震補強工事を含め、多額

の改修費用が必要となるものと考えられます。 

そこで、町として現時点において、旧南界中学校施設を今後も維持活用して

いく考えなのか。それとも解体や譲渡等を含めた整理を進めていく考えなのか

具体的な方向性を明確に示すべきではないかと思います。 

また、これまで耐震性や改修費用等について具体的な試算を行ったことがあ

るのか。さらに、長期間方向性が定まらないまま施設を維持し続けることは管

理コストの増加や、施設劣化につながると考えますが今後一定の期限を設けて

方針決定を行う考えがないか伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　現時点で期限を決めてということはございませんが、確

かにもう老朽化しており非常に危険構造物にもなりかねませんので、そこら辺

は早急に検討しながら対策を進めていきたいというふうに考えておりますし、

様々な公共施設等に関しましても維持管理の観点、また運営の観点から公募を

含めた対応、そういったものも必要な時期には来ているのかなというふうに考

えておりますのでそこら辺は今日一足飛びに行けるわけではございませんの



-26- 

で、議員の意見も参考にしながら進めていければと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　公共施設個別計画におきましては既に解体調査等を含め

た方向性が示されている一方で、耐震性や改修費用、さらには解体費用につい

ても具体的な試算が行われていないということであれば、施設の今後を判断す

るための基礎資料自体が十分に整っていないのではないかと感じております。 

そこで町として、旧南界中学校施設について継続を有するのか、民間譲渡等

を進めるのか、解体整備を進めるのか、そしてその判断を行うために必要とな

る耐震診断、改修費用の試算、解体費用の試算、民間活用可能性調査等を実施

する考えはないのか。 

また、現状のまま長期間放置状態が続けば、施設劣化に危険性や結果として

さらなる財政負担増加にもつながると考えます。検討という答弁が長年繰り返

してきたのではないかと感じますが、今後具体的にいつ頃までに一定の方向性

を整理する考えなのか、改めて伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　今、建設費等も大変高騰しておる状況でございます。南

界中学校跡につきましては、耐震の検査ももう既に済ましており耐震で不備が

あると、耐震対策をしないと使えませんよという結果は出ておりますので、解

体もしくは民間譲渡というような方向性でしか今のところないのだろうなと

いうふうに考えております。 

様々なものを公募をかけて売却していく、もしくはその指定管理者制度で行

っていくというのはもう当然考えていかないといけない時期に来ております

ので、いつまで検討しても検討だけじゃ駄目だよっていう議員の意見も分かり

ますが、そこはより町民に負担のかからないような方向で考えていかないとい

けないのだろうと思いますので、時期を見ながら判断をしていければというふ

うに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　旧南界中学校跡地及び熊野干拓地につきましては、長年

にわたり方向性が定まらないままに現在に至っております。施設の老朽化は今

後も進み、判断を先送りするほど将来的な財政負担や管理上の課題も大きくな

るものと考えるところでございます。 

町長におかれましては任期が残り少なくなる中、将来世代に課題を先送りす

るのでなく一定の方向性を示していただくことを強く求めます。 

次に、公共施設等総合管理計画及び公共施設個別計画の実効性について質問

をいたします。人口減少や財政状況を踏まえ、公共施設等総合管理計画及び公

共施設個別計画を策定し、公共施設の適正管理や長寿命化、統廃合等が進めら

れていると認識をしております。しかしながら、旧南界中学校跡地をはじめ、

具体的な方向性が示されていない施設が見受けられ、計画と実際の取組に乖離

が生じているのではないかと感じております。また施設の老朽化が進行する中

で、維持管理や解体費用の増加も懸念されるところであります。 
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これまでどのような施設見直しや統廃合利活用等を進めてきたのか、進捗管

理はどのように行っているのか答弁を伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　公共施設等総合管理計画に基づいて、これまで行ってき

ておる改修であったりそういったものでございます。先ほど申し上げましたが

公共施設につきましては多々ございまして、これらの施設これは住民サービス

の提供に不可欠な財産として所管課において維持管理を行っているところで

ございます。施設管理の効率化を図るために、様々な工夫をしながらやってい

るところでございますが、安全性が最優先されますのでその安全性と利便性、

これの確保には努めているところでございます。 

少子高齢化による人口減少、こういったものもそこを真剣に考えて検証して

いかなければならない状況になっているということは私も思いますので、これ

は最近ここ数年で公共施設の改修等を再編交付金を使ってさせていただいて

おりますが、今壊すわけにはいかない、必要であるという判断を計画の中でも

しておりますし、再編交付金という使える予算が入ってきたからできることで

あって、これが入ってこなければまだ中央体育館も雨漏りがしている状況であ

ったりとか、そういったことになろうかと思いますのでそういう必要なところ

を最優先しながら計画検討していく予定でございますが、議員おっしゃるとこ

ろの南界中跡地、また熊野干拓地についてもその予算であったり、どのように

使っていくかという方向性というのは早期に検討していきたいというふうに

考えております。 

先ほども申し上げましたが、南界中の旧校舎２階建ての校舎につきましては

耐震に適してないという判断はいただいております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　はい。公共施設個別計画について町として具体的な工程

管理、進捗管理を行っているのか伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　進捗管理は行っており、それに準じて改修等を行ってき

ているところでございます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　公共施設等総合管理計画及び公共施設個別計画について

は、策定すること自体が目的ではなくて、実際の施設管理や将来の方向性にし

っかり反映されることが重要であると考えます。今後は進捗管理や検証を十分

行いながら、計画の実効性確保に努めていただくことを求め、次の質問に入り

ます。 

それでは、最後の人口減少対策について２点質問いたします。 

まず１点目として、人口減少や少子高齢化が進行する中で、地方自治体にお

いて移住定住だけでなく、地域と継続的につながる関係人口の創出拡大が重要

な課題となっております。 

そのような中、総務省は地域外の人材が継続的に地域と関わる仕組みとして、
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ふるさと住民登録制度の検討を進めております。本町においても出郷者や観光

来訪者、ふるさと納税寄附者など多様な形で本町と関わる方々との関係性を深

めることで、地域活性化や将来的な移住定住に取り組む必要があると考えます。 

そこで、制度に対する本町の認識と制度概要をどのように捉えているか伺い

ます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　制度に対する本町の認識と制度概要ということで簡単に

説明をさせていただきたいと思いますが、総務省が提唱しているふるさと住民

登録制度につきましては地域外に居住しながらも継続的に地域と関わりを持

つ、いわゆる関係人口を可視化し地域とのつながりを深めていくための仕組み

であると認識をしております。 

人口減少や少子高齢化が進行する中、地方自治体においては移住定住施策の

みならず地域外の方々との多様な関係性を構築していくことが重要であると

いうふうに考えております。 

本制度は本町出身者や観光交流者、ふるさと納税寄附者など本町に関心やゆ

かりを持つ方々との継続的なつながりを維持し、地域活性化や将来的な移住定

住につながる可能性を有する施策の一つであるというふうに捉えております。 

今後につきましては国の動向であったり、先進自治体の取組などを注視しな

がら、情報収集に努めて参りたいと考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　関係人口を可視化し地域とのつながりを深める仕組みと

の答弁がありましたが、現在本町として関係人口をどのように定義し把握して

いるのか。また本町出身者やふるさと納税寄附者、観光交流など町と関わりを

持つ方々に対し、継続的に情報発信や地域活動への参加促進など具体的な関係

構築の取組を現在どのように行っているか。 

さらに今後、本制度を研究するに当たり単なる登録制度として終わらせるの

ではなく、地域活性化や将来的な移住定住へどのようにつなげていく考えなの

か、町長の見解を伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　現在、本町におきましては関係人口について明確な定義

づけ、また人数把握まで至ってはおりませんが、本町出身者やふるさと納税寄

附者、観光来訪者、各種交流事業参加者など、本町に関心やゆかりを持つ方々

が該当するものであるというふうに認識をしているところでございます。 

またこれまでも広報紙やホームページ、SNS などを活用した情報発信のほか、

ふるさと納税を通じた特産品 PR、また各種イベントや交流事業などを通じて、

本町とのつながる仕組みづくりが重要であるというふうに考えております。 

そのため、今後につきましても、国の動向や先進事例などを参考にしながら

本町に適した関係人口施策の在り方については、研究して参りたいというふう

に考えております。また出郷者の会であったり寄附をしていただいている皆様

方へは、御礼状を含め、またの御願いと、それとまた来島されることを御願い
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するような御案内等も、常にさせていただいているところでございます。以上

です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　はい。先ほどの答弁で本町として、関係人口の重要性に

ついて一定の認識を持っていることは認識をしました。しかしながら、人口減

少が進む中で一度来てもらうだけでなく、町との関わりを継続して応援してく

れる人を増やしていく視点が今後ますます重要になると考えます。 

特に本町出身者やふるさと納税寄附者、観光交流者など、本町に関心や愛着

を持つ方々との継続的な関係づくりは、地域活性化や将来的な移住定住にもつ

ながる可能性があると考えます。 

そこで質問します。本町において、関係人口の創出、拡大に向けた現在の取

組はどのようなものがあるかお伺いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　本町における関係人口の創出拡大に向けた取組というこ

とでございますが、ふるさと納税事業を初め観光事業、移住定住施策、各種交

流事業などを通じて実施をしているところでございます。具体的にはふるさと

納税などを通じた本町特製品の PR であったり情報発信、町ホームページや SNS

などを活用した観光・地域情報の発信に取り組んでおるところでございます。 

またスポーツ合宿、イベント開催、各種団体との交流事業などを通じて、本

町を訪れる機会の創出にも努めております。さらに移住定住や空き家情報の提

供など、将来的な移住定住につながる取組も実施をしているところでございま

す。 

今後につきましても、本町に関心を持っていただける方々との継続なつなが

りづくりを意識をしながら、関係人口の創出、拡大に努めて参りたいと考えて

いるところでございます。 

また地域おこし協力隊も２名本庁に来ていただいておりますので、SNS 等に

よる情報発信なども積極的にやっていただいておりますので、そのようなもの

を活用しながら本町の魅力を発信していければと思いますし、関係人口の増に

つながるような形づくりができればなというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　現在、ふるさと納税や観光振興、交流事業など、様々な

取組を実施しているとのことでありますが、それぞれの事業が単発的な交流で

終わっていないかという視点も重要であります。 

例えばふるさと納税寄附者に対し、その後も継続的に町の情報発信を行って

いるのか、また観光やイベント参加に対し観光や地域との継続的な関わりにつ

なげる仕組みづくりはどの程度できているのか伺います。 

さらに関係人口の創出については単に人数を増やすだけでなく、町の応援団

として地域活動や地域産業にも関わっていただく視点も必要であると考えて

おります。 

隣の南種子町ではとんみー大使を活用して、町外在住者との継続的な関係づ
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くりや情報発信に取り組んでおりますが、本町においても本町出身や本町にゆ

かりのある方々を対象とした、ふるさと応援団的な仕組みづくりを検討する考

えはないか。 

またふるさと住民登録制度のような仕組みを既存施策と連携させることで、

新たな関係人口施策へ発展させる考えはないか伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、本町におきましてふるさと納税寄附者であったり

本町出身者、本町に関心を持つ方々との関係性を継続していくことが重要であ

り、現在も行っているところでございます。また議員御提案のようなふるさと

応援団的な仕組みづくりにつきましては、関係人口の拡大や地域活性化の視点

から有効な手段の一つであるというふうに認識をしております。 

制度設計や運営方法、継続的な情報発信体制の構築など整理すべきものもあ

ることから、今後、先進自治体の事例を参考にしながら研究して参りたいと考

えております。 

またふるさと住民登録制度につきましては既存のふるさと納税事業者や観

光交流施策などとの連携可能性を含め、本町に適した取組について研究して参

りたいというふうに考えております。 

あととんみー大使さんというのが南種子町いらっしゃるということですが、

我々の場合は各出郷者の会の皆さんが本当に積極的に対応していただいてお

り、近畿、関東等での様々なスポーツ大会そういったものに、この中種子町か

ら行く場合はこぞって応援に来ていただいたり、そういったこともしっかりや

っていただいておりますので、そこら辺はちょっと膨らませながら議員のおっ

しゃるような形づくりができればなあとは思いますが、そこもしっかり研究し

て参りたいと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　出郷者会が本町にとって重要な存在であることは私も十

分認識をしております。長年にわたり本町支えていただいていることに感謝を

しております。 

しかし一方で、出郷者会員の高齢化や会員減少などの課題も全国的に言われ

ています。今後は従来の出郷者に加え、若い世代、本町出身者でない中種子フ

ァン、ふるさと納税寄付者など新たな層との関係づくりも必要ではないかと考

えております。その意味でふるさと住民登録制度や、デジタルを活用した新し

い関係人口の施策を本町として検討していく時期に来ているのではないかと

改めて見解を伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　現状では出郷者の会の皆様方の話を聞きますと、やはり

広報誌を SNS で発信しております。現在、毎月。それを見ていただく方も結構

いらっしゃるようでございます。そういったこともより強く進めていければな

というふうに考えております。 

また出郷者の方も確かに高齢化が進んで人手不足だというような話も聞い
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ておりますし、そういったところも何か改善できる手だてはないのかというよ

うな話をいつもさしていただくんですが、いかんせん個人情報取扱いの問題で、

案内状を出せない、住所を調べられないというところがございまして、非常に

難題も多いなというふうな感じではございますが、参加をしていただいた若い

人たちになるべく次の機会はたくさんの友達、また出身者でなくてもいいんじ

ゃないのかというような話もしてお願いもしてきているところでございます

が、そういったところも含めながら進めていければと思いますし、また本町出

身者ではなく先ほど議員がおっしゃるような応援大使とか、そういったものに

関しては企画のほうでしっかり検討さしていきたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　９番、日髙和典議員。 

○９番（日髙和典議員）　SNS で発信をしているということの答弁をいただきまし

た。人口減少や少子高齢化が進む中で、これからの地域づくりにおいては定住

人口だけではなくて本町を応援し、継続的に関わっていただける関係人口をい

かに増やしていくかが重要になってくると考えます。 

本町には長年にわたり支えていただいている出郷者の皆様をはじめ、ふるさ

と納税寄附者、観光交流者、さらには宇宙航空関連を通じて、本町に関心を持

っていただいている方々など多くの中種子ファンがおられると思います。こう

した方々とのつながりを一時的な交流で終わらせるのではなくて、継続的な関

係性を発展させ、地域活動や地場産業、観光振興、さらには将来的な移住定住

へつなげていくことが、今後の地域活性化には必要であると考えております。 

その意味でも、総務省が示しておりますふるさと住民登録制度は、本町にと

っても大きな可能性を持つ取組であり、単なる研究で終わることではなく本町

独自の関係人口施策として前向きに検討していただくことを要望して、私の一

般質問を終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 13 時 10 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午後12時04分 

再開　午後１時08分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。次は、池山朝生議員に発言を許可いたします。 

７番、池山朝生議員。 

〔７番　池山朝生議員　登壇〕 

○７番（池山朝生議員）　通告をしております、所管の兼務について、自衛隊対策

室について、自然レクリエーション村について、以上３点の質問をさせていた

だきます。 

まず１点目、所管の兼務について。役場内において所管を兼務している体制

があります。限られた人材で行政を維持する努力は理解する一方、住民サービ
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スの低下、職員の負担増、ほかにも懸念することがあるとしたら、このままの

体制が行政運営として健全なのか、この議論が必要だと考えております。兼務

の実態を示してもらいたい。町長の答弁をお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　兼務の実態というところで現状、現在の状況ということ

でございます。令和８年４月以降の兼務の状況につきましては、総務課におい

て自衛隊対策室を兼務しているほか、町民課環境衛生係及び税務課固定資産税

係において、それぞれの課長が係長職を兼務している状況にございます。 

また近年は退職者が一定数発生する一方で、採用試験の受験者が減少してお

り、必要な人員の確保、これが非常に難しい状態が続いております。このため

各課で業務を調整しながら、限られた職員で対応しているところでございます。

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　これ令和８年度と町長の答弁にありましたけども、これ

過去に、例えば令和７年度からこう続いてるとか、そのことをちょっと確認さ

せてください。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　中途での退職者がいたところへの対応として兼務をした

ときもあります。令和７年度も、その前前の年であっても人事異動をかける時

間がなく兼務をさした要素もございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　ずばり聞きます。この原因を何と、どう認識しています

か。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　職員の定数確保ということは、常に念頭にあるわけでご

ざいます。そういった中で採用試験等も募集、毎回かけておるところであり、

社会人枠としての採用枠の年齢の引上げなども行っておりますが、受験者自体

が減少していること、また、退職者が一定数発生をしたことなどが原因ではな

いかというふうに認識をしております。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　退職者がいたということは、ずばり尋ねますけども、や

はりこの人員の不足だという認識はありますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　議員おっしゃるとおり人員の不足が生じており、兼務を

させざるを得ない状況にあるという現状でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　そうであれば、人員不足からして兼務体制がこの中で考

えられる影響といいましょうか、実際に起きてる影響というのはどのように町

長認識してますか。 
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○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　人員が不足することによる行政サービスの低下というの

は避けなければなりません。そういった中においては職員数が減少した課や係

では、一人一人の業務量これが増えることは、正直議員おっしゃるように避け

られない部分があります。職員の健康面の懸念もございますが、基本的には業

務の遅れや行政サービスへの影響も考えられるというふうに認識をしており

ます。 

しかしながら、業務の遅れや行政サービスへの影響を招かぬよう、職員の負

担をできるだけ軽減し行政サービスの低下を招かないようにすること、これを

私を含め職員全員が共通認識として持って業務に当たっているところでござ

います。とはいえ職員の負担というのも軽減も考えていかなければなりません。 

今後も全庁的な協力体制を維持しながら、業務の効率化であったり見直しを

進めるとともに、人材確保に向けた取組を進めて参りたいというふうに考えて

おるところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　今、町長答弁にしかしながらということがありましたけ

ども、これ実際に町長の認識、これで支障がおきてるという認識ですか。 

精一杯努力をしてるということと、実際町民サービスが低下してるとか、そ

うですねえ、各所管においていろんなその政策の遂行とか、こういった業務に

支障が起きてるという認識でいますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　業務に関しては会計年度任用職員の雇用など使って、業

務量をなるべく分担するような対応はとっておりますが、今のところ、行政サ

ービスの低下とまでは至っていないというふうに認識をしておりますが、今後

そういう可能性もあるという認識は持っておりますので、職員採用に向けた工

夫・努力をしていきたいというふうに考えております。現状として大きく影響

しているものというのは、私としては認識をしておりません。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　私は大いに、町長ね、支障があると見てますよ。町長の

答弁の中では、採用、任用試験、採用職員ということもありましたけども、こ

の人たちはまだ経験値がないんですよ。経験値がない。ということは、あくま

でもその人たちはフォローとかこのことができたとしても、なかなか政策とか、

ここに関わっていけない、入っていけない。ただ人材を充ててると言い方は大

変失礼かもしれませんけども、そういったことは否めない。 

町長ねやはり、この後前後しますけども、私はこの兼務体制ということで、

１番申し上げたいって、議論したいのが、自衛隊対策室なんですよ、この後の

質問。手前で兼務体制が、自衛隊対策室もありましたけども、ここがあったも

んで一応の事実関係といいましょうか、実態を聞いた上での質問としたいと思

っているんですが、自衛隊対策室の件はさておいて、まず町長やはりね、今町

長の答弁にありましたけども、やはり、住民のサービスの低下、それから１番
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は職員の負担増ですよね。やはり職員は、やはり使命感でそういったことで業

務やってるんですよ。私はそういう理解といいましょうか認識でおります。 

ですから町長が言いました。この支障が表に出てないということと、また、

無理をしてるっていうことは全然違うと思ってますがね。やはり、ゆとりがあ

ってという言葉もありますけども、ゆとりがあっての業務運営では決してない

と私は見てます。その点の認識はいかがですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　会計年度任用職員に関しては、専門職を経験された方と

かを中心にその部門に充てたりしておりますので、そんなにただ充ててるだけ

ということではないというふうに思っていただければありがたいと思います。 

また職員の負担が増えるというのは十分私も認識をしております。また職員

が少なくなっているということを職員も理解の上で、御協力をいただいている

現状というのは、議員のおっしゃるとおりでございます。 

また、この前も消防操法大会がございましたが、各地域での消防団員、また

各校区、集落の行事、町が主催するイベント、そういったものにも職員が積極

的に参加を今いただいております。そういった中では、非常にこの業務が複層

することによって職員の負担、これが増えるというのは十分認識をしておりま

すし、休む暇もないんじゃないかなあというような危惧をするところもある要

素でございます。 

そういったところから、可能な限り人員を確保していく、これはとても大事

なことだと、議員おっしゃるとおりであり、基本的には行政サービスの低下、

政策立案の積極性、これが失われないように職員定数をしっかり確保していく

ということはとても重要なことだというふうに認識をしております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　確かにですね消防団の話もありましたけども、こういっ

た人口が減少する中では、職員の確保等々の確保ってのはなかなか難しいとこ

ろがありますよ。 

だけども、かといって役場の行政サービスをするに当たっての仕事量が人が

減ったから減るっていう理屈じゃないと思ってますよね。私自身思ってます。

ですから、やはり先ほども言いましたけども、ゆとりをもってやる業務とは全

然違うということじゃなかろうかと思ってます。 

町長ね全然ねこの通告はしておりませんけども、おりませんけれども、今職

員の数が不足してるということは認識をしてるわけですよ。いろんな募集をか

けてます。だけども思うような募集が集まらない。この認識はどうしてかと、

どうしてだろうということを考えますか、考えておりますか。通告はしません

よ。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　職員の定数に関わることですので、認識をしているかど

うかというところであれば、職員の採用試験の受験者数これというのは、当然

本町の役場の組織自体に何か課題もあるのかもしれませんが、基本的には、人
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口減少、そしてまた地元高校の卒業生がほぼほぼ県島外への就職・進学等であ

ること。また、町村会等に入っている自治体の話を聞きますと、確かにどの自

治体も採用者が少ない、退職者が多いという現実を聞いております。その働き

やすい場所、魅力ある場所をつくるということが、そういう採用につながって

いくものなのだろうというふうな認識もしておりますが、先日も鹿児島工業高

校のほうで行われた企業ガイダンス、これにも職員を参加さして、そこで当町

への就職のアナウンスをしてきたところでございます。 

そういったことを今積み重ねておりますので、効果がてきめんに表れるもの

ではないかもしれませんが、実質上そこら辺を中心にやっていくこと、そして

また今、民間企業が非常に所得が高くなっているように伺っておりますが、ど

うしてもそこの所得という観点から、民間企業に流れる要素も多いのかなとい

うような、原因としては、ではないかなという認識で今のところおります。こ

れは確実なものではありません。私の認識として、そういうふうに捉えており

ます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　今町長の認識聞いて安心しておりますよ。というのは、

やはりこの採用するに当たっても、いろんな条件があると思いますよ、給与の

条件、仕事をするに当たってのいろんな諸々条件があるんでしょうけども、や

はりここには、広く言うと、大きく言うと、中種子町の知名度、働く人、県外

にしても、Ｉターン・Ｕターンにしてもですね、やっぱりこういった地名度も

やはりそういったところに大きく影響してくるんじゃなかろうかなと私は認

識は持ってます。あります。ですから、今後、そうですねえ。質疑の中で対応

をどうしていくのか今後のこれを聞きましょう。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　対応策、これ即効性のある対応策というのはなかなかご

ざいませんが、今議員おっしゃるような発信であったり、そういったところも

とても重要な要素になるんだろうというふうには思っております。 

各課の業務自体も、一人一人ではなく複数で対応するような業務もございま

す。そういったところもありますので、またイベントなどについては、全職員

に協力を取り組んでいただいておるところでございます。この協力体制を維持

しながら、先ほど申し上げましたようなガイダンス、就職・企業ガイダンス、

また私も学校訪問も今いたしております。せっかくの機会なので、なぜこの種

子島、離島に受験に来てくれないかというとやはり高卒、大卒の方、自宅から

通いたいという声が多いというような話を進路指導の先生から伺います。 

例えば、加治木にある高校であったら、まず県庁を受験されるそうです。鹿

児島市役所、そして姶良とか近距離の公務員志望ということになることでござ

いまして、親御さんからもそんな離島まで行かなくても、近くでいいんじゃな

いのかっていうような、やはり親御さんもそういう気持ちでおられるような生

徒さんもいらっしゃるというようなことでございまして、工業系の学校に行き

ますとほとんどが公務員志望自体はもう皆無に等しいような状態であるとい
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うふうに伺っております。やはり先ほど申し上げましたように民間企業のほう

が、やはりその退職対応が非常にいい状態になってきてるということで、民間

企業、そしてまた国の機関、そういったところに行く、また県庁よりは、逆に

市役所、なぜかというと異動がない、転勤がない。そういった様々な理由も伺

っておりますが、それをできない理由とする必要はないので、精一杯、情報発

信に努めたり、何度も何度も学校訪問等を繰り返しながら、１人でも多くの採

用者を見つけ出すこと、これは我々に課せられた使命だと思っておりますので、

対応していきたいというふうに考えております。 

今の危惧される議員の思いというのは私も全く同じ気持ちで今おりますの

で、積極的に取り組んでいきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　予算の審議においてですね、総務課長が全く議員の質問

があったとき質問というかあったときにですね、総務課長このように言ってま

すよね。適正人員の確保に努め住民・町民サービスに支障がないよう各課共生

して、業務に取り組むということをたしか、うん、総務課長が言っておられま

した。まさにね、今の現状実態はそのとおりなんですよ。だから先ほど言いま

したように使命感を持ってやるということは、なかなか努力は理解できますけ

ども、これから持続的にやっていくためには、やはり適正な人員で職員でやっ

ていく方向でしっかりと取り組んでもらいたいと思っております。関連するっ

ていうか同じような質問なんですが、次の質問です。 

自衛隊対策室が兼務になっております。先ほどの答弁にありました。私はこ

の本町の将来において、この所管の位置づけは交付金、住民対応等、重要な部

署と考えております。兼務状態がこのまま続くことは健全な業務体制ではない

と考えるが当局の認識対応をお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほどの答弁と重なる部分もあるかと思いますが、議員

御指摘のとおり、自衛隊対策室は本町にとって極めて重要な役割を担う部署で

あるというふうに認識をしておりますし、この兼務に対しては私も非常に違和

感といいますか、それでいいのかなあというようなことを一生懸命考えたとこ

ろでございます。 

そういった中で、馬毛島における工事が継続している中で、影響を感じてお

られる町民の皆様の対応であったり、本町が進める自衛隊関連の取組を着実に

進めていくため、町として特にしっかりやっていかなければいけないという思

いで設置をした課でございましたので、本来であれば専任体制を維持すべき部

署であるというふうに考えておりますが、近年は、退職者が先ほどから申し述

べておりますように一定数発生する一方、採用試験の受験者が減少しており、

必要な人員の確保が難しい状況が続いておるというところで、やむを得ず業務

兼務による対応をとらざるを得なかったものでございます。健全な業務運営と

は言いがたい面が、議員おっしゃるようにあるというふうに認識をしておりま

す。当面は総務課内で連携をしながら、これまでと同様の水準で業務が遂行で
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きるよう取り組んで参ります。引き続き、人材確保や業務の見直しを進め、で

きるだけ早期に適切な体制を整えられるよう努めて参りたいというふうに考

えております。 

その交付金の関係で申し上げますと、どうしても財政係のほうと連携をした

必要性がこれまでもありました。そういった中で、負担とそれから損失が少な

くなるようにするために、総務課のほうで対応して交付金の調整等に関しては、

財政係長のほうで対応する。また、財政係長は自衛隊対策室の係長でおりまし

たのでちょうど自衛隊の交付金に関する様々な活用方法については、庁舎内で

は１番認識をしているほうですので、そういったところで財政とともにしばら

く頑張ってもらう。 

また、住民対応についても窓口一階が総務課ということもあって、町民の皆

様、総務課のほうにおいでになって、これまでは二階の対策室のほうにどうぞ

というような話もしていたんですが、そういった御意見等に関しては共有をこ

れまでもしておりましたので、何とかこう職員数としては少ない兼務の中では

あるが、これまで以上に力を発揮していこうというような形で取り組んでいる

ところでございますが、決してそれがいいとは私も思いませんので、議員おっ

しゃるように、そこについては少しでも早く是正できるように努力をしていき

たいと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　町長ね、何とかでは駄目ですよ、何とかでは。今の状態

が、繰り返し繰り返しになりますけども、顕在ではないわけですよ。 

ここにね、皆さんも記憶に令和５年度ですから、いつも私これ新聞記事とか、

こうしてこういった議会で出すんですがね。町長の肝煎りでできた所管ですよ、

つくった所管。令和５年 10 月、まだ３年も経ってない。ここにね当時の新聞

記事を読みますよ。自衛隊対策室を中種子町が新設、今月から始動。中種子町

は自衛隊対策室を新設し 10 月から始動させた。課長級、係長級の２人態勢。

西之表市馬毛島で自衛隊基地整備が進む中、各課にわたる課題や米軍再編交付

金事業の計画を取りまとめ、防衛省との協議を主体的な役割を担う、主体的な

役割を担うんですよ。 

この所管が今、自衛隊対策室の答弁で質問しましたら、町長の答弁の中に、

しばらくはこの態勢でやっていく。なんとかっていうような文言を聞きました

けども、このようなことでは駄目ですよね。繰り返し聞きますけども、この自

衛隊対策室をどのような所管と認識をしておりますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　現状としては人員不足、先ほどから申し上げております

ように、兼務をせざるを得なかったということでございます。議員から御指摘

がありました、じゃあ明日また課を元に戻しますと言ってもなかなかそれがう

まくいかないというところが見えて、人員不足によって、ですのでこれはしば

らくというのは私の言い方が悪かったのかもしれませんが、先ほどから申し上

げておりますように、職員確保に努め、その中でしっかり対応できるように対
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応していきたいというふうに思っております。 

ただ、ここで４月の時点で兼務を辞令を出しておりますので、というような

意味合いでしばらくはという言葉を使ってしまいましたが、それについて、議

員の言う通り、これは独立した課であるべきものであるという認識は変わりま

せんので、これは対応を早急にしていくべきだというふうには思いますが、い

かんせん、人の動きでございますので、現状としてはこの状態で運営をさして

いただきたいというふうに思っているところで、御理解をいただければという

ふうに思います。 

私の肝煎りでつくった課でございますので、私も非常に躊躇しました。しか

し職員の１番効率的な動き方、効率的なやり方をしたらもうそれはもう、涙を

飲まないといけない部分もあるんだろうなというところ、また専門性に欠ける

という観点からは、防衛省等の説明等もこれまで、自衛隊対策室並びに総務課

長にも入っていろいろ説明を聞いていましたので、情報共有は十分にできてい

る立ち位置だというふうに認識しております。ですのでそういった点では、決

してそれが、負のほうに行かないよう懸命に頑張ってもらう所存でございます。

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　そうですね、今言うように、総務課長が兼務しておるわ

けですよ。総務課長は言うまでもなく、各所管の要の立ち位置でいるわけです

よね。町長が言いましたように、財政係長等々が総務課の中で、一つの課題に

対してやってるということは私も分かります。だけど、この自衛隊対策室は、

本当にどの所管が大事、どの所管を縮小してここにやるという話じゃないんで

すよ。だけども、この所管は大事。中種子町の将来を決めるぐらいの再編交付

金でしょ。これから想定されるといいましょうかこれから FCLP が始まってい

くんですよ。今から始めるわけ。ここに対しての住民対応、これを前線であえ

て前線ていいます現場で、これが出てきてやらないかん、やらなければならな

い１番の所管になりますよ。財源もしかり、今交付金は財源。 

私は議員の経験上、前も何回も言ったかもしれませんけども、再編交付金は

10 年間の時限立法、この中で令和 13 年に４年から始めて 13 年にこの期限が

切れます。きます。この交渉をまた進めないかんわけですよ、当然。どこの自

治体もやってます。岩国だろうが、和木町だろうが和木町かな、これをやるん

ですよ。これは、とりもなおさず、やはり我々のこの自主財源が今のところ、

税では当然追いつかないから、追いつかないというか、５億円という 5 億 6,000

万というこの財源が大きな財源です。これが少なくなることじゃなくて、また

大きくなるという言い方があってるかどうか分かりませんけども、維持しなが

ら、また国に要望していく。大きな役目の所管ですよ、役割の。 

この中で話は戻りますけども、総務課長が兼務するということ自体が、なか

なかこれはあってはならん、将来。早急に、ここにいろいろ人材、苦しい答弁

でしょう。人がいないわけですから、これを募集もしっかりとしていただいて、

正常な健全な業務運営に早急にしていただきたい。 
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町長、答弁お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、人材確保、これはもうしっかりやっていきます。 

また行政、私どもは、庁舎内で動く限界というか、なかなか届かないところ

もございます。議員の皆さん方の御子息、また御親戚等該当される方がいらっ

しゃいましたらぜひとも、役場の採用試験を受けるよう御協力をお願いできれ

ばというふうに思います。 

出郷者の会等に出向いたときにもそういったお願いもしております。ふるさ

とがあるんだから、ふるさとに帰って仕事をしてくれんかというようなお願い

も、皆さん、親戚、知人に進めてくださいというお願いも、もう今ずっとして

おります。そういったところでやっていきます。 

また人材が確保でき次第、早急にまたしっかりした課の再度設置ということ

になりますが、現時点でも兼務といえ自衛隊対策室長というのは総務課長とい

うことでございます。自衛隊対策室がなくなったわけではございません。ただ

議員おっしゃるように、総務課長も全部の課の総務に当たるわけですから、な

かなか手が回らないのではないかという御心配をなさっている部分、これはも

う十分私も同じ認識でございますので、対応していきたいというふうに考えま

す。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　なかなかね、町長苦しい答弁になるんですよ。それで、

今言うように私はこの兼務体制っていうのは、やはり一時的なものじゃないと

中種子町の行政は、これは本質的な問題だからしっかりと本当に腹を据えて、

職員の確保等々もやってもらわなければ、これはなかなか厳しいですよ。しっ

かりと、やってもらいたいと思います。 

最後の質問です。自然レクリエーション村について、第２管理棟新設の本年

度の予算が、6,480 万円計上されております。直近３年間の利用状況及び歳出・

歳入状況を示してもらいたい。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　自然レクリエーション村の利用状況ということで御説明

をさせていただきます。自然レクリエーション村全体の利用者数、これは令和

５年度が 7,287 人、令和６年度が 8,176 人、令和７年度は 7,035 人となってお

ります。このうちキャンプ場利用者数は令和５年度が 3,160 人、令和６年度が

3,242 人、令和７年度が 2,984 人となっており、一定数の利用は継続されてい

るところでございます。利用状況としては以上でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　町長ね、今の私も数字を聞きたくて今言ったんですがね。

今町長の説明では、この利用状況、なるほど数字を聞いただけでは、今言った

ように令和５年度が私も資料いただいておりますけども、7,200 と 7,000、

8,000 人１万人弱のことを言うことになるんですよ。 

肝心要は、町長ですね歳出歳入。まず、歳出から令和７年度、今町長が言わ
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れるように 7,287 名という利用者数があって、どれぐらいの売上げを上げてる

かといったら、これね、使用料とキャンプ場、管理棟ですね。管理棟とキャン

プ場合わせて、令和５年度が 220 万円、令和６年度続けて言いますよ、220 万。

令和７年度が 290 万円。これで、今度は歳入、これが歳入ですね。ごめんなさ

い。歳出においては、５年度、６年度、７年度が、今歳入は 200 万超ですよ。

平均して、歳入を言いますね、歳出を令和５年度は 1,270 万円。令和６年度は

1,259 万円。令和７年度は 1,500 万円。1,200、300、500 の間、1,000 万かかる

んですよ、1,000 万。この数字をしっかりと、頭の中に入れていただいてもら

っておいて、私が次の項目で質問しますけども、これね。今でいうと利用者数

は５年度、６年度で月に 60 人なんですよ。ざっくり言って 60 人。今言う、こ

の数字を頭に入れておいてもらって、この事業費 6,480 万か、この事業費、こ

の必要性と、これからの将来の展望どのように描いているのか。この答弁をお

願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　月の利用者数というのは 60 人ではなくて、600 人前後

ではないかなと思うんですが、月の利用者数が、今議員 60 人前後とおっしゃ

いましたが、600 人前後ではないかなというふうに思うんですが、 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　600 人だったら、12 をかけたらどうなるんですか。６万

になりますよ。7,000 人、1 万人にいかないから 12 でわれば 60 人だと、私が

間違ってますかね。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　おおむね、すみません 250 から 300 ということの数字か

と思いますが、その数的な問題ではないと思うので、次の質問で再度また答弁

させていただきます。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　そうですね、大きなこの利用者数っていうのは、勘違い

するんですよ、聞いてたら 7,000 人も 8,000 人もいると、大事なのは 200 万し

か収入がないってことなんですよ。で支出は経費が 1,200 万から 500 万という

ことですよ、毎年。この数字が大事なんです。 

これを踏まえた中で、今回の 6,480 万円のこの事業費、予算。これを投じて、

将来何をやりたいんだというところはどう描かれてるかということを今尋ね

てるんです。お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　この事業につきましては、当初予算で議決をいただいた

予算の中に入っている事業でございます。その中でなかなか予算委員会でも、

詳しく踏み込めなかった部分もあろうかと思いますので、ここで若干、議員の

質問に対して答弁をさせていただきながら、説明をさせていただければと思い

ます。 

本年度に建設予定の第２管理棟でございます。平屋の鉄筋コンクリート造り



-41- 

で、建物面積は 96 平米となります。この施設は、海水浴やキャンプ場を利用

する町民や観光客の皆様を対象とした休憩室であったり、救護室などの機能を

備えた施設となっております。 

自然レクリエーション村の利用が最も活発となるのは、夏季の海水浴期間で

ございます。この期間中、熱中症対策として利用者の皆様には日陰での休憩や、

こまめな水分補給をお願いしておりますが、現状では海水浴時の避暑地となる

場所は十分に整備されていない状況でございます。そのため熱中症対策として

の安全確保の観点から、休憩室や救護室を備える、本施設の整備は町民や観光

客の皆様が安心してご利用いただくために、必要不可欠ではないかというふう

に認識をするものでございます。 

また将来の展望をどのように考えているかということでございます。本施設、

自然レクリエーション村は、町内唯一の海水浴場を有しております。本町の観

光拠点として重要な役割を担っております。夏の海水浴シーズンのみならず、

オールシーズン型のキャンプ場としても利用され、近年のＨ３ロケット打ち上

げ関係から、今後のキャンプ客の増加も見込まれると考えているところでござ

います。 

将来的には、観光資源としてのさらなる強化を図り、地域の活性化に寄与す

ることを目指して参ります。交流人口の増加を目的としたグリーンツーリズム

やスポーツキャンプ合宿者への利用促進、小中学校の校外学習や清掃ボランテ

ィアなど教育面での活用、ワーケーションとしての活用による島外からの人や

企業の誘致活動、ヨガやダンススクールをはじめとした地域住民による文化活

動の場としての活用など、多分野においても有効な利用が可能であると認識を

しております。貴重な観光資源として、当施設の適正な施設管理を行い、将来

にわたる持続可能な運営に努める所存でございます。 

町民や観光客の皆様にとって魅力ある施設として育て、地域全体の発展にも

つなげていきたいというふうに考えております。議員おっしゃるように、この

こんだけの予算を投じて、こんだけの収入しかないんであれば、どうなのよっ

ていうことなのかもしれませんが、これに関しては公共性のあるものというも

のの観点から、ある程度のことは負担していかざるを得ない部分もあるのだろ

うというところと、あと先ほど申し上げましたように海水浴場が中種子町には

一つしかございません。そこをしっかり先ほどから、議員からも話があります

ように情報の発信に努め、利用客を増やしていきながら、町民に喜んでいただ

ける場所に発展させるためにも必要な施設であるというふうな認識でござい

ます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　公共性のある施設だからこそ、この大きな予算を投じて

やる事業であるからこそ、将来像がしっかり見えてないといけないってことな

んですよ。 

今の町長の答弁は、観光振興もうありきたりの話。ここにですね、このレク

村のこの施設は、前町長の川下町長のときにこの第１管理棟ができたわけです
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ね。このときの予算がどれだけか分かりますか。２億 1,600 万かけてるんです

よ、２億円。２億 1,600 万。27 年度、28 年度平成。ここに完成を見て、それ

から約 10 年、10 年の中で、今言う 200 万ですよ売上げが、人の流れがないっ

てことなんですよ。結果。歳出、コストが幾らかかってるかって 1,200 何十万、

1,500 万。町長ね、ここで 10 年間の中に、当然、川下町政の時代だから俺は、

私はっていう話じゃないんでしょう。あっては困りますから、この 10 年の中

で、これだけの民間じゃないけども、200 万。1,500 万、２億かけた。この事

業費を 6,480 万に解体費用がおそらく予算 1,000 万これ組まれていましたか

ら、これ合わせると 7,480 万、約 8,000 万としましょう。そしたら３億の事業

ですよ。あの施設が３億。当然将来的に、今で言う町長の言葉で言うと公共性

のある施設だから、町民がそこに潤って交流もいっぱい交流人口も増えて、そ

ういう施設にならなければいけないんですよ。そのための施設をつくらなけれ

ばいけない。 

ここにですね、町長。これね、私も現場に３度行ってみましたけれども、見

ております。図面もいただきました。これを見るとね、正確に平米数で言いま

したけども、坪数でいうと 30 坪ですよ。29.04 坪、正確に。何ができるんだろ

うと思って、この図面を、私も土木の経験もありますから見ました。ほとんど

が空間。倉庫ですよ、倉庫。憩いの場、救護室ということもありますけども、

わずか 10 坪、ここに幾ら物価が高騰してるといえども、坪単価で、この 6,480

万をざっくり割ると 240 何万ってかかるんですよ。250 万としましょう。坪単

価ですよ。どんなものかなと思って、この空間ほとんど。洗濯室、キャンプの

道具を入れる倉庫、私からみると倉庫。いや町長本当笑ってますけどもね、こ

れ笑っているあれじゃないですよ。10 年間川下町政から３億円の事業費が投

入されようとする施設。ここが、先ほど言いましたけども、それのコンセプト

もあってやろうとしたけども、私からいうと 10 年間何もその検証も、成果の

検証もされてない。これを見てみました。長期振興計画の基本計画ですよ。こ

の中に、この今回の 6,480 万が、どのようなコンセプトを持ってやろうとする

のかなとこの整合性、見ましたよ。ここには長期振興の中でこう書かれてます

よ。現状と課題、自然レクリエーション村での雨天の対応方法や閉鎖期の利用

方法が今後の課題となっている。中種子町スポーツ合宿等誘致、このスポーツ

も入れてということですよね。ここにこのようなことが書かれてるんです。で

も、全くこことは違うような施設ですよ。違うような施設っていうか、これは、

このようなことをやろうとするような動きが一つもない、今回だって。多様化

する観光ニーズに対応できる環境整備の検討と、ここにこれも書かれてます。

だけども果たしてあれがそうかなといったときにはクエスチョンですよ。 

町長ね、今言うこの事業費、確認します。聞きます。この事業は町長が所管

に、私がよく私が肝煎りって言いますけども、これでこの事業をやるぞと言っ

た事業ですか、それとも所管の企画のほうから提案があっての事業ですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　この前解体した場所は御存じだと思いますが、第２管理
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棟というようなことで、これが非常に老朽化をして、危険な状態であったとい

うのは私も認識をしており、担当課もこれの改修もしくは建て替えが必要では

ないかという意見があったので、予算の絡みも含めていろいろ吟味をしたとこ

ろです。 

現状としては、今議員がおっしゃるように効果的に活用されていくのかどう

かということも含めて、しっかりプランを考えていこうではないかという協議

を何回も重ねたところです。 

そういった中で、ここ一、二年このユーチューブ配信をしていただいており

ます。来島してキャンプ場を使われた方に。そういったこともどんどん広げて

いきながら、温泉保養センターと合わせて、その自然を感じてもらう宿泊とい

うのも必要になってくるというところが、展開としては非常に先が割と見えや

すいものもあり、また本町在住の町民の皆さん、多分テントを張ったことはな

い人もいらっしゃるかもしれない。そういったことも含めて、学校教育、もし

くは、集落・地域での子どもたちの触れ合い、そういったものも含めて、利用

していただくためには必要な施設であるというふうに私は認識をして、予算計

上するように指示をしたところでございます。 

当然議員から以前からも公共予算に対する投資が大き過ぎではないかとい

うような御指摘も多々いただいておりましたが、これに関しても、幾分かの議

論もあってしかるべきだが、今後の展開に向けた取組、これを担当課のほうで

積極的にやるということを条件に私も指示を出したところでございます。以上

です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　町長ね、私は今尋ねてるのは、町長のこの肝煎りで、こ

の事業を予算をやってレク村にこの第２管理棟をつくるんだということは町

長のほうから言ったことなのか、所管の物事なのかということを聞いてるんで

すよ。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　それはもう協議の中で進めたことであって、現状として

第２管理棟を解体した部分を見に行ったときにこれはひどいなという話にな

りました。じゃあ新管理棟をつくる、新しく第２管理棟を設置するべきではな

いかというような話があって、それはしっかり我々も吟味をしました。だから

私がこうやれって言ったわけではないですが、確かにその職員とも協議をしな

がら、必要でなおかつ効果的に使える要素が大きいという話になりまして、議

案として提案をさしていただいたところです。 

今後そういった利用頻度を上げていくための努力というのは、私そしてまた

担当課とともに努力をしていきますので、御理解をいただければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　ご理解ができることとはまた違います。これをやるとい

う、もう語気を強めて言いましたけども、そういう話じゃないんですよ。その

次元の話じゃない。将来の展望としてここに観光振興を図る、交流人口を図る
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ということの思いがあって、この施設をつくるんだと。だから今まではこうい

うことができていなかったけれども私はここをやるんだと。そういう思い入れ

があってのことでやったのかなということを聞いてるんです。 

　話はちょっと前後しますけどもね。私も当然ね、この予算委員会の中で審議

の中で、課長説明も聞いております。だけどもやはりは首長である、町長にあ

えてこの質問を聞いてるんですよ。予算決定はありませんから、総務課長とい

えども、それは町長がこうしたと。そこまで我々も聞けないんですよ、聞けな

いっていうか、これは分かるでしょ。ですから、町長はその思いがどこにある

のかということを再三聞いてるんです。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　ですので先ほど申し上げておりますように、予算規模的

なもの、利用頻度、我々もしっかり協議をしております。そういった中で今後、

観光振興に向けた展開を図っていけるというような、担当課等とも協議をした

中で、そしたら行こうという結論を出したのは私でございます。 

そこに関しては、今後の観光振興に向けた取組という点では、様々な提案も

担当課からもございましたので、そういったところは十分な満足いく説明が私

にはなされております。 

そういったところでちょっと予算大きくなるが、今でやらないと、もう今後

またより物価高騰そういったものもあると、今やるべきだと。旧管理棟の危険

度そういったものも含め、急変する天候にも合わせた町民もしくはキャンプ場

利用者の避難場所というのも確保するという観点、またＡＥＤを置いた対処室、

またちょっと涼める場所、高齢者が遊びに来て涼める場所というようなことも

含めて、利用価値が十分あるというような結論を私が出したところでございま

す。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　７番、池山朝生議員。 

○７番（池山朝生議員）　分かりました。町長ね、私とは認識の違う全然違ってま

す。第２管理棟の今この新設工事って言いましょうかこれが予算づけにしてあ

るんですが、私からいうとあれは倉庫ですから、単なる。壊してしまって更地

にしとけばよかったんですよ。そのあとゆっくりと使い道、ここに第２管理棟

つくる必要はないんだと。今の話を聞いて将来展望が何も見えない。ですから

私はあえて、つくる必要なかったと。言っているわけですが言いますが、町長

ねやはりね、町民の生活が疲弊してる中で、本当に 7,000 万弱の金っていうの

は、大きなお金ですよ。そうなるとやはり町民は、もっとこの財源は交付金の

財源でありますけども、やはり、別な政策で当然使うべきじゃなかったろうか

なと。私は使うべきだとこのように思っております。これは将来像が見えない

ということになると、これは無駄な金っていうか、生きた金じゃありませんよ。 

これで質問を終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 14 時 15 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩　午後14時04分 

再開　午後14時14分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。次は秋田澄德議員に発言を許可いたします。 

３番、秋田澄德議員。 

〔３番　秋田澄德議員　登壇〕 

○２番（秋田澄德議員）　通告しておりました農業の振興について、これについて

２点質問をさせていただきます。 

まず、遊休農地の早期再生について、これについて質問させていただきます。 

現在、農地の貸手借手のマッチングにおいては、使える農地を使えるうちに

使える人にということで、農業委員の皆さん、そして農地利用最適化推進委員

の皆様が仲介役として大変御苦労されているということは認識しており、感謝

を申し上げたいと思います。 

そのような中で緑色の区分、軽度な荒廃で再生が可能であるというふうな判

断された農地、この農地の取扱いについて、黄色の区分、中度な荒廃で条件整

備が必要であるというところへの移行する前の段階で、貸借の可能性を高める

ための推進をするために、行政支援が必要ではないかというふうに考えている

ところであります。 

国が示している国の事業ですが、遊休農地解消対策事業、この事業の活用も

考えられるところでありますけれども、事業要件に一定の制約があったりしま

す。そのために全ての農地に適用できるわけではございません。そのために貸

借の可能性が高い農地については、町の支援策として単独事業を創設して速や

かに再生を図って、当該地域の担い手農家への集積を推進していく。こういう

考えがないか町長に伺います。 

あとの質問については、質問席から質問させていただきます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　農地の荒廃が進行する中、遊休農地の緑区分から黄区分

に移行する前に、町単独の支援策による再生を図るべきではないか。そしてま

た担い手農家への集積を推進する考えはないかという御質問に答弁をさせて

いただきます。 

本町の農業委員会において今議員からも御説明ございましたように、毎年６

月から８月にかけて農業委員及び農地利用最適化推進委員による、農地パトロ

ールを行っており遊休農地や荒廃農地などを確認をしているところです。現状

といたしましては、農業者高齢化に伴い農家数の減少や担い手不足により遊休

農地は増加傾向にございます。 

また、農地所有者によるあっせん申出や農地中間管理事業において、解約が

あるとすぐにでも耕作できる農地を当該地域の担い手農家などへあっせんし

ておりますが、受け手が決まらない借りたいが経営面積超過により作付管理不
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能になることなどの状況化に現状としてはあるというふうに伺っております。 

今回、委員の荒廃化に移行する前に町単独の支援策による再生を図り、当該

地域の担い手農家などへの集積をする考えはないかという御質問でございま

す。これまで国の遊休荒廃農地解消に係る事業としましては、市町村や農地バ

ンクによる簡易的な整備により、遊休農地を解消し担い手に農地集積、集約化

する取組を支援する、いわゆる先ほど議員おっしゃいました、遊休農地対策事

業、また農山漁村振興交付金で最適土地利用総合対策、令和８年度に拡充され

ました荒廃農地再編支援事業がございます。これにつきましても、議員おっし

ゃるような若干の縛り等もございます。といったところで、今後農地あっせん

などを行う中で担い手などから、遊休農地の解消を行い解消農地への作付け農

地の集積相談、要望などございましたら、事業の要件を見極めて県農地バンク、

町関係機関と連携を図り、国の遊休農地解消事業の活用実施を考えているとこ

ろでございます。 

農業委員会としては、新規以外の以前からの遊休農地についても日頃より、

農業委員、農地利用最適化推進委員による現状把握に努めていただいておりま

すので、今後も農地パトロールによる遊休農地及び荒廃農地などの確認を実施

するとともに、作業効率の良い使える農地を使えるうちに使いたい農家・担い

手への農地の集積集約、あっせん活動を行い、特に遊休農地発生防止と可能な

限り解消に努めて参りたいというふうに考えております。 

現時点で、町単独の支援策というものというのがそのメニュー、そういった

ものも検討していかなくてはいけない部分もございます。また食料・農業・農

村基本法の改正に合わせた、様々な対応策も国の支援策としてもあるのかもし

れません。そういったところの調査研究も進めながら、議員のおっしゃる意味

は十分認識できますので、そういったところも対応できるようであれば対応し

ていくような、また予算化していくようなところも必要ではあるのではないか

なという認識でございますので、これはすぐすぐにということではございませ

んが、今度の国の予算等の配分を見ながら、我々のほう、自治体、町単独でや

るべきところは出てくるようであれば対応はしていくべきかなというふうに

は考えております。そこら辺はちょっと時間をいただければというふうに思い

ます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　可能な限りは国の事業活用、必要であれば単独事業も考

えていくということだったと思います。令和７年度の利用状況調査の数値を伺

ったところなんですが、遊休農地の緑区分で、農地これが 12.7 ヘクタール、

そしてこのうち圃場整備地区が 3.7 ヘクタールあります。これ農業委員会から

いただいた数値です。圃場整備の中に 3.7 ヘクタール、こういう農地があると

いうところはですねやはり、せめて、最後のとりでとして、圃場整備だけでも

将来にわたって守っていきたいこういう気持ちもあるとこなんです。 

道行く農家の皆さんと話すこともあるんですが遊休地を見たときに、今手を

入れれば耕作できるんだがというそう感じておられる方もいらっしゃるとい
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うことがあります。そういう人もやっぱり先ほど町長からもありましたように、

経営規模がもうぎりぎりに来てる。これ以上できないとかですね、そういう現

状は確かにあるんですね。 

それとまたもう一方では、自らの再生作業を行うための機械を持っていない。

それから作業確保する時間がないというような、こういうこともあったりして

いるのが一つの課題となっているのではないかというふうに思います。 

そこで単独事業の創設の関係なんですが、軽微であればロータリー耕で済ん

だり、またはプラウとロータリーで済んだりとか、あるいはハンマーナイフモ

アーを投入したりとそういうことをやったときにですね、経費は、10 アール当

たり約１万円から２万円この程度なんですね。ですので、こういう作業をする

という方もいらっしゃればですね、町のほうとしてもやっぱりちょっとした助

成をしていただければありがたいと思うんですね。 

西之表市はこういう事業に、10 アール当たり 3,000 円助成をしております。

中種子町でも、3,000 円でもいいのかそれ以上でも最良なんですけれども、そ

ういうふうにした場合、まずは５年間で農地中間管理機構を経由して、担い手

の農地集積を後押しする。こういう単独事業でのきっかけ、こういうのをする

のは大事ではないかというふうに思っているわけです。 

こういうきっかけづくり、単独事業でのきっかけづくりについて、町長。ど

のようにお考えですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　単独事業できっかけをつくるっちゅうことは全然否定す

るものでも何でもございませんが、あくまでも農地っていうのは個人所有のも

のということになります。 

議員、現職のときに一生懸命考えてつくられた、サトウキビの生産支援とい

うことでキビとかキビ作、そういったものの圃場への道路、これの改良そうい

ったものを国の事業を使わずに町単独で行っているような要素もあります。確

かに、非常に必要に迫られてつくらざる、やらざるを得ない事業でもあったり

するんですが、逆につくったはいいが、もう翌年から作をしなくなって荒れて

いる畑というのも見受けられるというような、担当もしくは農業委員の皆さん

からの話も聞きます。ですので、国の縛りっていうのはある程度必要な縛りな

のかなというふうにも考えております。 

そういった中では、国の支援等も考えながら、今後また実際それが効果的に

使われるかどうかという施策は当然検討していく必要性はあるというふうに

考えております。きっかけづくりというよりは、施策として作付け面積を減ら

さないという考え方からですね。 

あと、今ございましたように圃場整備の中に、遊休農地があるこの状態って

いうのは非常に私も危機感を持っております。ですのでこれ自体も、１区画の

圃場の広さを広げていく方向、機械化を進める上で必要な要素なのだろうとい

うふうに思っています。そういった点では、国の当然、国策を含めた、この離

島での中山間地域のこの農業というものをどのように立て直していくかって
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いうことを踏まえた中で、そういった事業等にも、我々要請をかけながら、必

要な国の支援というのをしっかり担保していただく上で、我々も調査研究はし

っかり進めていきたいというふうに考えています。 

今いきなり町単独でこれする考えはないかというのもそこはちょっと我々

も調査研究をさしていただければなというふうに考えるところでございます。

以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　単独の事業の話なんですけどね。事例、事例に対応でき

るようなそういうのを今調査研究していくということでしたので、そういう中

で、やはり単独を発することが必要かなというところは、英断をしていただい

てですね、やっていただきたいと思います。 

それと区画の話が出ましたけれども、国も１ヘクタール区画を、やはり推奨

しているところなんですね、地形によってはそういうものって可能なんですよ

ね。そういうところは幾つもあります。ですので、その分については、やはり

進めていっていただければ将来にわたって農地をしっかり守っていくという

ことにつながっていくと思います。 

ですので、遊休農地の対策、これが農家減少の影響もあったりして、年々、

厳しさを増していくというふうに私も感じますけれども、町としてはできる限

りの対策を講じていただいて、永劫にやはり農地が残り、そしてやっぱり農業

基本法の食料の自給率の向上とか、そういう方面にもやはり貢献できる中種子

であってほしいというふうに思っているとこです。この質問はここで終わりま

す。 

次の質問です。地域型の堆肥づくり拠点整備について、これについて伺いま

す。畜産農家の家畜排せつ物、これは毎日発生するものであります。いわゆる

畜産副産物ですね。これは堆肥舎が処分しきれない部分については、搬出先の

確保に大変苦慮しているのが現状であります。製糖工場においては、副産物を

適切に搬出しなければ操業計画に大きな支障が生じ農家への影響も出て参り

ます。 

一方、耕種農家は、土づくりに不可欠な堆肥を必要としますが、高額な内地

産の堆肥への依存が続いております。今、散布していただいて１トン２万円で

す。以前のですね 2.5 倍ぐらいになってんでしょうか。やはり非常に、高くな

っているのが現状です。 

そしてそれに肥料、資材等の価格の高騰も重なって、農家経営の圧迫が続い

ている状況であります。このために堆肥の外部依存を減らし、地元にある豊富

な資源を活用して、安い堆肥を生産する仕組みを構築することが農業の持続性

を高める上で、極めて重要であると考えます。 

そこで町内をいくつかのエリアに区分して、畜産副産物と製糖副産物の搬出

先として地域でつくる堆肥の拠点、これを設けることで畜産農家は、敷料とし

てのバガスを受け取ることができます。これは双方にとって有益な資源循環が

期待できるところであります。そしてまたこの拠点は、畜産農家、耕種農家、
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この２社の協業の場というふうにもなりうるものであります。このような畜産

の拠点、失礼しました堆肥の拠点づくり、こういうものについて町長の考えを

お伺いしたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。地域の堆肥づくりの拠点をつくってはどうかとい

う御質問、これだけ肥料が高騰している状況でございます。土をしっかり健康

な土に戻して、少量の施肥で収量が上がるのが１番高騰する肥料に対応する策

なんだろうというふうな認識はもう議員と全く一緒でございます。 

そういった点では、私もこの堆肥というものをどうにか、以前も各それぞれ

の議員の皆様からも御質問等がいただいておりまして、私も私なりに担当部署

とも協議をしながら、研究、検討を進めてきたところでございます。 

今議員おっしゃるような畜産農家における余剰排せつ物の処理が課題にな

っておりまた、製糖工場においてはバガスなど副産物の排出に苦慮しているた

め、それらを活用した地域でつくる堆肥の拠点を整備することを検討していく

考えはないかというところは、ここまでは私も畜産農家の話を伺っても、一局

集中型だけではなく、各地域ぐらいで作っていくのがベターじゃないかという

ような話も伺ったこともあります。 

その御質問でございますがまず、畜産農家のいろんな聞き取り調査等を行い

まして、余剰排せつ物の処理が大きな課題であるというようなところに関しま

しては、一部の多頭飼育農家において一時的な余剰状態、これはあるというふ

うにお聞きしておりますが、畜産農家全般においては特段、堆肥の処理や処分

に大変苦慮しているという回答は余りいただいていないところであります。 

多頭飼育農家の一部において余剰堆肥を南種子町の堆肥センターで販売し

ているなどという回答もございました。また町内の現状で、家畜農家における

堆肥の処分などにつきましては堆肥舎の設置やタイヤショベルの導入などに

係る補助を実施しておりますので、ある程度完熟したものを自家利用として圃

場の散布、また知人等へ物物交換、もしくは支給、散布料金などをいただいて

圃場への散布されているような状況もあるというふうに伺ったりもしており

ます。 

物物交換、先ほど議員からもお話ございました、キビの精脱施設や個人など

で発生するトップ、いわゆる梢頭部と、牛糞堆肥との交換などもされているよ

うに伺っております。 

町内における飼料作物の作付け面積これは約 500 ヘクタールでございます。

また、サトウキビなどへの散布も含め自家利用などによる処理が主な状況であ

り、畜産振興会などにおいても特に課題に取り上げられたことはないと聞いて

いるところです。 

また製糖工場における副産物のバガスや糖蜜等については、今年も搬出にお

いて苦慮していることは聞いておりますが、製糖工場が民間へ商品として販売

をしている状況にございまして、七、八年期産の副産物についても全てを販売

したというふうに伺っております。 
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製糖工場側の努力あってのことだとは思いますが、民間同士の間で商品とし

て取引がなされている状況にございますので、行政サイドから強く介入できる

ところにはないのかなあということも御理解いただければというふうにのと

ころではございますが、今年のような豊作の年であったり、また品種による副

産物の増加などにより、製糖工場の受入れ調整のために中断などが発生します

と生産農家への影響が大きく出てきます。関係機関とも連携をとり、種子島糖

業振興会などを中心として、できる範囲で協議をして参りたいというふうに考

えております。 

豊富な各副産物を活用した地域でつくる堆肥の拠点の設置につきましては、

以前から何度か質問もございましたが、町営等での堆肥センターの設置につい

ては将来において運営、経営の難しさが想定されており、ランニングコストな

どの一般財源の充当これは農家以外の皆様の御理解をいただくことが難しい

部分もあろうかと考えておりますので、これまで同様に、各種補助事業などを

活用した土づくりへの堆肥散布に係る資材経費支援策を講じて参りたいとい

うふうに考えております。 

また、さとうきび、さつまいもにつきましてはこれまでも町単独での作地力

増進対策事業を予算計上させていただいておりますが、毎年のように国の補正

や基金事業などが発動されておりますので、土壌改良資材などを含め、堆肥の

散布による土づくりを強く推進しているところでございます。 

今後、公共というよりは各地域の法人、組合などが設立され、そこが事業実

施主体となり事業計画が進められる状況にあれば、地域でつくる堆肥の拠点整

備については各種国県の補助事業などでの導入を協議しながら、耕作農家、畜

産農家、そして製糖工場などと連携を図って進めて参りたいというふうに考え

ております。 

いかんせん先ほど池山議員のほうからも御質問あったように、職員数も非常

に限られた中、採用も難しい状況の中でございまして、仮にこういった施設を

公共でやったにしても、そこに働く人の雇用というのはなかなか思ったように

いかない要素もあろうかと思います。そういった点では、耕種農家、そして畜

産農家の皆さんが一つの組合のようなものをつくっていただいて、そこで堆肥

舎をつくっていただくような形が、１番農家にとっても使いやすい環境でまた、

それにかかる経費というのは、ある程度堆肥の値段に上乗せしたりとか、散布

まで入れての料金とかっちゅうところに組合せていただければ、少なくとも安

価な堆肥の散布っちゅうのはできてくるのかなあと思います。 

そういったところにかかる経費、初期投資の予算等に関しては国の事業等を

使いながら、町単独でも何かできる部分があれば、補助をしながらでもしっか

りそこら辺は応援をしていければなというふうに考えているところでござい

ます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　畜産農家への聞き取りなんかですね、私どもも最近、産

業厚生委員会のほうでやっているんですよ。そういう中ではやっぱり先ほど私
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が述べたような、そういう事案が出てきております。 

少頭農家の皆さんの畜舎も回ることもあるんですが、やはり野積みの状態。

こういうところはもう、結構散見されておるんですね。ですからそのアンケー

トはよく分かりませんけれども、実情はあるというところです。ですのでこう

いう提案をしているわけなんですけれども、実際に地域がつくるなら支援しよ

うかという話もありましたけれども、やはり家畜排せつ物の管理の適正化及び

利用の促進に関する法律の施行規則この通達文にこのようにあります。家畜排

せつ物については、堆肥として、農業の持続的な発展に資する土づくりに積極

的に活用するなど、その資源としての有効利用を一層促進する必要がある。と

明確に示されています。ですので、やはり、堆肥は地元でつくっていこうとそ

ういうふうなことも国は求めているというところなんですね。 

ですから現状を考えたときに、やはり、畜産、糖業、耕種、この３者が抱え

る課題これがあるんです。いずれも資源の行き場がない。必要なところに届か

ないという、こういう構造的な資源の循環が十分に機能していない。そういう

ところがあると思います。ですので、これをうまく循環させるために、今、地

域での拠点をつくっていくのを、やはり、町が後押しをしていく、こういうス

タイルが必要だと思うんですね。そっちでつくって、そっちが言えば、じゃあ

何とかしようかではなくて、やはり町もそういう推進を毎年というかね、場面、

場面でしていくべきではないかというふうに思うところなんですね。そういう

ふうにしてこの今の現状を突破していければというふうに思うとこです。どう

でしょうか町長。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　畜産農家の皆さんには、これまでもそのような提案もさ

せていただいておりますが、だいが取りにくっとや、取りに来て、肥やしはタ

ダでくるっとっやろうがいみたいな、非常にこう生産性に。これもうみんなで

畜産農家も耕種農家も共に手をつないでやっていかないといけない要素があ

るんだろうというふうに思います。 

そういったところでは、先ほど申し述べましたように堆肥舎であったり、そ

れを切替えすためのタイヤショベルであったり、そういったものに関しては国

の事業を使えますので、そういったのはそういうアナウンスをしていきたいと

思いますし、積極的に議員の皆様方からも地区、地区において、産業厚生で回

られたときは、そういったのも町に相談してみればというような話も言ってい

ただければありがたいと思います。 

我々のほうも、堆肥が必要性がある、そしてまず堆肥が重要であるというの

は認識をしておりますので、前から各議員の皆さん方おっしゃるように、安価

な堆肥を効率的に撒けるよう、また島内の資源を使った堆肥づくりというのは、

理想的なものであるというふうに考えておりますので、そこら辺含めて、各種

事業を引っ張ってきて堆肥舎設置、またそれにかかる資機材の補助、そういっ

たものができるものであるというふうに認識をしておりますので、事業主体と

して、耕種農家さんか、畜産農家さん、組合みたいなものをつくっていただい
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てやっていただけると、事が前に進みやすいというふうな認識でおりますので、

そこら辺もぜひアナウンスしていただければありがたいというふうに思いま

す。私どももそういうアナウンスはしていきます。 

○議長（迫田秀三議員）　３番、秋田澄德議員。 

○３番（秋田澄德議員）　はい。事業の推進をしていくということでありますので、

よろしくお願いしたいと思います。やはり今言うようにここに中種子町にある

資源を有効に使っていく。これ大事なことだと思います。ですので、資源を有

効に使う体制を構築していくことでこの町の農業の持続性を高めていくとい

うところ、これは確かな道であるというふうに考えるものであります。そうい

うとこで町のほうでもぜひこの堆肥問題については、取り組んでいっていただ

きたいというふうに思います。 

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（迫田秀三議員）　次は濵脇重樹議員に発言を許可いたします。 

８番、濵脇重樹議員。 

〔８番　濵脇重樹議員　登壇〕 

○８番（濵脇重樹議員）　５番目の質問者になります。議長の許可を得ましたので、

通告書のとおり町立体育館の整備について質問を行います。 

町立体育館の令和７年度の利用者数は延べ人数で１万 1,080 人、多くの方が

利用しているそうです。サッカー連盟、野球やソフトボール等の育成会、テニ

ス協会、ゲートボール協会、社会福祉協議会、合宿等など約 30 の団体が練習、

試合で利用しているようです。育成会から高齢者まで楽しく競技をしているよ

うです。特に 70 歳代から 80 歳代までの高齢者の方が競技をして楽しんでいる

ようです。今まで中種子町のために頑張ってきた先輩たちです。育成会から高

齢者まで、明るい照明のもと競技をしたり、体力づくりをしたりして楽しんで

もらいたいと思っております。 

それでは通告書のとおり、町立体育館の整備について質問します。最初に、

町立体育館の照明施設について伺います。町立体育館ができてから約半世紀に

なります。照明施設、現在の付けてる水銀灯になりますけど耐用年数は既に過

ぎていると思います。明るさがなくなっており利用しにくくなっています。 

また、町内の施設の中では１番多く利用されている施設と聞いています。早

急な対策が必要と考えます。町長の考えを伺います。 

あとの質問は質問席で行います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　濵脇議員の質問にお答えをいたします。町立体育館がで

きてから半世紀になると思うが耐用年数が既に過ぎているのではないか。照明

施設を含めたところで、照明施設に特化して、はい、説明をさせていただきま

す。 

町立体育館これは、昭和 52 年の完成以来、屋内スポーツの練習拠点として

また、各種大会や文化イベントの開催を通じてたくさんの住民に利用されそし
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て親しまれてきた施設でございます。 

平成 21 年には大規模改修工事を行い、人工芝による多目的運動施設として

リニューアルし、現在も生涯スポーツの拠点として幅広い世代に利用されてい

るところでございます。議員おっしゃるようにたくさんの人が利用していただ

いておりますし、先般、春先には、春先、去年の冬かな、今ソフトバンクで活

躍中の足の速い、周東選手も来島され、雨天時には町立体育館を非常に使いや

すいというようなことで喜んで使っていただいたところで、私も非常によかっ

たなあと思ったところでございます。 

施設の耐用年数、これは平成 28 年度に耐震補強などを含め大規模改修工事

を実施しておりまして、施設全体としての問題はないものであるというふうに

認識をしております。 

しかしながら、議員おっしゃるように町内各施設においても LED 化の移行が

必要となっており、限られた予算の中で、緊急度、改修工事などと同時に総合

的に判断しながら進めている状況でございます。早急な対応が必要であること

は十分認識しており、順次改修を進めて参りますので、御理解をお願いいたし

ます。 

私も体育館に行って夜間等行ってみたときに若干暗い、中間帯でも曇り空、

雨のときには中が若干暗いなというのは感じております。そこら辺も含めて、

早急に対応ができるように検討を進めて参ります。よろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　現場も見てもらったようですけど、できれば競技をして

るとき、その人の意見も聞きながら見てもらって、実際暗いのかどうなのかと

いうのを聞いてもらいたかったんです。そうでないと判断できないと思います

ので。 

次に、電気の利用料金について伺います。町立体育館を利用すれば電気の使

用料金が１時間当たり約 300 円、１日税込みで約 3,000 円、大会使用料も同じ

く 3,000 円、両方で 6,000 円ぐらい払うことになります。電気を使えばです

ね。子どもたちの場合はいろいろ半額とかになったりいろいろしてるみたいで

すけど、一般の方が使う場合はこういう形になってるようです。 

暗い体育館の使用料金を 3,000 円も払ってるんですよ。分かりますか。施設

が整ってなかったら、別に料金、電気代払わなくても、もらわなくても私はい

いと思うんですけどね。ちゃんとした LED をつけたときに 3,000 円をいただけ

れば、今の時点では半分は戻さないと私はおかしいと思いますよ。料金につい

ては通常でしたら納得できますが、しかしながら現在照明器が機能してない状

態です。以前に怪我人も出ている話も聞きました。原因は照明施設ではないと

は思いますが、そういったことも今後は考えなければなりません。電気を点灯

しても余り変わらないからだと言わせないために、しっかりとした対応をする

必要があると思います。使用料金をもらってる以上、しっかりした整備をする

べきだと思いますが、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 
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○町長（田渕川寿広君）　はい。しっかりした整備をするべきだと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　それでは、私の質問になってないと思うんですけど、ど

ういった努力をするとか、そういうことはないんですかね。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　議員の場合は以前から担当課のほうに来て相談をされて

るようなところもございまして、担当課のほうもそこら辺を十分認識をしてお

ります。で、順次 LED 化をしていきます。料金については質問の中にちょっと

ございませんでしたので、私のほうも丁寧な把握をしておらず、大変申し訳ご

ざいませんが、その整備改修については LED 化することとあわせて電源自体の

容量とか、そういったものも含めて、基本設計っていうのをやり直さないとい

けない状況にあるのだろうというふうに認識をしております。 

一般質問で、一生懸命質問されるわけですから、今すぐできますというのは

なかなか言えませんが、もう基本設計等の検討に入り、一刻も早くできるよう

に対応していきたいというふうに考えておりますが、今のところ、中学校グラ

ウンドのナイターの設備であったり、以降町立体育館の照明施設、テニスコー

ト照明設備、陸上競技場、野球場、テニスコートなどと順番付けておりますの

で、そんなに何年もかかるわけではないので、やるという方向でお知らせいた

だければというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　一時期はですね、全然、五、六個ぐらいついてない時期

もありました。それでも、料金は当たり前に払いますよね。そういうのも考え

てもらって、今どういう状況にあるのか、そういうのも現場を聞きながら、そ

れで判断をしてもらいたいと思います。 

それと照明施設とライン整備について、要望書を出してると聞いてきました。

その対応についてどういうふうになったか伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　担当課長に説明させます。 

○議長（迫田秀三議員）　社会教育課長。 

○社会教育課長（田平祐一郎君）　ただいまの要望書については要望書が上がって

るというふうな話は以前の話で大丈夫でしょうかね。以前なんか、要望が上が

ってという話は聞いて、一応、その現物はちょっと見てないところです。 

その件につきましてはそのラインの線については見えづらい点があると、い

うふうなことで話を聞いておりまして、その中ではライン自体は薄くはなって

ないというふうな状況の報告を受けてますので、やはり議員おっしゃるとおり

照明の見えづらさ、それから砂、保護材として撒いている砂、それがかぶって

てやはりそれぞれの競技において、清掃が不十分であったりとか、そういった

ことが要因にあるのかなというふうに感じております。ラインについては今の

ところ人工芝自体がそこまで摩耗してないということですので、ライン自体も

薄くはなってない状況であるというふうに感じますので、議員のおっしゃる照
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明の関係から見えづらくなってるというふうに認識をしているところでござ

います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　そういうのは分かってたら、１日でも早く整備を整えて

もらいたいと思います。約１年半ぐらい前になると思うんですけど、町長と総

務課長と社会教育課長に、この要望について話をしたら、そのとき町長は初耳

だと、下から何も上がってきてないという説明でした。私には。そういった場

合恐らく、私が帰った後、総務課長と社会教育課長と３人で、恐らく話をした

と思うんですよ。この要望書に関してですね、どういう話をしたか、説明をお

願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほどから説明してございますように、優先順位をつけ

ております。要望書が上がってきたからすぐ対応しますっていうふうにはなら

ず、というようなところでございまして、せっかくスポーツで使ってる皆さん

方の意見聴取なども行っているようでございます。 

ただし、スポーツ協会総会の中でも、各競技部からの要望は出てございませ

んが、今年の会議ではゲートボール協会から使用後清掃、ラインが見えづらい

ということがあるということで、使用後清掃については各競技部しっかり指導

してくださいという意見を賜っておるところでございます。 

照明等、ライン等についても、直近、ここ数ヶ月の内に私は、議員のほうか

ら伺ったところが基本的には直接聞いたのはそこでありますので、この前町の

老連のゲートボール大会も町立体育館であるとばっかり思っていたものです

から、そちらに行ってまた現状とお話も聞かせてもらいたいというふうに思っ

ていたところ、多目的広場だったというところでございまして、今後また議員

おっしゃるように競技をしてるところにお邪魔をして話を伺う、そういったと

ころで決めていくようなところは決めていくような段取りをとっていければ

というふうに思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　そういう話をして検討してきたということですけど、そ

の要望書が見つからない場合は、要望者のところに行って説明を聞いたりとか

そういうことはしないんですか。どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　本来であればそういったところは大事であろうと思いま

す。また、ゲートボール協会の会長ともちょっと話は私はさせていただいてお

り、今議員に説明したように順次計画を立てて行いますというような話はさせ

ていただいておるところでございます。 

要望書については失念した要素もあるのかもしれません。そこについては心

よりおわびを申し上げたいと思います。議員おっしゃったことで職員全てが理

解ができたと思いますので、対応していきたいというふうに考えております。

以上です。 



-56- 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　ぜひですね、私は課長でも総務課長でも一緒に出向いて

話を聞くべきですよ。分からんもんが出てくるでしょう、やっぱり聞かないと。

そういうことはやってないんでしょ。どうですか。課長に聞いていいですか。

社会教育課長に。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　まず私のほうで、協会の会長とお話をさしていただいた

というところはあります。担当課長が出向いて話を聞いてるっちゅうところが

あるかないかをちょっと分かりませんので、一応担当課長に答弁をさせますが、

私のほうが出向いて話は聞いて伺っておりますし、また会長さんも町長室にお

見えになって、そういった話、今後の検討、課題だねっていう話もされて帰っ

たところでございました。担当課長に答弁させます。 

○議長（迫田秀三議員）　社会教育課長。 

○社会教育課長（田平祐一郎君）　それでは貴重な意見、大変ありがとうございま

す。私のほうも速やかに対処できるようにまた情報を収集するために、協会長

さんのほうとまた、一緒にやってる人たちが実際やってる曜日に行ってみて、

その中でまたお話をお伺いしたいと思います。 

ぜひ御協力のほうよろしくお願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　要望者から話は聞いてないということですね、まだ。２

年前出した要望書の中身を、そういうのでいいんですかね。２年間もほったら

かしにして、出した本人は２年ぐらい前に出してるっていうことでしたよ。町

長は何ヶ月か前に私から聞きましたって言いましたけど、私は１年半前に町長

室で話をしてますよ。そのへんももう何かいいかげんじゃないですかね。覚え

てないのかどうかは分かりませんけど、そのとき総務課長のところに、社会教

育課長にはしょっちゅうお願いに行ってました。でも、要望の人の話なんか一

言も出ませんから、その辺が何か私は納得できないところです。今後はしっか

りした対応してもらいたいと思います。 

合宿で利用したりまた大きな災害時には指定はされていませんが、避難所と

して使用する可能性もある町立体育館です。現在の水銀灯は製造もしていない

そうです。現場に行って見たかったと町長言いましたけど、６月８日は中央体

育館でよいらーいきだったり、中央高校の生徒が来て野球の練習をしてました。

ちょっと暗くて申し訳ないなという話はしました。そこで、現場でそういう時

見て課長でも係長でも誰でもいいんですよ、見てもらえば状況がはっきりする

んですよ。現場も把握しないでのそういうことはしないで現場をちゃんと見て

から答弁をお願いしたいと思います。以上で一応、照明関係の質問を終わりま

す。 

続きまして、２番目の質問に入ります。ライン整備や損傷が激しいカーテン

が見られる。競技や練習等に支障を来す可能性があります。早めに対応し整備

を進めるべきと考えています。 
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まず、ライン整備について伺います。現在の外側のラインは色が暗く見えに

くい状態になっています。さらに、砂を散布しているので大変見にくい状態で

す。距離でいいますと 20 メートルから 30 メートル先のラインを判断しなけれ

ばなりません。恐らく見えないと思います、今の状態では。町立体育館が改修

されてから約 20 年ぐらいですかね、改修されてから、ちょっとこの年数はは

っきり分かりませんけど。現在の状態を見れば早く整備をしなければと思うは

ずです。順番があるかもしれませんけど私は、この件に対しては４年ぐらい前

から話をしてます。で途中で、口頭では駄目ですから文書で出してくださいと

いうことで、それで２年ぐらい前に文書で出した。私が出したわけじゃないけ

ど、そういうふうに聞いています。それを何か初めて聞くみたいなことを言わ

れても、こっちはちゃんと正当な道筋で文書も出してるんですから、その辺は、

よく判断してもらいたいと思います。そのラインについての答弁をお願いしま

す。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　28 年に耐震補強含め大規模改修工事を行っております。

約 10 年、11 年目というようなところかと思います。大規模改修は。自分が町

長になってから大規模改修をしましたので、アルミサッシの入替えであったり、

いろんなことをやりましたので、11 年、12 年以内だというふうに思います。

それはよろしいんです。時期の話なので、議員の質問にはお答えしてないので

それを置いときまして、ライン整備につきましては議員おっしゃるように、芝

の保護のため敷いてある砂の堆積であったり、当然照明の影響により見えづら

い箇所があると理解しております。 

先ほども申しましたように砂の堆積については、使用団体に使用後の清掃な

ど協力をお願いし対処していただいているところがあります。また見えづらさ

などがあり、特にゲートボールなど使用する場合、支障が出ているのではない

かということも認識しております。 

これに関しては私もゲートボール大会等をその他の身障者の皆さんが集ま

ってやるゲートボール大会等、何回か競技中に参加をさしていただいて状況も

見ておりますし、１番端っこのほうにボールが行くとちょっと見えにくいなっ

ていうのも分かっております。それはラインというよりも最初議員がおっしゃ

るところの照明なんだろうなというふうに思いますので、そこは先ほど申し上

げましたように、対処して参りますので、基本設計から実施設計という流れ、

淡々とは進みませんので、早急に検討し、調査をしてそこにこぎ着けるように

努力をしていきたいと思います。 

これはもうこの議会で、議員にその旨伝えましたので来月とか再来月という

スパンではちょっと難しいとは思うんですが、基本設計を踏まえた中でやり変

えていかないといけない部分であるというふうに認識をしておりますので、御

理解を賜ればと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　ちゃんと対応してくれるみたいですので、早めに秋頃は
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できるように、補正予算を組んでもらって是非お願いしたいと思います。 

町立体育館、掃除はしょっちゅうやってるんですけど、各自みんな道具も買

って置いてるんですけどすぐなくなるんですよね。ちょっと管理体制をもう少

し厳しくして、みんな自分のお金で買って持ってきて置いてるんですよ。それ

が１ヶ月もすればなくなる。何でか分からないんですけど、何でかっていうか

盗られたんでしょうね。そういった管理体制を。これは質問でもないんですけ

ど、してもらえばと思っております。 

次にカーテンの質問に入りたいと思います。カーテンの損傷が激しくなって

いる。競技や練習に支障を来すと思うが、現在体育館のカーテンは壊れて落ち

ているものや破けているものなどがあります。何年もそんな状態のままです。

恐らく２階に上がって見る人はいないと思うんですね。私なんかは、県民スポ

ーツの熊毛大会のときに中種子でやるときには２階にも行って掃除はするん

ですけど、そんなにしょっちゅうできるもんでもないし、もう少し２階をちゃ

んと見てもらうべきと思います。 

それと２階の野球の投球練習ですかね、あそこだけカーテンをしてますけど、

あれが何であそこまでなのか。お願いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　議員おっしゃるようにライン整備、また照明、また損傷

が激しいカーテンが見られる、競技や練習に支障を来す可能性がある、早めに

対応するべきではないかということでございます。カーテンは昨年度、今議員

おっしゃるように南側だけとりあえず取り替えを行っております。順次取り替

えを検討して参ります。 

これにつきましては足場の絡みもあるので、どっかほかの今の照明も含めた

ところで一斉にやる必要性もあるのかなというふうな認識ではございますの

で、秋頃に完了というのはどう考えても基本設計から考えて無理なので、そこ

ら辺は御理解をいただいて、その旨進めるという約束を取付けたということで、

協会の皆さんにはお知らせ伝え願えればありがたいというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　これ競技するときまぶしいというんですよね。カーテン

がないと。ゲートボールの人たちは開けないとだめ、テニスをする人がもうま

ぶしいから閉めるという、２階のカーテンをですね、それが、破けたカーテン、

直したのかなあれ、撤去したのかな、そのままなのかな。下に落ちたままのカ

ーテンをもう何年も置きっぱなしですけど、ああいったのも含めて道具の管理

も含めて、そういった管理体制をしていただきたい。 

それと、今のカーテンは、留めるものもなんもないんですよね。それで、そ

れもみんな家から銘々で紐を持ってきて今閉じてる状態です。その備品のさっ

きのことも含めて、管理体制のことをお願いしたいと思います。よろしいです

か。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 
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○町長（田渕川寿広君）　個別に購入していただいたものを体育館に保存するとい

うのは整備をする上で必要なものなので、ありがたいことでありますが、それ

がなくなるということは課題でありますので、検討していきたいというふうに

思います。 

○議長（迫田秀三議員）　８番、濵脇重樹議員。 

○８番（濵脇重樹議員）　今日は町立体育館の整備について質問させていただきま

した。数年前からお願いしていた件で、なかなかやってくれないので一般質問

という形を私はとりました。 

普段でしたら、そういうことはしないでいいのかもしれませんけど、なかな

か腰を上げてくれなかったです。残念ながら耳も傾けてくれませんでした。質

問書のことも全然対応してくれませんでした。だからこうして皆さんに、町長

に、各担当課長にお願いしてるわけですので、なるべく早く対応していただい

て、実際１万 1,000 人の人が使ってるんですから、その応援に来たり、送迎に

来たり、父兄の方が来たりすれば、まだ 1,000 人、2,000 人は多いはずですよ、

実際の人数は、多くの方が利用しています。非常にありがたい施設です。感謝

してます。だから、この先はもう事故とかそういうのがないように対応しても

らって、各町民にいろんなスポーツを楽しんでもらえばと思っております。以

上で終わります。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開は、おおむね 15 時 25 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午後15時17分 

再開　午後15時26分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。次は、大町田勇希議員に発言を許可いたします。 

１番、大町田勇希議員。 

〔１番　大町田勇希議員　登壇〕 

○１番（大町田勇希議員）　議長の許可を受けましたので、発言いたします。１番、

大町田勇希でございます。 

本日、大きく３項目一般質問通告書に基づきまして質問させていただきます。 

まず１項目です。公共施設の維持管理と今後の在り方についてです。本日一

般質問で公共施設に関する質疑が多数あったんですが、重複する質問もあるか

もしれませんが、町長にはお答えいただければと思います。 

まず一つ目、老朽化が進む公共施設、括弧書きで婦人の家、給食センター等

ですね、の現状と更新計画はについて伺います。 

以降の質問については質問席から伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　公共施設の維持管理と今後の在り方についてということ
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で、老朽化が進む公共施設の現状と更新計画はという御質問でございます。 

本町の公共施設につきましては、建設から一定の年数が経過している施設も

多く、適切な維持管理が求められるものと認識をしております。御質問にあげ

られた婦人の家や給食センターなどの施設につきましては、これまで必要に応

じて修繕を行いながら運用してきたところでございます。 

種子島こりーなや中央体育館、武道館につきましても、必要な箇所の改修を

実施して参りました。また、建設から 50 年以上が経過している給食センター

につきましては、建て替えに向けた検討を進めているところでございます。 

公共施設は、町民の皆様の生活に密接に関わる重要な財産であり、その活用

が町民の皆さんにとって有益なものとなるよう、地域の皆様や議員の皆様から

の御意見を伺いながら、引き続き適切な維持管理と今後の在り方について検討

を進めて参りたいというふうに考えております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。公共施設の老朽化こちらについてはやはりどの

自治体においても様々問題視されているところではあります。 

ただ、昨今、給食センターにおいては以前、昨年にも私のほうで質問させて

いただきました。その際答弁では、令和 10 年度には運用開始をして、給食セ

ンターを新設するというような御答弁いただいたんですが、こちら予算委員会

では、その現状の進行において遅れが出ていると聞いているんですがそこはど

うでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　委員会というようなところで吟味をいただいております。

そういったところで結論がまだはっきり出ていないところでございますが、あ

そこに建設場所も含めて、規模も含めて、対応を検討しておりますので、若干

遅れが出ておりますが、早期に解決をしていきたい公共施設の一つであるとい

う認識は変わっておりません。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　もう１点なんですけど先ほど婦人の家と給食センター

のところに、今回焦点を当ててお話をさせていただいてるんですけど、適宜公

共施設については、修繕を行いながら長寿命化を行い、施設を利用していくと

いったところの話があったんですけど、このこと婦人の家においての、今今過

去においても、長寿命化計画のような改修をしたような形跡が見られないんで

すけど、そちらについてはどうお考えでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　すみません、婦人の家に関しまして建物に対しての大規

模改修というのは行っておりませんが、中のちょっとした改修であったり、備

品等の更改、そういったものは随時行ってきている状況でございます。 

建物に関してはまだ十分使えるものであり、まだ計画としてあげてはいない

と認識しております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 
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○１番（大町田勇希議員）　先ほど答弁であった婦人の家の部分について、まだ施

設としては使えるといったようなお話あったんですけど、実際これ町長は中に

入られて、現状であったりとか施設利用の現状等は、恐らく課長あたりは確認

されてはいると思うんですけど、町長自身は実際それを見てそういった判断に

至ったところでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　中の休憩室であったり事務所等の整理であったり、改修

とかいうのは必要な要素はあるなという認識をしております。食べ物を扱うと

ころでございますし、そこら辺は丁寧な対応していくべきだなというふうな考

え方を持っております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　今ちょっと質問の答えがちょっとずれたような気がす

るんですけど、そういった施設であったりとか、利用してるところを確認をさ

れたのかどうかという質問なんですけど、もう一度よろしいですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　利用してるときには、私どももなかなか入りづらいとこ

ろがありまして、利用していない時期に、中を数度拝見して、更改する備品等

はどれなのか、更改した備品はこれなのかというような確認などを行っている

途中でも、そういったところに気づくところは若干あるというのは現実的な話

でございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。先ほどから公共施設に関しての質問で、しっか

り中を確認いただけているのかというような質疑もありました。確かに首長が

全てを確認するということは、はっきり言ってなかなか時間的な制約もある中

で、そういった利用しているところを見るというのもなかなか難しいというの

は認識していますので、各所管の課長なり、係長なりがしっかりと確認をして、

様々是正をしていってるところだと認識しております。 

次の質問なんですけど、こちらも先ほど同僚議員から似たような質問があっ

たんですが、もう一度お答えいただければと思います。南界中学校跡地で利用

していない校舎等の利活用はについて伺います。よろしく願います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほど日髙議員への答弁とも重なる部分がございますが、

旧南界中学校校舎につきましては、特に二階建ての校舎の分につきましては、

耐震診断の結果から活用は難しいというふうに判断しております。また平屋建

ての部分に関しましても、老朽化が進んでいるということもあり、倉庫として

使う、物置場として使うというようなことで、地域の方に使っている部分もご

ざいますが、現状で改修をして使うという状態にはないのかなというふうに認

識をしております。 

今後は、解体も選択肢に含めながら、公有財産として町民の皆様にとって有

益な活用が図れるよう、地域の皆様、また議員の皆様方の御意見を伺いながら
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検討を進めて参りたいというふうに考えております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。先ほど同僚議員質疑の中で、ちょっと答弁のほ

うに疑義をちょっと感じたところもあって、今回もなんですけど、もともと公

共施設については公共施設等総合管理計画、こちらに基づきまして様々な維持

運営、もしくは何かしら解体新設等をやっていくわけでありますが、その中に

公共施設個別計画というものが、令和３年３月に中種子町が発足しております。 

この中を見ますと、この南界中跡地についてはですね、2015 年から、すみま

せん、2021 年から 2030 年にかけて、校舎を解体するような計画になっており

ます。 

ただ、ちょっと相反するところで、この公共施設個別管理計画の方針という

ような項目の中には、売却譲渡等所有者移転に向けて検討するというような一

文も書かれているので、この計画がまだ履行されてないとこはそこに原因があ

るのかなとは思うんですけど、ただ、今先ほど答弁いただいたとおり、もう再

利用、利活用はもうそもそも不可能であり、また活用できる施設に循環させる

ためには、多大な予算がかかるのであればもうこれは地域の方々と話をしなが

ら解体といった方向に進めていくことがベターではないかと思うんですが、い

かがでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　先ほども説明させていただきましたように、解体という

ことも視野に入れながら進めていかないといけないことではないかなという

ふうに考えております。 

特に南界中二階建ての部分に関してはもうガラスも割れたりというような

ことも出てきておりますので、早期に検討していく必要性がある一つの公共財

産ではないかなというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　今回は私解体の提案をさせていただいた話の中にはで

すね、まず１点目が、今現状、日本国内で様々なもので物価高騰等が起きてお

ります。これは人件費だけではなくその他かかる諸経費、こちらについてもか

なり高騰している現状において、今今この解体工事等をしておかなければ、後

の後世にそのツケを残してしまうと、今よりさらに大きく予算がかかってきて

しまうような気がしています。それとあわせてですね、このまま使われなくな

った旧校舎というものをそのまま放置しておくことは、景観上の問題もあまり

よろしくありませんし、さらに言うと何かしら災害が起きた際に、それが２次

災害のトリガーとなり得る可能性があります。そういった疑義があったため、

今回解体という提案をさせていただくんですが、いかがでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　おっしゃるとおりでございます。そこら辺も視野に入れ

て検討して参りたいと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 
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○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。 

次の質問をさせていただきます。先ほどは若干財政等の話がありましたが、

今回この将来の財政負担軽減に向けた、この公共施設の維持管理に関してです

ね、具体的な取り組みについて今現状あれば教えてください。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　あらゆる品目の価格高騰が続く中でございます。公共施

設の維持管理に要する財政負担、これを軽減する取り組み、これは町民の皆さ

んからも期待されている部分であり、行政として責任を持って取り組むべき課

題であるというふうに認識をしております。 

現状では職員による日常的な点検を踏まえ、必要に応じて専門業者に確認を

依頼しながら、修繕などの必要性を判断しているところでございます。本町の

施設には建設から一定の年数が経過しているものも多いため、建物の劣化や機

能低下の早期発見に努め、維持管理経費の低減につなげて参りたいと考えてお

ります。 

また各施設等今後、今将来の財政負担という考え方からは、指定管理者制度

の導入であったり、民間への権限移譲等様々な運営手法についても、人件費や

管理コストの削減につながる可能性があることから、引き続き検討を進めてい

きたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　常日頃の点検をすることによって、初期段階からの対

応というようなことをしてるとよく分かるんですけど、しかしながら、今今、

今年であれば中種子中学校の体育館大規模改修、中央体育館太陽の里ですね、

のところの大規模改修２期目であったり、様々大規模改修がここ数年で行われ

てきているのが現状であるものの、ただこの財源についてはほとんどが再編交

付金を利用しているところで、これが果たして今後の財政負担を軽減すること

に至るのかというのがちょっと私としては疑義が残っているところです。 

ですのでやはり確かに施設長寿命化、これも大変重要なことであり公共施設

を守り続け、行政サービスの充実を図るというのは重要なんですが、それ以上

に、本当に 20 年後、30 年後の未来を考えた上で、こういった公共施設につい

ても何かしら切っていく、壊してしまうなり、もしくはですね、新たに複合施

設として建設する、何かしらのこういったものを提案していってはどうかと思

うんですけどどうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい、公共施設の解体といいますか、そこに利用頻度で

あったり、その関連性、今後の発展性がないものという判断したものに関して

は、解体したり、閉鎖したり、そういったことも必要な時期には来ているのだ

ろうというふうに思っています。 

また、公共施設等を民間譲渡することによって、民間で活気付けていくため

の施策を持っている事業者さん等いらっしゃる場合は、そこら辺の契約とかそ

ういったのも進める価値はあるというふうに思います。 
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とりあえず築後 30 年を迎えた体育館であったりこりーなであったり、そう

いったものっていうのはまだ、潰すわけにはいけないのだろうというふうに考

えています。潰すわけにはいかないだろうというところは、維持管理をしなが

ら、時期、30 年後っていうのはもしかしたら、人口減少の問題いろんな課題、

そういったものの中で、これはもう改修する必要ない解体しましょうというよ

うなことも出てくるかもしれませんが、公共施設等にあって、老朽化が進むも

のによっては、町営住宅等であったり、そういったもので利用できないような

状況のものに関してはもう解体を進めている案件もございますので、そういっ

たところも含めて、民間の活力も活用しながら対応していける要素があればな

というふうに私も考えております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。なかなか確かに箱物と

いったところで形あるところ、どうしても改修が必要な施設でもありますので、

効率的な、そして効果的な財源の活用を、皆さん思案していただければと思い

ます。 

次の質問です。こちらについて教育長のほうに伺います。大きい項目として、

教育委員会が実施したアンケート結果を踏まえた方針についてであります。 

こちらについては、令和７年、昨年の７月 17 日から８月 13 日にかけて、小

学生を持つ保護者の方もしくはこれから小学校に上がる児童お持ちになる御

家族の方々に向けて行われたアンケートになっておりますが、それではこの質

問です。 

昨年、教育委員会が行ったアンケート結果に関し、方針を示すべく今後も調

査研究を進めていくとの答弁がありました。その後の経過について伺います。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

〔教育長　鮫島孝則君　登壇〕 

○教育長（鮫島孝則君）　大町田議員の御質問にお答えしたいと思います。御質問

はアンケート結果に関し方針を示すべく調査研究の経過についてということ

でございますが、まず教育委員会が実施したアンケートについてですが、この

先の児童数の減少が見込まれ、将来にわたって子どもたちによりよい教育環境

を確保するために、保護者の方がどのような学校環境での教育を望んでいるか

というものを調査するものでありまして、学校の在り方の満足度や、小規模校

対策についての御意見をいただき、今後の学校教育の在り方について参考とさ

せていただくものでございました。 

このアンケート結果をもとに、教育委員会、定例会、それから管理職の研修

会といった場で、学校環境の課題や学校教育の改善すべきところなどについて、

調査研究を進めているところでございます。 

学校統廃合に関してもアンケートの回答で、学校区を見直し統合の検討を望

んでいるという意見もあり、学校規模適正化検討会、昨年 12 月と今年の２月

に各校区長に集まっていただき、学校の現状や学校規模の適正化、適正配置な

どについて説明や意見交換を行ったところでございます。 
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また今年度は、中種子町学校規模適正化検討委員会を設置しまして、５月 21

日、第１回の委員会を開催したというところでございます。委員の構成メンバ

ーですが、議会議員、校区長、各学校の保護者代表、教育委員、校長代表とい

う構成で、今後は各分野の代表の皆様からの御意見、議論をしていただきなが

ら、学校の適正な配置及び規模等について調査及び検討を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

今後の委員会スケジュールとしましては、町内全世帯を対象にアンケート調

査を実施する方向で、調査結果による町民の意向を踏まえつつ、地域の実情を

踏まえた総合的な検討を進めながら、子どもたちにとってよりよい教育環境を

整えてあげることを第１として、学校規模適正化の方向性を年度内には決定し

ていく方向でいければというふうに考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。先ほどの調査研究とい

ったところで、定例会、研修会等を通して調査研究をしていくと。また、検討

委員会を今回設置してですね、いろいろとスピーディーにやっていただいてる

というような実感はありました。 

ただ、ちょっと１点やはり気になるところが一つありまして、先ほどから話

が出た、規模適正化検討委員会、これ過去に平成７年にですね中学校の統廃合

を行った際には、中種子町立中学校規模適正化審議会設置に関する条例という

ものを発出をして、その会の中でしっかりと検討していこうというようなもの

を出してはいるんですけど、今回この検討委員会については特に、条例につい

て設置してはいないんですけど、ここは何か理由があれば教えてください。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　ありがとうございます。この学校規模適正化検討委員会

につきましては、中種子町学校規模適正化検討委員会設置要綱というものを作

成いたしまして、それに基づいて行っているということになります。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　要綱に従って設置をされたということで、非常に今今

検討会から検討委員会というふうな形で進化をさせて、様々な保護者であった

り地域のニーズを恐らく吸い上げている途中ではあるのかなと思っておりま

す。 

ちなみにこの検討委員会については、定期的に開催されているのでしょうか、

それとも不定期なのでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　この検討委員会につきましては、まず第１回が５月、先

ほどもおっしゃったように５月 21 日で、次は６月に開催予定でございます。 

ここでは、アンケートの内容を、委員の皆様方で審議していただく会という

ことになります。あと、そのアンケートを受けて９月、そして 11 月というふ

うなスケジュールでなっております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 
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○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。なかなか短い期間にな

ってしまうんですけど、今後小学校の規模適正化に関してどうなっていくのか

というのは、恐らく保護者、特に小規模校に住まれてる保護者の方が非常に注

目をされておられると思いますので、できればこの検討委員会の会の内容であ

ったり開催時期こういったものをもう少しオフィシャルにオープンに出して

みればいかがかなと思いますけど、どうですか。 

○議長（迫田秀三議員）　教育長。 

○教育長（鮫島孝則君）　はい。オープンにということでしたので、それの情報提

供については検討していきたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。ぜひともですね検討し

ていただいて、地域の方々も気になる項目であると思いますので、しっかりと

情報を町民の方々、それが親御さんから子どもさんまで伝わるような情報発信

をしていただければ、非常に分かりやすい行政の仕組み、教育環境というもの

が見えてくると思いますので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

次の質問です。一応これ最後の質問になるんですけど、後期高齢者の健康維

持管理増進と健康寿命の延伸についてといった内容になっております。これも

ともとこういった質問をさせていただいたのは、この中種子町内においてです

ね高齢化率というものが約 40％、2025 年段階でですね。さらに言うと、後期

高齢者についてはさらにそこの 40％の中の 60％、全体でいうと約 25％。つま

りは中種子町民の中に４人に１人は後期高齢者というような現状となってお

ります。またこれ 2050 年にはですね、高齢化率というのが 47％まで推移する

のではないかと予測もされており 47％というと約 50％で、２人に１人が高齢

者というような現状になってくるといったところで、やはり今後先々を見通す

上で、質問させていただきたいと思います。 

まず１個目です。本町における高齢者の健康寿命や要介護認定率の現状をど

のように分析しているのか、お答えください。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　まず本町における高齢者の健康寿命についてということ

でございます。これ本人とのヒアリングというような形が多いのかな、もしく

は聞き取り、アンケート等によるものが多いんだろうと思いますが、令和５年

度で男性が 78.3 歳、女性が 84.4 歳となっております。国や県の平均に比べ

て、男性で１歳程度低く、女性ではほぼ同数となっているようでございます。 

また要介護認定率というところでは、令和５年３月末現在で 19.4％で国県

の平均から 0.4％ほど上回っております。 

一方で本町の高齢化率、これは令和７年度には 41.3％と国県の平均を大き

く上回っております。差位は国が 12.3 ポイント、県が 7.3 ポイントという差

が出ております。 

これら健康寿命や要介護認定率の全国比が高齢化率に比べて小さいことが

本町の特徴であります。その理由としては、農作業や集落活動等、身体活動量
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を維持されていることで、筋力低下やフレイルの予防につながっていること、

また地域の活動が比較的活発で高齢者の孤立が少ない傾向にあり、人との交流

により認知症の予防や、心身の健康維持が図られているのではないかというふ

うに考えております。 

また、これまでも地域包括支援センターを中心とした元気な高齢者を１人で

も多く増やすことを目指したサロンなどの各種事業の展開が図られたことも

要因の一つであるというふうに考えております。 

今後引き続き、健康寿命を延ばすこと、また要介護認定率が大幅にアップし

ないよう各種事業に積極的に取り組んで参りたいと考えておりますので、御理

解のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。先ほど介護予防のところでおそらく次の質問事

項になってくると思いますので、ちょっと次の質問をさせていただきます。 

介護予防の取り組みについてです。まず、加齢に伴う心身機能の低下に関す

る予防対策をどのように行っているのか、お答えいただければと思います。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　加齢に伴う心身機能の低下を予防するためには、運動・

栄養、口腔機能、社会参加認知症予防の三つが重要と言われております。 

本町においては 65 歳到達の介護保険証交付時に、健康や口腔機能に関する

健康教育を行っておりまして、介護予防の重要性についてお伝えをしていると

ころでございます。同時に聞き取りによる実態把握を行い、必要な方には早期

に介入をし、訪問などのフォローを行っているところです。 

また、サロンなどに職員が訪問し、各コーディネーターと連携をしながら、

状態の把握、健康講話や血圧測定の実施、必要に応じて病院の受診勧奨、健康

診断の受診勧奨などを行っているところです。 

さらに、令和６年度からは高齢者医療係と連携をして、高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施事業として、前年度の健診データをもとにサロン参加者

の健康状況を把握し、必要な講話やこちらからお伝えしたいことなど連絡して、

お話などをさせていただいているところです。 

なお今年度からは、医療従事者がサロンを訪問することで気軽に相談できる

環境づくりを進めるため、各サロンへのアンケートを実施し、歯科衛生士や管

理栄養士及び理学療法士など連携をしながら、多方面から介護予防に関する取

り組みを行っていくこととしております。 

一方で、集団での活動が苦手な方や、個別での介入が必要な方に対しては、

通所型サービスを利用し３から６か月かけて健康チェックなどを行いながら、

週１回個別に運動の提供も行っております。 

このように加齢に伴う心身機能の低下に対して、様々な要望と対策を多角的

に現在進めているところでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。この予防対策といったところでなんですけど、
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今先ほど答弁にありましたこれ具体的対策としては基本的にアウトリーチす

るような形、訪問であったり問診もしくは見ることができない方は、定期的に

行政職員のほうから、そこにアウトリーチして健康状態確認をしているこうい

った認識でよろしいでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。そのとおりでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。 

関連して次の質問なんですけど、これも若干、先ほど答弁の中にありました

がお答えいただければと思います。地域サロンや、健康教室への参加状況と課

題についてお伺いします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　地域サロンであったり健康教室の参加状況についてとい

うことでよろしかったでしょうか。 

本町では二つの事業を展開しております。まず、高齢者元気度アップポイン

ト事業でございます。この事業は地域の公民館などを中心に活動する集いの場

において、健康増進、介護予防、地域貢献学習に関する活動を行う場合にポイ

ント、いわゆるスタンプ会のポイントを付与するものでございます。 

この事業におきましては令和７年度の実績で、登録グループが 72 グループ、

登録者数延べ人数で 1,345 名、商品券交換者数がこちらも延べ人数で 495 名と

なっております。 

もう一つは、高齢者地域支え合いグループポイント事業でございまして、こ

の事業につきましては３名以上で構成し、65 歳以上の方が半数以上のグルー

プにおいて、高齢者を支援する活動、健康体操やレクリエーションなどや、地

域活性化活動、美化活動や子育て支援などに対してポイントを付与するもので

ございます。 

こちらの実績につきましては、令和７年度で登録グループ数が 45 グループ、

登録者数は延べ人数で 560 名、活動参加者が延べ人数で 9,725 名となっており

ます。 

課題といたしましてはこれらの事業を実施するグループ数も一定数増えて

きておりますが、参加者の高齢化や代表者の担い手不足により、解散するグル

ープも出てきているところがある状況は課題であるというふうに認識をして

おります。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。なかなか参加人数自体これがはっきりと多いの

か少ないのか、今今、私のところで判断難しいところでありますが、しっかり

とできるところは各対象者になる方が活動を行っているっていうのが分かっ

たんですけど、１点ちょっと確認なんですけど先ほどあったような地域サロン

や、健康教室、こちらやはり開催する際には講師の方だったりとかも必要にな

ってくると思うんすけど、そういった方はどのように用意をされているのか、
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今現状分かればでいいので教えてください。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　担当課のほうで選抜して来ていただいているところでご

ざいます。その時々の講話内容と、また運動内容によって分かれていくものと

認識しております。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はいありがとうございます。先ほど答弁があったとお

り、なかなかそれでもグルーピングが難しくなってしまったり、それでどうし

ても運営が難しくなってきて、このグループを解体するといったような話があ

ったんですけど、次のちょっと質問にも入るんですけど、UDe スポーツの導入

というところでですね、ちょっと UDe スポーツって何ぞやというところで、な

かなかこの議場におられる方で、御存じの方も少ないと思うんですけど、これ

UDe スポーツというものはですね、もともとユニバーサルデザインされたｅス

ポーツ、何のこっちゃってなりますけど、今これユニバーサルデザインってい

うのが、誰でも使える設計といった意味になります。ｅスポーツについてはエ

レクトリカルスポーツ、今近年でオリンピック種目にでも入るのではないかと

言われてるような、ゲームを競技化したスポーツとなっております。 

こういった UDe スポーツというものは、年齢や障がいの有無に関係なく誰も

が参加することができる、UDe スポーツ協会がオリジナルで作成したゲームの

ため、ゲーム会社の許可を得ることなくイベント等で使用できるといった事業

体となっております。 

こちらなぜ提案するのかといいますと、先ほど同僚議員からゲートボールで

あったりとか地域コミュニティーとして、そういったスポーツをされる方も多

数おられます。 

しかしながらこういったコミュニティーの場に、どうしても身体的な理由で

あったりとか、そういったもので入れないような方もいますので、そういった

方々も利用できるコンテンツとなっております。そういったこの UDe スポーツ

などの先進的な事業を活用することは可能かどうか、町長にお伺いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。議員、御質問の UDe スポーツにつきましては、先

日ある事業者の方からの御紹介で担当課の職員が説明を受けており、オンライ

ンの講習会を受講したとの報告を受けているところでございます。 

この UDe スポーツにつきましては熊本県内の自治体などで多く導入されて

おると伺っております。高齢者サロンや世代間交流を目的とした地域イベント

などでも活用されているようですから、議員おっしゃるような閉じこもりがち

な高齢者、また、なかなか参加しにくいな、集いの場は参加しにくいなという

ような人たちを導くための、きっかけづくりの一つになる要素は十分持ってい

るのかなというふうに感じております。 

この UDe スポーツに限らず、また先進的なものに限らず、高齢者の健康増進

と健康寿命の延伸につながるような事業であれば、積極的に活用を図って参り
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たいというふうに考えています。 

UDe スポーツに関しても、導入可能かどうかというのもしっかり検討して参

りたいというふうには考えております。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい。今先ほど町長の答弁にあった UDe スポーツの活

用といったところなんですけど、恐らく今町長が考えられているところとして、

基本的には高齢者向けというような認識でおられると思うんすけど、これ先ほ

ど冒頭で説明したようにこれ年齢にも関係なくできるというところが１番の

この事業体のすごくすばらしいところでもありまして、これについては、様々

な分野での活用方法がありまして、まず先ほど言った教育そういった場面では、

今 GIGA スクール構想等もあり、町内における小学校、中学校においては ICT

環境が大分整備されております。そういったものを活用しつつ、支援学級など、

なかなか全体で集団の競技参加できない学生さんなども一緒に参加できるイ

ンクルーシブな教育の推進にも役立つことができると思っております。 

また先ほどあった、福祉の観点からも何かしら心身の状態がって言ったとこ

ろとはほかにですね、これ実は認知機能であったりそういったものを向上させ、

また検査するような機能も実は中にあります。そういったものを考えると、先

ほど同僚議員の方が GPS を持ってというような、徘回されるような方というも

のの予防にもつながると思っております。 

これ最後になんですけど、まさに高齢者から子どもまでつながれる、なかな

かないツールだと思っております。これは、ある意味コミュニティーを新たに

つくるツールでもあると認識していますし、非常に皆さんが導入しやすいとこ

ろでもあるのかなと。また予算上もそこまで、私が見てる限りは大きくないの

かなというふうな認識は持っています。 

ですので、ぜひとも、こういったところを検討していただけるとありがたい

んですがいかがでしょうか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　県内の自治体では、姶良市が導入しているものだという

ふうに認識をしております。また事業者さんからの紹介でデモ機のレンタルな

ども今後予定をしておりますので、そういったものも見ながら、取り入れるべ

くものであるという判断をした場合は積極的に取り入れて、そういった一つの

サークルっていうものを基盤に始める必要性があるんだろうなというふうに

思います。 

そういう意味では年齢を問わず参加できるものであったり、運動能力を高め

たりというようなことも十分理解できる U Dｅスポーツだというふうな認識を

持っておりますので、議員の意見も参考にさしていただきながら進めていけれ

ばと思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　１番、大町田勇希議員。 

○１番（大町田勇希議員）　はい、ありがとうございます。なかなかこれ口頭で説

明するのは皆様イメージアップは難しいと思いますので、ぜひとも議会が終わ
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ってからでもいいので、ネットとかですね、UDe スポーツというものを検索し

ていただけると実際ユーチューブの動画とかもありますので、それで様々な活

用法であったりとか、導入の指標としていただければ幸いであります。 

本日の一般質問は以上で終わります。ありがとうざいました。 

○議長（迫田秀三議員）　ここでしばらく休憩します。 

再開はおおむね 16 時 15 分からといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩　午後４時06分 

再開　午後４時14分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６　報告第１号　令和７年度中種子町一般会計繰越明許費繰越計算書に 

ついて 

○議長（迫田秀三議員）　日程第６、報告第１号、「令和７年度中種子町一般会計

繰越明許費繰越計算書について」を議題とします。 

報告を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　報告第１号について説明いたします。 

令和７年度一般会計補正予算（第９号）及び（第 10 号）において、繰越明

許費予算を計上しておりましたが、今回その繰越額が確定し、歳出予算の経費

を繰り越しましたので地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により、別紙繰

越計算書に記載のとおり報告するものでございます。 

繰越となりました事業は、役場庁舎、中央公民館合併浄化槽新設事業など計

13 件で、令和８年年度への繰越額が５億 1,300 万 3,000 円でございます。 

その財源につきましては、既収入特定財源が基金繰入金、地方債 1,826 万

円、今年度に収入する国庫支出金、県支出金、地方債が４億 3,424 万 1,000 円

及び一般財源の 6,050 万 2,000 円となっております。 

以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

以上で報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第７　承認第１号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　（中種子町税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第７、承認第１号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 
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○町長（田渕川寿広君）　承認第１号について説明いたします。 

地方税法などの一部を改正する法律、地方税法施行例などの一部を改正する

政令並びに地方税法施行規則及び地方税法施行規則の一部を改正するなどの、

省令の一部を改正する省令、地方税法施行規則の一部を改正する省令、地方税

法施行規則の一部を改正する省令及び地方税法施行規則の一部を改正する省

令は、令和８年３月 31 日に公布され、同年４月１日から施行されたことから、

地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に専決処分をさせてい

ただきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるもので

ございます。 

主な改正内容としては、軽自動車では環境性能割の廃止による字句等の整理、

個人住民税では扶養親族などに係る所得要件の引上げ、扶養親族など申告書の

提出義務の簡易の見直し、肉用牛の売却による農業所得課税の特例及び医療費

控除の課税特例の延長、住宅ローン控除の適用の延長など、固定資産税では固

定資産税の免税点の見直しなど、地方税法の改正にあわせて条例を整備するも

のでございます。 

詳細につきましては、税務課長に説明をさせます。 

以上御審議方、御承認方よろしくお願いをいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　税務課長。 

○税務課長（稲子隆浩君）　税務課の稲子です。承認第１号、中種子町税賦課徴収

条例の一部を改正する条例について新旧対照表にて御説明させていただきま

す。 

議案書の 15 ページになります。表の左側、第 18 条の３は自動車税関係の制

度改正に伴い、種別割を軽自動車税に改めるもので課税の内容に変更等ありま

せん。 

続いて 19 条、環境性能割の廃止に伴い引用条項のずれを修正するものであ

り、取扱い等に変更はございません。 

16 ページ中ほどでございます。第 33 条につきましては、所得割の課税標準

について特定配当等の取扱いについて、控除の範囲を明確にするための改正で

ございます。 

16 ページ下段のほうになりますが、第 34 条の７は寄附金額控除についても

適用のルールを定めており、新たに上限額を設けるための改正でございます。 

17 ページをお願いいたします。第 36 条の２については、町民税の申告につ

いて必要な事項を定めており、国の改正にあわせて運用条項を整備するもので

ございます。 

18 ページをお願いいたします。第 36 条の３の２につきましては、給与所得

者の扶養親族等の申告に関する規定で法改正にあわせて改正するものでござ

います。 

19 ページをお願いいたします。それから 19 ページから 22 ページにかけて

ですが、第 36 条の３の３についてでございますが、公的年金等の受給者にお

いて、所得税に係る扶養親族等の申告、提出不要な場合であっても、住民税に
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おいて扶養親族等に必要な情報を得られるように、提出義務の範囲を見直す改

正でございます。 

22 ページでございます。第 63 条につきましては固定資産税の免税点につい

て国の基準改正に合わせて、家屋を 20 万円から 30 万円へ、償却資産を 150 万

円から 180 万円引き上げるものでございます。 

続いてその下第 80 条の軽自動車税の納税義務者等から 28 ページまでなり

ますが、91 条になりますが、それまでの間、軽自動車税の納税負荷軽減に対す

る関係が載せてありますが、先ほどもありましたとおり、種別割が廃止され軽

自動車税に変更されるもので、国の法制化に合わせまして、字句等の修正、引

用条項の整備をするものでございます。 

29 ページの附則第６条でございますが、特定一般医療品等購入費に係る医

療費控除の特例でございます。いわゆるセルフメディケーション税制でござい

ますが、適用期限の国の税制改正に合わせて延長するものでございます。 

30 ページをお願いいたします。附則第７条の３でございます。個人住民税の

住宅借入金等特別控除、いわゆる住宅ローン控除でございますが、適用期間を

令和 25 年まで延長するとともに、住宅の開始年度の規定を整備するもので制

度内容に大きく変更はありません。 

31 ページになります。附則７条の４、寄附金控除における特別控除につい

て、新たに上限額を追加するものでございます。 

32 ページをお願いいたします。附則第８条につきましては、肉用牛の売却に

よる事業所得を、町民税の特例について適用期限を延長するとともに、不要に

なった運用条項の削除等で整理を行うものでございます。附則第９条の２につ

いては、個人住民税の寄附金控除額に係る申告の特例で、これも国の法改正に

合わせて条文を整理するものでございます。 

33 ページをお願いします。33 ページから 35 ページにかけて附則第 10 条の

２につきましては、改修特別特定建築物に対する税額の減税措置のわがまち特

例の割合を定める規定を新設するとともに条項のずれを修正するものでござ

います。 

35 ページをお願いいたします。附則第 10 条の３から 38 ページの 16 項につ

きまして、新築住宅に対する固定資産税の減額を受けるために必要な申告手続

を定めたもので、税制に合わせて条項の整備をするものでございます。 

38 ページの附則第 10 条の４及び 40 ページの第 10 条の５につきましては、

令和２年７月豪雨災害と、令和６年の能登半島地震における被災者の生活再建

を支援するために固定資産税の減免に対する特例について、国の法改正に合わ

せて整備するものでございます。 

44 ページをお願いいたします。附則第 16 条は、軽自動車税の税率の特例で、

環境性能の高い軽自動車、災害による代替取得車両等への特例であり環境性能

割の廃止に伴う用語の統一及び引用条項を整理するものでございます。 

45 ページをお願いします。16 条の２につきましては、軽自動車税の徴収の

特例で軽自動車の賦課徴収について通常のルールと異なる取扱いについて定
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めているものでございます。 

46 ページをお願いいたします。第 16 条の３につきましては上場株式等の配

当所得や株式譲渡所得について、住民税における申告不要制度を選択できる特

例を定める条文であり、法改正に伴う改正でございます。 

47 ページ、16 条の４につきましては、土地の譲渡等に係る事業所得、譲渡

所得について、住民税の税額を減額する国の法改正に伴う所要の改正でござい

ます。 

48 ページ、17 条につきましては長期譲渡所得について、住民税に関する軽

減する特例を定めたもので、国の法改正に合わせて内容を整備するものでござ

います。 

49 ページをお願いいたします。17 条の２につきましては優良住宅の造成等

のために土地等を譲渡した場合に、長期譲渡所得の住民税を軽減するための特

例を定めたもので、課税特例の見直し及び適用期限の延長に伴う改正でござい

ます。 

50 ページ、第 18 条につきましては、公共事業、優良住宅造成など政策目的

に資する短期譲渡所得について、住民税の税率を軽減する特例を定めたもので

あり、国の法改正にあわせて所要の改正を行うものでございます。 

51 ページ第 19 条につきましては、一般株式等に係る譲渡所得に係る個人住

民税の特例で、これも国の法改正に合わせて整備するものでございます。 

52 ページをお願いします。19 条の３につきましては特定暗号資産に係る譲

渡所得等に係る住民税の課税の特例で、金融商品取引法、資金決済に関する法

律の一部改正に伴う、暗号資産に取引に係る課税の見直しにより新設するもの

でございます。 

53 ページ、20 条の２、先物取引に係る雑所得等に係る個人住民税の特例で、

国の法改正に伴う所要の改正でございます。 

54 ページ、20 条の２及び 55 ページの 20 条の３につきましては、特例適用

利子及び条約適用利子等における町民税の課税の特例でございます。これにつ

きましても国の法改正に伴う所要の改正でございます。 

以上、地方税の改正に伴わせた整備でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、承認第１号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第１号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第８　承認第２号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　（中種子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第８、承認第２号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第２号について説明いたします。 

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が令和８年１月 15 日に公布さ

れ、同年４月１日に施行されたことから、地方自治法第 179 条第１項の規定に

基づき、３月 31 日に専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規

定によりこれを報告し承認を求めるものでございます。 

改正内容としまして、保険税の基礎課税限度額の引上げと低所得者世帯への

軽減判定に係る判定所得の見直し、子ども・子育て支援納付金の課税限度額と、

子ども・子育て支援納付金課税額の被保険者均等割の減額を設けるなど、国民

健康保険法改正にあわせて条例を整備するものでございます。 

以上、承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、承認第２号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第２号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第９　承認第３号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　（令和７年度中種子町一般会計補正予算（第 11 号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第９、承認第３号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 
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○町長（田渕川寿広君）　それでは承認第３号について御説明いたします。 

令和７年度一般会計予算につきましては、さきの３月定例会において補正予

算の議決をいただきましたが、その後予算の調整を行う必要があり地方自治法

第 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に補正予算（第 11 号）を専決処分

させていただきましたので、同条第３項の規定により報告するものでございま

す。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ１億 4,697 万円を減額し、補正後の予算総

額を 86 億 8,788 万 1,000 円とするものでございます。 

以上の歳入歳出予算補正のほか地方債の補正もあわせて計上しております。

詳細につきましては総務課長に説明させます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　総務課長。 

○総務課長（上田勝博君）　令和７年度中種子町一般会計補正予算（第 11 号）の

事項別明細書、歳入歳出予算の主なものについて御説明いたします。 

人件費につきましては、説明を省略させていただきます。 

歳出から説明いたします。25 ページをお願いします。上段の目の５財産管理

費、増額１億 2,535 万 7,000 円は、公共施設等総合管理基金予算積立金が主な

ものでございます。 

その下の目の６企画費、減額 661 万 9,000 円は、12 節委託料のコミュニテ

ィーバス及び予約型乗合タクシー実績並びに 18 節負担金補助及び交付金の航

路航空路運賃低廉化支援事業協議会負担金と、物価高騰対策生活支援補助金の

実績による減額が主なものでございます。 

26 ページをお願いします。中段の目の 12 地域開発費、減額 690 万 3,000 円

は、18 節負担金補助及び交付金内の各事業実績によるものでございます。 

30 ページをお願いします。１番下の目の１社会福祉総務費でございます。減

額 2,588 万 2,000 円は、次のページの 19 節扶助費の障害福祉サービス各事業

実績によるものがおもでございます。 

次のページをお願いします。１番下の目の１児童福祉総務費、減額 1,221 万

9,000 円は、12 節委託料、放課後児童クラブ運営実績及び次のページの 19 節

扶助費、子ども医療費施設型給付事業等実績によるものでございます。 

次のページをお願いします。中段の目の１老人福祉費、減額 2,020 万 8,000

円は、19 節扶助費のつまべに苑に係る老人保護措置費の実績によるものがお

もでございます。 

次のページをお願いします。１番上の目の２介護保険事業費、減額 3,472 万

1,000 円は、介護給付費実績による特別会計繰出金の減額がおもでございます。 

39 ページをお願いします。中ほどの目の２農業振興費、減額 1,102 万 8,000

円は、18 節負担金補助及び交付金のさつまいも増産対策事業実績及び農業公

社乾燥施設整備事業不採択によるものがおもでございます。 

その下の目の３園芸特作振興費、減額 1,391 万 5,000 円は、次のページの 18

節負担金補助及び交付金、輸送コスト支援事業等実績による減額がおもでござ
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います。 

その下の目の４畜産業費、減額 1,429 万 4,000 円は、18 節負担金補助及び

交付金の各事業実績及び貸付金の優良雌牛導入事業実績による減額がおもで

ございます。 

１番下の目の６鳥獣被害対策費、減額 726 万 1,000 円は、次のページをお願

いします。18 節負担金補助及び交付金の有害鳥獣被害対策実践事業実績によ

るものでございます。 

42 ページをお願いします。１番下の目の４森林環境整備事業費、増額 663 万

7,000 円は、森林環境譲与税基金積立金の増額によるものでございます。 

次のページをお願いします。１番下の目の２商工業振興費、減額 1,786 万円

は、ふるさと応援寄附金返礼品経費の減額でございます。 

50 ページをお願いします。１番下の目の３体育施設管理費、減額 2,395 万

円は、体育施設光熱水費実績及び種子島中央武道館改修工事実績による減額で

ございます。歳出は以上でございます。 

次に歳入を説明いたします。９ページをお願いします。９ページから 11 ペ

ージ下段にかけての町税、地方譲与税、各種交付金につきましては、収納見込

み及び交付決定に伴う調整でございます。 

11 ページ下段の、地方交付税は特別交付税１億 1,848 万 1,000 円の増額で

ございます。 

次に、12 ページから 15 ページ上段までの分担金及び負担金、使用料及び手

数料は実績による調整でございます。 

15 ページ中段の、国庫支出金から 19 ページの県支出金までにつきましては、

各事業の事業費確定による調整でございます。 

20 ページをお願いします。１番下の款の 19 繰入金、項の１基金繰入金、減

額２億 24 万 2,000 円につきましては、事業実績に伴う各基金繰入金の調整で

ございます。 

23 ページをお願いします。款の 22 町債は、事業費の確定に伴い調整を行っ

たものでございます。歳入は以上でございます。 

７ページをお願いします。第２表繰越明許費補正については、森林環境保全

直接支援事業を追加し、種子島農業公社乾燥施設整備事業の変更を行うもので

ございます。 

次のページをお願いします。第３表地方債補正については、各事業実績に伴

う限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法については変更ございませ

ん。 

最後に１ページをお願いします。第１条第１項は、既定予算総額から１億

4,697 万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 86 億 8,788 万 1,000 円

とするものでございます。第２項は、補正後の歳入歳出予算の金額は第１表、

歳入歳出予算補正によることとするものでございます。第２条は繰越明許費の

補正、第３条は地方債の補正についてそれぞれ規定するものでございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、令和８年３月 31 日専決処分させ
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ていただきました。 

以上で説明を終わります。承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第３号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第10　承認第４号　専決処分の承認を求めることについて 

                      （令和７年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第６号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 10、承認第４号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第４号について御説明いたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明をいたします。国民健康保険税は 742 万 6,000 円の減額。

使用料及び手数料は３万円の増額。県支出金は交付金の確定により３億 8,041

万 4,000 円の減額。繰入金は他会計からの繰入金 265 万円の減額。諸収入は延

滞金、加算金及び過料 37 万 5,000 円の増額。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は総務

管理費 100 万円の減額、徴収費３万円の減額、合わせて 103 万円の減額。保険

給付費は実績の確定により３億 8,270 万円の減額。保健事業費は各種保健事業

に係る委託料などの実績確定により、合わせて 462 万円の減額。基金積立金は

132 万 5,000 円の減額。公債費は 10 万円の減額。諸支出金は保険税還付金の

確定により 31 万円の減額。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ３億 9,008 万 5,000 円を減額し、補正後の

予算総額を 10 億 657 万 6,000 円とするものでございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に専決処分をさせて

いただきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるもの

でございます。 



-79- 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第４号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第４号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第11　承認第５号　専決処分の承認を求めることについて 

                      （令和７年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第６号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 11、承認第５号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第５号について説明をいたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から御説明いたします。保険料は第１号被保険者保険料実績による

調整で 944万 8,000 円の増額。使用料及び手数料は実績による調整で１万 2,000

円の減額。国庫支出金は交付決定に伴い 1,731 万 9,000 円の減額。支払基金交

付金は 5,217 万 5,000 円の減額。県支出金は 191 万 4,000 円の増額。財産収入

は 15 万 3,000 円の増額。繰入金は介護サービス等給付実績及び地域支援事業

の確定に伴い、一般会計繰入金 2,784 万 7,000 円の減額、基金繰入金 947 万

7,000 円の減額、合わせて 3,732 万 4,000 円の減額。諸収入は実績による延滞

金、預金利子及び雑入の調整１万円の減額を計上しております。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は、職

員人件費、各種事業実績確定による調整 220 万円の減額。保険給付費は介護サ

ービス費給付実績の確定による調整で１億 9,788 万円の減額。地域支援事業費

は実績の確定による調整で 287 万 7,000 円の減額。基金積立金は令和７年度の

実績に伴う調整で１億 1,087 万 5,000 円の増額。諸支出金は償還金の調整で

324 万 3,000 円の減額を計上しております。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ 9,532 万 5,000 円を減額し、補正後の予算

総額を 11 億 7,173 万 1,000 円とするものでございます。 
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地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に専決処分させてい

ただきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるもので

ございます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第５号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第５号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第12　承認第６号　専決処分の承認を求めることについて 

                      （令和７年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第６号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 12、承認第６号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第６号について説明いたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明します。後期高齢者医療保険料は保険料の確定に伴い特別

徴収・普通徴収保険料、113 万 5,000 円の減額。使用料及び手数料 2,000 円の

減額。繰入金は一般会計からの繰入金 11 万 9,000 円の増額。諸収入は保健事

業の確定に伴う受託事業収入 24 万 9,000 円の減額など、合わせて 23 万 5,000

円の減額を計上しております。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は一般

管理費実績による 32 万 8,000 円の減額。後期高齢者医療広域連合納付金は、

広域連合納付金の見込みによる 92 万 5,000 円の減額。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ 125 万 3,000 円を減額し、補正後の予算総

額を１億 7,136 万 5,000 とするものです。 

地方自治法第 179 条が地方自治法 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日

に専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定によりこれを受け

報告し承認を求めるものでございます。 
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以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第６号を採決します。 

お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第６号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第13　承認第７号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　（令和７年度中種子町水道事業会計補正予算（第６

号）） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 13、承認第７号、「専決処分の承認を求めること

について」を議題とします。 

本案について説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　承認第７号について説明いたします。 

３ページを御覧ください。収益的収入の給水収益で水道使用料が確定しまし

たので、差額の 124 万 7,000 円を減額するものです。 

その結果、収益的収入を 124 万 7,000 円減額し、収益的収入の予算総額を３

億 454 万 5,000 円とするものです。 

地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、３月 31 日に専決処分させてい

ただきましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求めるもので

ございます。 

以上、御承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第７号を採決します。 
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お諮りします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、承認第７号は承認することに決定しました。 

ここでお知らせをいたします。本日の会議時間は、都合によりあらかじめ延

長します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第14　議案第32号　字の区域変更について（塩屋南部） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 14、議案第 32 号、「字の区域変更について」を議

題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 32 号について説明いたします。 

平成 28 年度に着工し、令和８年度完了予定の、中山間地域農業農村総合整

備事業一般型塩屋南部地区で、区画整理を実施した区域の換地処分に伴う、同

区域内の字の区域の変更を定めるため、地方自治法第 260 条第１項の規定に基

づき議会の議決を求めるものでございます。 

詳しい内容につきましては、農林水産課長に説明をさせます。 

以上、御審議方、議決のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（迫田秀三議員）　農林水産課長。 

○農林水産課長（秋田幸博君）　議案第 32 号について説明いたします。 

別添資料の字の区域変更塩屋南部を御覧ください。資料は字区域変更箇所の

位置図と、別紙の一覧表、あと区域変更図でございます。 

令和８年度完成予定の中山間地域農業農村総合整備事業一般型の塩屋南部

地区の位置につきましては、資料の１ページ目の位置図を御確認ください。本

町の南東部町道坂井熊野線沿いの赤で示している箇所に位置いたします。地区

面積が 14.2 ヘクタール、関係農家が 50 戸でございます。 

資料の別紙と字区域変更図で各整理後の管理処分に伴う字区域の変更につ

いて御説明いたします。資料２ページ目の別紙の表を御覧ください。上段左側

に変更後と表しています、換地処分後の大字と字をそれぞれ縦方向に示してお

ります。その右横には、左に包括される区域と表して、換地処分する前の大字、

字、地番をそれぞれ縦方向に示しております。 

変更内容について説明いたします。変更後の欄、大字坂井字高田には、換地

処分前の字秋屋野の表示の地番と、隣接する水路である町有地が包括されます。 

次にその下の段、変更後の欄の字秋屋野に換地処分前の字山ノ小田、丸田、

寺田の各表示の地番と、隣接する道路、水路である町有地などが包括されます。 

次に１番下の段、字大牟礼には換地処分前の字東小牟礼の各表示の地番と隣

接する道路である町有地などが包括されます。 

資料の３ページ、字界変更説明図を御覧ください。少し見づらいですけども、

図のピンク色の箇所が新たに字高田に包括され、図の黄色、緑、オレンジ色の
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箇所が新たに字秋屋野に包括されます。図の青色の箇所が新たに字大牟礼に包

括されますので御確認をお願いいたします。 

以上、塩屋南部地区の換地処分に伴う字の変更区域に係る説明とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 32 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 32 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第15　議案第33号　字の区域変更について（田島） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 15、議案第 33 号、「字の区域変更について」を議

題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 33 号について説明いたします。 

令和２年に着工し、令和 13 年度完了予定の県営中山間地域総合整備事業一

般型躍動中種子地区田島団地で、区画整理を実施した区域の換地処分に伴う同

区域内の字の区域の変更を定めるため、地方自治法第 260 条第１項の規定に基

づき、議会の議決を求めるものでございます。 

詳しい内容につきましては、農林水産課長に説明をさせます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　農林水産課長。 

○農林水産課長（秋田幸博君）　議案第 33 号について説明いたします。 

別添資料の字区域変更図、田島を御覧ください。先ほどと同様の仕様でござ

います。位置図と別紙の一覧表、区域変更図になります。 

資料１ページ目の位置図を御覧ください。県営中山間地域総合整備事業一般

型躍動中種子地区田島団地の位置につきましては、本町の南西部、県道野間島

間港線の阿高礒大橋の下、赤で示している箇所になります。団地面積が 1.7 ヘ

クタール、関係農家が７戸でございます。 

先ほど同様に資料の別紙と字区域変更図で、区画整理後の換地処分に伴う字

区域の変更について説明いたします。資料２ページ目の別紙の表を御覧くださ
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い。変更内容について説明いたします。変更後の欄、大字田島字松下に換地処

分前の字保木ノ中野の表示の各地番が包括されます。 

次に下の段の、字柳ノ渡瀬に換地処分前の保木ノ中野の表示の地番が包括さ

れます。 

資料３ページ目の字界変更図を御覧ください。図のピンク色の箇所が新たに

字松下に包括され、図の黄色の箇所が新たに柳ノ渡瀬に包括されますので、御

確認をお願いいたします。 

以上で躍動中種子地区田島団地の換地処分に伴う字の区域変更に係る説明

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 33 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 33 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第16　議案第34号　中種子町過疎地域持続的発展計画の変更について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 16、議案第 34 号、「中種子町過疎地域持続的発展

計画の変更について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 34 号について説明いたします。 

中種子町過疎地域持続的発展計画を別紙のとおり変更したいので、過疎地域

の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第 10 項において、準用する同

条第１項の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。 

本町の過疎地域持続的発展計画は令和８年度から令和 12 年度までの５年間

の計画を策定し、計画的に事業を進めているところでございます。 

今回の変更の主なものとして、緊急性・財政事業などを勘案し、新規事業と

して産業振興において JA 育苗施設整備支援事業、農業公社乾燥施設整備事業、

農村婦人の家製麺機整備事業、肉用牛生産性向上対策事業、乳用牛削蹄料助成

事業、酪農ヘルパー利用料助成事業、中種子町畜産配合飼料価格高騰対策事業、

農業次世代人材投資事業、新規就農者育成総合対策事業、中山間地農業ルネッ

サンス推進事業を、子育て環境の確保、高齢者の保健及び福祉の向上及び増進
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において、中央保育所増築事業、中種子町介護員要請研修運営補助金、中種子

町介護・福祉人材確保対策事業、中種子町外国人介護・福祉人材確保対策事業、

中種子町介護支援専門員研修受講費補助金、乳児等支援給付事業、介護・福祉

人材確保対策事業、外国人介護・福祉人材確保対策事業を、教育の振興におい

て、学校給食センター調理室空調機新設事業、中央体育館・中央武道館トイレ

改修事業を、その他の地域の持続的発展に関し必要な事項において農林漁業祭

運営事業をそれぞれ追加するものでございます。 

また、過疎地域持続的発展特別事業として、肉用牛生産性向上対策事業、乳

用牛削蹄料助成事業、酪農ヘルパー利用料助成事業、中種子町畜産配合飼料価

格高騰対策事業、農業次世代人材投資事業、新規就農者育成総合対策事業、中

山間地農業ルネッサンス推進事業、中種子町介護員要請研修補助金、中種子町

介護・福祉人材確保対策事業、中種子町外国人介護・福祉人材確保対策事業、

中種子町介護支援専門員研修受講費補助金、乳児等支援給付事業、介護・福祉

人材確保対策事業、外国人介護・福祉人材確保対策事業、農林漁業祭運営事業

を再掲しております。 

その他の変更につきましては、事業名、事業内容の変更や事業の繰り延べな

どが主なものでございます。 

なお本計画の変更につきましては、法律に基づき鹿児島県知事との協議の結

果、異議のない旨の回答をいただいているところでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 34 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 34 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 17　議案第 35 号　中種子辺地に係る総合整備計画の変更について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 17、議案第 35 号、「中種子辺地に係る総合整備計

画の変更について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 35 号について説明をいたします。 
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中種子辺地に係る総合整備計画は、令和７年度から令和 11 年度までの５か

年の計画であり、今回、事業の進捗状況及び財政状況などの観点から計画の見

直しを行い、事業費の変更するものでございます。 

変更の内容は、坂井熊野線改良舗装事業、伊原線改良舗装事業、旭町花房線

改良舗装事業、さとうきび増産対策農道等舗装事業、中種子中学校屋内運動場

改修事業、消防防災施設等整備事業、中山間地域総合整備事業、農業用水路等

長寿命化事業の事業費の変更を行うものです。 

これにより全体計画事業費を７億 3,524万 3,000円に変更し、うち６億 1,810

万円については、辺地対策事業債をもって財源とする計画でございます。 

なお本計画の変更につきましては、法律に基づき鹿児島県知事との協議の結

果、異議のない旨の回答をいただいているところでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 35 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 35 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 18　議案第 36 号　中種子中学校体育館改修工事請負契約について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 18、議案第 36 号、「中種子中学校体育館改修工事

請負契約について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 36 号について説明いたします。 

中種子中学校体育館改修工事を実施するにあたり、地方自治法第 96 条第１

項第５号の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

契約の目的は、中種子中学校体育館改修工事です。契約の方法は指名競争入

札による契約で、契約の金額は１億 1,814 万円です。契約の相手方は鹿児島県

熊毛郡中種子町野間 5,122 番地８、株式会社日高工務店、代表取締役日髙政浩

です。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第 36 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 36 号は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 19　議案第 37 号　給食配送車購入契約について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 19、議案第 37 号、「給食配送車購入契約につい

て」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 37 号について説明いたします。 

給食配送車購入にあたり、地方自治法第 96 条第１項第８号及び議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものでございます。 

契約の目的は給食配送車２台の購入です。契約の方法は指名競争入札による

契約で、契約の金額は 1,958 万円です。契約の相手方は、鹿児島県熊毛郡中種

子町野間 4,195 番地、熊毛自動車株式会社、代表取締役本鍋田美智子です。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 37 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 37 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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　日程第 20　議案第 38 号　町有財産（土地）の無償貸付について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 20、議案第 38 号、「町有財産（土地）の無償貸付

について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 38 号について説明いたします。 

本議案は、町有地を社会医療法人義順顕彰会に対し医療施設建て替え用地と

して無償で貸し付けるため、地方自治法第 96 条第１項第６号の規定に基づき、

議会の議決を求めるものでございます。 

当該町有地は、本町で地域医療に尽力された柏先生の御遺族から寄附を受け

た土地であり、寄附の際には「町医者として、小児科医として、町民の皆様と

ともに生きてきた父の意志を汲んで、残された土地を町民の皆様のお役に立て

てほしい」という意向もございました。 

寄附後は具体的な活用には至っておりませんでしたが、今回、社会医療法人

義順顕彰会から、老朽化が進む診療所の建て替えにあたり、当該土地を用地と

して活用したいとの相談がございました。 

同診療所は前身の医院を引き継ぐ形で、既に 20 数年にわたり地域医療に携

わってきております。しかし建物は築 59 年が経過していることから、かかり

つけ医機能の強化や、幅広い町民への医療提供体制の充実を図るため、建て替

えを計画されているものです。 

本町においては、離島という地理的条件の中で安定した医療体制を確保する

ことが極めて重要であり、本事業は町民の安心につながる公益性の高い取り組

みであると認識しております。 

寄附者の意向にも沿うものとして、当該町有地を建て替え用地として無償で

貸し付けることが適当であると判断したものです。 

無償貸付する財産の所在地は、中種子町野間字秋永 5,072 番地１外５筆。面

積は 6,729.4 平米、契約の相手方は、鹿児島県西之表市西之表 7,463 番地、社

会医療法人義順顕彰会、理事長田上寛容です。貸付の期間は、契約締結日から

30 年間としております。 

以上、御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

　　　６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　地料無償ということですが、この固定資産税はどうなり

ますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。町有地ということでございますので、固定資産税

の賦課はありませんので、固定資産税もないということになります。 

○議長（迫田秀三議員）　ほかに質疑はありませんか。 

４番、池山喜一郎議員。 

○４番（池山喜一郎議員）　無償対応の期間が 30 年となっておりますけど、医療
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センター、医療法人のほうからは、許可日から診療業務継続期間の間というこ

とになっております。この解釈をどうすればいいのかなということでお伺いし

ます。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　建物の構造が木造となっております。現状としてはそれ

以降、随時契約をしていく形にはなろうかと思いますが、当初の契約としては、

公営住宅法上の耐用年数 30 年といった、国の制度上用いられている年限を参

考としております。 

地域医療の継続性の観点から当該診療所は、今後も長期にわたって安定して

地域医療を提供していただく必要がございます。安定した経営基盤のもとで施

設整備を行っていただき、継続的に医療対応していただくためには、一定の長

期的な貸付けが必要と判断し、この木造の耐用年数等を含めたところで、今回

の契約の案としては、30 年をまずめどとしておりますが、契約の更新について

は、今後、協議をするというような形で対応していくつもりでございます。 

○議長（迫田秀三議員）　ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　これから議案第 38 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 38 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第21　議案第39号　令和８年度中種子町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 21、議案第 39 号、「令和８年度中種子町一般会計

補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 39 号について説明いたします。 

今回の補正は、人事異動に伴う人件費の調整、当初予算以降必要となった経

費の追加、国県支出金の交付決定による調整が主なものでございます。 

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ 875 万 3,000 円を追加し、補正後の予算

総額を 81 億 2,175 万 3,000 円とするものでございます。 

以上の歳入歳出予算補正のほか、地方債の補正を併せて計上しております。

詳細につきましては総務課長に説明をさせます。 
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以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　総務課長。 

○総務課長（上田勝博君）　議案第 39 号、令和８年度中種子町一般会計補正予算

（第１号）の事項別明細書、歳入歳出予算の主なものについて御説明いたしま

す。人件費は省略させていただきます。 

18 ページをお願いいたします。歳出のほうから御説明いたします。１番下の

目の７後期高齢者医療費、増額 1,627 万 9,000 円は、後期高齢者医療広域連合

療養給付費及び次のページの後期高齢者医療特別会計への繰出金の増額でご

ざいます。 

23 ページをお願いします。１番上の目の２農道農地等維持補修費、増額

2,700 万円は、緊急自然災害防止事業採択による水路工４箇所、転倒堰１箇所、

道路工１箇所の工事費でございます。 

27 ページをお願いします。下段の目の１非常備消防費、増額 356 万 6,000 円

は、防火水槽修繕及び小型ポンプ車点検経費を計上するものでございます。 

次のページをお願いします。上段の目の２災害対策費、増額 741 万 2,000 円

は、指定避難所７箇所に充電式 LED 投光器を設置するもので、今年度防衛省か

ら交付される訓練交付金を活用するものです。 

次のページをお願いします。下段の目の３維持補修費、増額 148 万 3,000 円

は、野間小学校校庭横トイレ修繕経費を計上するものです。 

次のページをお願いします。中段の目の４学校建設費、増額 473 万円は、中

種子中学校深井戸ポンプ取り替え工事費を計上するものでございます。 

32 ページをお願いします。下段の目の３体育施設管理費、増額 205 万 4,000

円は、体育施設管理用備品等購入経費を計上するものでございます。 

次に歳入を説明いたします。６ページをお願いします。下段の款の 15 国庫

支出金から７ページ中段の県支出金までについては、内示、交付決定による調

整でございますが、６ページ下段の訓練交付金 583 万円は、自衛隊等の訓練が

行われる地域において訓練が地域に及ぼす影響を踏まえ、関係自治体が行う取

り組みを支援するための交付金でございます。 

７ページ下段をお願いします。目の１寄附金、増額 180 万円は、テクノ冷熱

及びテクレプランニング及び岩崎奨学金寄附金でございます。 

次のページをお願いします。上段の項の１基金繰入金、減額 5,427 万 6,000

円は、財源調整のため財政調整基金を減額するものでございます。 

次に８ページ下段から９ページにかけて款の 22 町債については、事業の追

加による増額でございます。歳入以上でございます。 

５ページをお願いします。第２表地方債補正でございます。緊急自然災害防

止事業及び緊急浚渫事業費の変更に伴い、限度額をそれぞれ変更するものでご

ざいます。起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。 

１ページをお願いします。第１条第１項は、既定予算に 875 万 3,000 円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 81 億 2,175 万 3,000 円と規定するもの

でございます。 
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第２項は、補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によるこ

とと規定するものでございます。 

第２条は地方債の補正について規定するものでございます。 

以上で、説明を終わります。議決方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 39 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 39 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第22　議案第40号　令和８年度中種子町国民健康保険事業勘定特別会計補 

正予算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 22、議案第 40 号、「令和８年度中種子町国民健康

保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 40 号について説明いたします。 

２ページの第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明します。繰入金は職員給与費等繰入金の増額などにより、

200 万 5,000 円の増額。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は人事

異動に伴う職員給与費などの増額により 26 万円の増額。 

国民健康保険事業費納付金は納付額の確定により、医療給付費分 17 万 5,000

円の減額、後期高齢者支援金等分 97 万 3,000 円の増額、介護給付金分 50 万

7,000 円の減額、子ども子育て支援納付金 23 万 7,000 円の増額、合わせて 52

万 8,000 円の増額。 

保健事業費は、会計年度任用職員に係る共済組合負担金の再試算などにより、

121 万 7,000 円の増額。 

その結果、歳入歳出予算それぞれ 200 万 5,000 円を増額し、補正後の予算総

額を 10 億 8,674 万 5,000 円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 40 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 40 号は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 23　議案第 41 号　令和８年度中種子町介護保険事業勘定特別会計補正予 

算（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 23、議案第 41 号、「令和８年度中種子町介護保険

事業勘定特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 41 号について説明いたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明します。県支出金は交付決定に伴う 13 万 7,000 円の増額。

繰入金は一般会計繰入金及び基金繰入金の調整により 7,238 万円の増額。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は人事

異動に伴う人件費など 72 万 1,000 円の増額。地域支援事業費は旅費改定に伴

う３万 3,000 円の増額。諸支出金は前年度事業精算による国県などへの返還金

で 7,176 万 3,000 円の増額。 

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ 7,251 万 7,000 円を追加し、補正後の予

算総額を 11 億 8,560 万 7,000 円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 41 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 41 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 24　議案第 42 号　令和８年度中種子町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 24、議案第 42 号、「令和８年度中種子町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 42 号について説明いたします。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

まず歳入から説明します。繰入金は保険基盤安定負担金の増に伴う事務費繰

入金 1,170 万 9,000 円の増額。諸収入は、償還金及び還付加算金の増による 20

万 8,000 円の増額。 

次に歳出予算を御説明いたします。３ページを御覧ください。総務費は人事

異動に伴う人件費が主なもので 25 万 8,000 円の減額、後期高齢者医療広域連

合納付金は、保険基盤安定負担金の増に伴い 1,196 万 7,000 円の増額。諸支出

費は償還金及び還付加算金の増に伴う 20 万 8,000 円の増額。 

その結果、歳入歳出予算にそれぞれ 1,191 万 7,000 円を追加し、補正後の予

算総額を１億 8,367 万 1,000 円とするものでございます。 

以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 42 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 42 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 25　同意第２号　中種子町固定資産評価員の選任につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 25、同意第２号、「中種子町固定資産評価員の選

任につき同意を求める件」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 
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〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第２号について説明いたします。 

固定資産評価員について、地方税法第 404 条第１項の規定により市町村に設

置することとなっております。また同条第２項において、その選任は市町村長

が議会の同意を得て選任することとなっています。 

本町において従来から固定資産評価員に税務課長を充ててきているところ

でございますが、御承知のように４月１日付の人事異動によりまして、税務課

長の異動があったところでございます。 

つきましては、次の者を固定資産評価委員として選任したいので、地方税法

第 404 条第２項の規定によって、議会の同意を求めるものでございます。住所

は鹿児島県熊毛郡中種子町坂井、氏名稲子隆浩、現税務課長でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第２号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号は同意することに決定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　以上で本日の議事日程は全部終了しました。 

明日から 17 日までは委員会開催などのため本会議は休会とし、18 日午前 10

時より本会議を開きます。 

本日はこれで散会します。御苦労様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会　午後５時29分 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 
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令和８年第２回中種子町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和８年６月18日（木曜日）午前10時開議 

１．議事日程（第２号） 

第１　会議録署名議員の指名 

第２　議案第43号　小型動力ポンプ付積載車購入契約について 

第３　議案第44号　役場庁舎・中央公民館合併浄化槽新設工事請負変更契約につ

いて 

第４　議案第45号　令和８年度　中種子町一般会計補正予算（第２号） 

第５　同意第３号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第６　同意第４号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第７　同意第５号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第８　同意第６号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第９　同意第７号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第10　同意第８号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第11　同意第９号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第12　同意第10号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第13　同意第11号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第14　同意第12号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第15　同意第13号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第16　同意第14号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第17　同意第15号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

第18　同意第16号　副町長の選任につき同意を求める件 

第19　常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

第20　議員派遣の件 

第21　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．本日の会議に付したる事件 

　　　議事日程のとおりである。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．出席議員は次のとおりである。（11名） 

　　１番　　大町田　勇　希　議員　　　　　　２番　　梶　原　哲　朗　議員 

　　３番　　秋　田　澄　德　議員　　　　　　４番　　池　山　喜一郎　議員 

　　５番　　橋　口　　　渉　議員　　　　　　６番　　永　濵　一　則　議員 

　　７番　　池　山　朝　生　議員　　　　　　８番　　濵　脇　重　樹　議員 

　　９番　　日　髙　和　典　議員　　　　　　11番　　浦　邊　和　昭　議員 

　　12番　　迫　田　秀　三　議員 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．欠席議員は次のとおりである。（０名） 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．説明のため出席した者の職氏名 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．職務のため出席した事務局職員の職氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町 長 田渕川　寿　広　君 総 務 課 長 上　田　勝　博　君

 行 政 係 長 中　村　隆　幸　君 財 政 係 長 永　　濵　　優　君

 教 育 長 鮫　島　孝　則　君 教育総務課長 森　　山　　豊　君

 社会教 育 課 長 田　平　祐一郎　君 農委事務局長 南　　義　　雄　君

 議 会 事 務 局 長 榎　元　卓　郎　君 議 事 係 長 髙　礒　俊　幸　君
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開会　午前10時00分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三君）　おはようございます。 

ただいまから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お配りした日程表

のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（迫田秀三君）　日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は会議規則第 127 条の規定により、６番永濵一則議員、７番池

山朝生議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２　議案第43号　小型動力ポンプ付積載車購入契約について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第２、議案第 43 号、「小型動力ポンプ付積載車購入

契約について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　おはようございます。議案第 43 号について説明をいた

します。 

小型動力ポンプ付積載車購入にあたり、地方自治法第 96 条第１項第８号及

び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条

の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

契約の目的は、小型動力ポンプ付積載車購入です。契約の方法は指名競争入

札による契約で、契約金額は 1,815 万円でございます。契約の相手方は鹿児島

県鹿児島市松原町 12 番 32 号、鹿児島森田ポンプ株式会社、代表取締役尾曲昭

二でございます。 

以上、御審議方よろしくお願いをいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 43 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 43 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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　日程第３　議案第 44 号　役場庁舎中央公民館合併浄化槽新設工事請負変更契約

について 

○議長（迫田秀三議員）　日程第３、議案第 44 号、「役場庁舎中央公民館合併浄化

槽新設工事請負変更契約について」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 44 号について説明いたします。 

役場庁舎・中央公民館合併浄化槽新設工事請負変更契約を実施するにあたり、

地方自治法第 96 条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるもので

ございます。 

契約の目的は、同工事内における排水ポンプ槽の増設に伴う工事請負費の増

額変更契約が主な内容でございます。契約の変更後の金額は 6,743 万円でござ

います。契約の相手方は鹿児島県熊毛郡中種子町野間 6125 番地４、有限会社

池山建設、代表取締役池山克司でございます。 

以上、御審議方よろしくお願いをいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 44 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 44 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４　議案第 45 号　令和８年度中種子町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（迫田秀三議員）　日程第４、議案第 45 号、「令和８年度中種子町一般会計

補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　議案第 45 号について説明いたします。 

補正予算につきましては、立切遺跡保存活用策定に係る経費などを計上して

おります。 

歳入歳出予算にそれぞれ 91 万 9,000 円を追加し、補正後の予算総額を 81 億

2,267 万 2,000 円とするものでございます。 
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以上、議決方よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第 45 号を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議案第 45 号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５　同意第３号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第５、同意第３号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第３号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに、中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り議会の同意を求めるものでございます。氏名は鮫島安平でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第３号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第３号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６　同意第４号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 
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○議長（迫田秀三議員）　日程第５、同意第３号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第４号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに、中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は濵脇嘉則でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第４号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第４号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７　同意第５号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第７、同意第５号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第５号について説明をいたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、中島真実でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第５号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第５号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８　同意第６号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第８、同意第６号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第６号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、永浜三津子でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第６号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第６号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９　同意第７号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第９、同意第７号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第７号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は牧瀬一典でございます。 
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以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第７号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第７号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 10　同意第８号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 10、同意第８号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第８号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は梶原誠でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第８号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第８号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 11　同意第９号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 
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○議長（迫田秀三議員）　日程第 11、同意第９号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第９号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は鎌田正司でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第９号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第９号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 12　同意第 10 号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 12、同意第 10 号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 10 号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに、中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、藤田幸司でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第 10 号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第 10 号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 13　同意第 11 号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 13、同意第 11 号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 11 号について説明をいたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、中島秀人でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第 11 号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第 11 号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 14　同意第 12 号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 14、同意第 12 号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 12 号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、中﨑和行でございます。 
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以上よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第 12 号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第 12 号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 15　同意第 13 号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 15、同意第 13 号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 13 号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、鎌田昭一でございます。 

以上よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第 13 号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第 13 号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 16　同意第 14 号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 
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○議長（迫田秀三議員）　日程第 16、同意第 14 号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 14 号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、山浦拓己でございます。 

以上よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第 14 号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第 14 号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 17　同意第 15 号　中種子町農業委員会委員の任命につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 17、同意第 15 号、「中種子町農業委員会委員の任

命につき同意を求める件」を議題とします。 

提出者の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 15 号について説明いたします。 

農業委員について、次の者を任命したいので、農業委員会などに関する法律

第８条第１項並びに、中種子町農業委員会の委員選任に関する規則第８条によ

り、議会の同意を求めるものでございます。氏名は、日髙隆雄でございます。 

以上よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（迫田秀三議員）　討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第 15 号を採決します。 

お諮りします。本件はこれに同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、同意第 15 号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 18　同意第 16 号　副町長の選任につき同意を求める件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 18、同意第 16 号、「副町長の選任につき同意を求

める件」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長　田渕川寿広君　登壇〕 

○町長（田渕川寿広君）　同意第 16 号について説明いたします。 

前副町長阿世知文秋氏が令和８年３月 31 日任期満了で退任されましたので、

後任として新井一矢氏を選任したいので、地方自治法第 162 条の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

世界情勢などの影響、人口減少、少子高齢化など、本町の基幹産業でありま

す農業の今後は大変厳しい状況と認識をしております。様々な課題克服に向け、

各種事業の活用などを早急に検討し、持続可能な営農と所得の向上に向け、頑

張っていただきたいというふうに思っております。 

氏名が、新井一矢でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（迫田秀三議員）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　私たちは新井氏について経歴以外何の認識もございませ

ん。町長の思惑としては国とのパイプづくりがメインじゃないかというふうに

思われますが、入庁して８年目、果たしてパイプ役になりうるのか甚だ心配で

あります。町長は、新井氏に何を期待しますか。 

○議長（迫田秀三議員）　町長。 

○町長（田渕川寿広君）　はい。現在役職で言いますと課長補佐級というようなポ

ジションに就いておられます。そういったところで言いますと、課長の皆さん

方とも連携をとりやすい環境にあると思います。 

当然国とのパイプというのも意識をしておりますが、本町の現在の農政、こ

れが非常に厳しい現況にあるというのは議員も同じ考えであるだろうという

ふうに認識しております。 

そういった中で、ここを解決していくためには、国の知恵もいただきながら、

また本町で実際、本町の現状を見ていただきながら、即各種事業の検討、そう

いったものに取り組んでいただきたいというふうな思いでおります。以上でご

ざいます。 

○議長（迫田秀三議員）　ほかに質疑はありませんか。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。反対討論はありませんか。 

６番、永濵一則議員。 

○６番（永濵一則議員）　私はこの人事については反対をさせていただきます。 

将来有望な人材であることは認めます。しかしながら、教科書どおりに行く

わけはございません。もっとキャリアを積んだ、経験豊富な現場叩き上げの人

間でなければ、諸問題には対処できません。 

中種子町のナンバー２にするには、まだまだ、経験不足ではないかというふ

うに思います。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　ほかに賛成討論はありませんか。 

11 番、浦邊和昭議員。 

○11 番（浦邊和昭議員）　私は、新井氏の入庁後の職歴を拝見させていただき考え

た結果、キビ、畜産を中心とし、でん粉用甘藷、青果用甘藷、数品目の園芸作

からなる我が町の農業体制のさらなる進展が望めると自分なりに思いました。 

また一方、後継者問題、あるいは労力問題、あるいは移住定住促進等いくつ

かの諸問題を抱える我が町の農業、また、種子島農業において、攻めの農業と

して青果用甘藷等複数品目の園芸作の海外進出に向けたことが可能であると

考え、私は賛成をいたします。以上です。 

○議長（迫田秀三議員）　反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　これで討論を終わります。 

これから、同意第 16 号を採決します。この採決は無記名投票で行います。 

議場の出入口を閉めます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（迫田秀三議員）　ただいまの出席議員は 10 人です。 

次に、立会い人を指名します。会議規則第 32 条第２項の規定によって、立

会い人に永濵一則議員、池山朝生議員を指名します。投票用紙を配ります。 

念のために申し上げます。本件に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載

願います。なお、賛否を表明しない投票及び賛否が明らかでない投票は、否と

みなします。 

〔投票用紙配付〕 

○議長（迫田秀三議員）　投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　配付漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

〔投票箱確認〕 

○議長（迫田秀三議員）　異状なしと認めます。ただいまから投票を行います。 

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

○事務局長（榎元卓郎君）　１番大町田勇希議員。２番梶原哲朗議員。３番秋田澄

德議員。４番池山喜一郎議員。５番橋口渉議員。６番永濵一則議員。７番池山

朝生議員。８番濵脇重樹議員。９番日髙和典議員。11 番浦邊和昭議員。 

○議長（迫田秀三議員）　投票漏れはありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　投票漏れなしと認めます。投票を終わります。開票を行

います。永濵一則議員、池山朝生議員は、開票の立会いをお願いします。 

〔開票〕 

○議長（迫田秀三議員）　投票の結果を報告します。投票総数 10 票、有効投票 10

票、無効投票０票。有効投票のうち、賛成４票、反対６票。以上のとおり反対

が多数です。 

したがって、同意第 16 号は同意しないことに決定しました。 

議場の出入口を開きます。 

〔議場開鎖〕 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 

　日程第 19　常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 19、「常任委員会の閉会中の所管事務調査の件」

を議題とします。 

総務文教常任委員長並びに産業厚生常任委員長から所管事務調査のうち、会

議規則第 75 条の規定によって、お配りしました所管事務の調査事項について、

閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りします。総務文教常任委員長並びに産業厚生常任委員長からの申出の

とおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、総務文教常任委員長並びに産業厚生常任委員長から申出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 20　議員派遣の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 20、「議員派遣の件」を議題とします。 

お諮りします。地方自治法第 100 条第 13 項及び会議規則第 129 条の規定に

よって、お配りしました会議及び研修会等へ議員を派遣したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は派遣することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

　日程第 21　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（迫田秀三議員）　日程第 21、「議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の

件」を議題とします。 

議会運営委員長から会議規則第 75 条の規定によって、お配りしました本会

議の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出が

あります。 
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お諮りします。委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（迫田秀三議員）　異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（迫田秀三議員）　これで、今期定例会に提出されました議案などは、閉会

中の継続調査として議決になりましたものを除き、全部議了いたしました。 

以上をもちまして、令和８年第２回中種子町議会定例会を閉会します。御苦

労様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会　午前10時40分 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 
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